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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上のＥＣＣＥ（Enhanced Control Channel Element）を集合して構成されたＬｏ
ｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control CHannel）を用い
て基地局装置と通信を行う端末装置であって、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数４本のアンテナポートが用いら
れることが想定されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨに対して、第一のＥＣＣＥ集合
数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補に基づいてＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣ
ＣＨを検出する処理を行い、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数２本のアンテナポートが用いら
れることが想定されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨに対して、第二のＥＣＣＥ集合
数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補に基づいてＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣ
ＣＨを検出する処理を行う受信処理部を有し、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットはそれ
ぞれ複数のＥＣＣＥ集合数の候補から構成され、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セットは、前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットと異な
ることを特徴とする端末装置。
【請求項２】
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットに含ま
れるＥＣＣＥ集合数の候補としては、少なくともＥＣＣＥ集合数が２及び４を含むことを
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特徴とする請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　一つ以上のＥＣＣＥ（Enhanced Control Channel Element）を集合して構成されたＬｏ
ｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control CHannel）を用い
て端末装置と通信を行う基地局装置であって、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数４本のアンテナポートが用いら
れることが可能なＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを送信する場合、第一のＥＣＣＥ集
合数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補の中の一つであるＥＣＣＥ集合数のＥＣ
ＣＥから構成されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを用いて信号を送信する処理を行
い、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数２本のアンテナポートが用いら
れることが可能なＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを送信する場合、第二のＥＣＣＥ集
合数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補の中の一つであるＥＣＣＥ集合数のＥＣ
ＣＥから構成されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを用いて信号を送信する処理を行
う送信処理部を有し、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットはそれ
ぞれ複数のＥＣＣＥ集合数の候補から構成され、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セットは、前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットと異な
ることを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットに含ま
れるＥＣＣＥ集合数の候補としては、少なくともＥＣＣＥ集合数が２及び４を含むことを
特徴とする請求項３に記載の基地局装置。
【請求項５】
　一つ以上のＥＣＣＥ（Enhanced Control Channel Element）を集合して構成されたＬｏ
ｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control CHannel）を用い
て基地局装置と通信を行う端末装置の通信方法であって、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数４本のアンテナポートが用いら
れることが想定されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨに対して、第一のＥＣＣＥ集合
数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補に基づいてＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣ
ＣＨを検出する処理を行い、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数２本のアンテナポートが用いら
れることが想定されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨに対して、第二のＥＣＣＥ集合
数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補に基づいてＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣ
ＣＨを検出する処理を行い、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットはそれ
ぞれ複数のＥＣＣＥ集合数の候補から構成され、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セットは、前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットと異な
ることを特徴とする通信方法。
【請求項６】
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットに含ま
れるＥＣＣＥ集合数の候補としては、少なくともＥＣＣＥ集合数が２及び４を含むことを
特徴とする請求項５に記載の通信方法。
【請求項７】
　一つ以上のＥＣＣＥ（Enhanced Control Channel Element）を集合して構成されたＬｏ
ｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control CHannel）を用い
て端末装置と通信を行う基地局装置の通信方法であって、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数４本のアンテナポートが用いら
れることが可能なＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを送信する場合、第一のＥＣＣＥ集
合数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補の中の一つであるＥＣＣＥ集合数のＥＣ
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ＣＥから構成されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを用いて信号を送信する処理を行
い、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数２本のアンテナポートが用いら
れることが可能なＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを送信する場合、第二のＥＣＣＥ集
合数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補の中の一つであるＥＣＣＥ集合数のＥＣ
ＣＥから構成されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを用いて信号を送信する処理を行
い、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットはそれ
ぞれ複数のＥＣＣＥ集合数の候補から構成され、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セットは、前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットと異な
ることを特徴とする通信方法。
【請求項８】
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットに含ま
れるＥＣＣＥ集合数の候補としては、少なくともＥＣＣＥ集合数が２及び４を含むことを
特徴とする請求項７に記載の通信方法。
【請求項９】
　一つ以上のＥＣＣＥ（Enhanced Control Channel Element）を集合して構成されたＬｏ
ｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control CHannel）を用い
て基地局装置と通信を行う端末装置に実装される集積回路であって、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数４本のアンテナポートが用いら
れることが想定されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨに対して、第一のＥＣＣＥ集合
数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補に基づいてＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣ
ＣＨを検出する処理を行い、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数２本のアンテナポートが用いら
れることが想定されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨに対して、第二のＥＣＣＥ集合
数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補に基づいてＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣ
ＣＨを検出する処理を行う機能を含む一連の機能を前記端末装置に発揮させ、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットはそれ
ぞれ複数のＥＣＣＥ集合数の候補から構成され、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セットは、前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットと異な
ることを特徴とする集積回路。
【請求項１０】
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットに含ま
れるＥＣＣＥ集合数の候補としては、少なくともＥＣＣＥ集合数が２及び４を含むことを
特徴とする請求項９に記載の集積回路。
【請求項１１】
　一つ以上のＥＣＣＥ（Enhanced Control Channel Element）を集合して構成されたＬｏ
ｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control CHannel）を用い
て端末装置と通信を行う基地局装置に実装される集積回路であって、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数４本のアンテナポートが用いら
れることが可能なＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを送信する場合、第一のＥＣＣＥ集
合数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補の中の一つであるＥＣＣＥ集合数のＥＣ
ＣＥから構成されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを用いて信号を送信する処理を行
い、
　ＥＣＣＥの信号とアンテナポートとの関係について総数２本のアンテナポートが用いら
れることが可能なＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを送信する場合、第二のＥＣＣＥ集
合数候補セットに含まれるＥＣＣＥ集合数の候補の中の一つであるＥＣＣＥ集合数のＥＣ
ＣＥから構成されるＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ＥＰＤＣＣＨを用いて信号を送信する処理を行
う機能を含む一連の機能を前記基地局装置に発揮させ、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットはそれ
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ぞれ複数のＥＣＣＥ集合数の候補から構成され、
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セットは、前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットと異な
ることを特徴とする集積回路。
【請求項１２】
　前記第一のＥＣＣＥ集合数候補セット及び前記第二のＥＣＣＥ集合数候補セットに含ま
れるＥＣＣＥ集合数の候補としては、少なくともＥＣＣＥ集合数が２及び４を含むことを
特徴とする請求項１１に記載の集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の移動局装置と基地局装置から構成される通信システムにおいて、制御
情報を含む信号が配置される可能性のある領域を効率的に設定し、基地局装置が移動局装
置に対して効率的に制御情報を含む信号を送信することができ、移動局装置は基地局装置
から効率的に制御情報を含む信号を受信することができる通信システム、移動局装置、基
地局装置、通信方法および集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワークの進化（以下、「Long T
erm Evolution (LTE)」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access (EUT
RA)」と呼称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Part
nership Project: 3GPP）において仕様化されている。ＬＴＥでは、基地局装置から移動
局装置への無線通信（下りリンク; DLと呼称する。）の通信方式として、マルチキャリア
送信である直交周波数分割多重（Orthogonal Frequency Division Multiplexing: OFDM）
方式が用いられる。また、ＬＴＥでは、移動局装置から基地局装置への無線通信（上りリ
ンク; ULと呼称する。）の通信方式として、シングルキャリア送信であるＳＣ－ＦＤＭＡ
（Single-Carrier Frequency Division Multiple Access）方式が用いられる。ＬＴＥで
は、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式としてＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭ（Discrete Fourier Tra
nsform-Spread OFDM）方式が用いられる。
【０００３】
　ＬＴＥ－Ａ（LTE-Advanced）ではＬＴＥと同一のチャネル構造を少なくともサポートす
ることが検討されている。チャネルとは、信号の送信に用いられる媒体を意味する。物理
層で用いられるチャネルは物理チャネル、媒体アクセス制御（Medium Access Control: M
AC）層で用いられるチャネルは論理チャネルと呼称する。物理チャネルの種類としては、
下りリンクのデータおよび制御情報の送受信に用いられる物理下りリンク共用チャネル（
Physical Downlink Shared CHannel: PDSCH）、下りリンクの制御情報の送受信に用いら
れる物理下りリンク制御チャネル（Physical Downlink Control CHannel: PDCCH）、上り
リンクのデータおよび制御情報の送受信に用いられる物理上りリンク共用チャネル（Phys
ical Uplink Shared CHannel: PUSCH）、制御情報の送受信に用いられる物理上りリンク
制御チャネル（Physical Uplink Control CHannel: PUCCH）、下りリンクの同期確立のた
めに用いられる同期チャネル（Synchronization CHannel: SCH）、上りリンクの同期確立
のために用いられる物理ランダムアクセスチャネル（Physical Random Access CHannel: 
PRACH）、下りリンクのシステム情報の送信に用いられる物理報知チャネル（Physical Br
oadcast CHannel: PBCH）等がある。移動局装置、または基地局装置は、制御情報、デー
タなどから生成した信号を各物理チャネルに配置して、送信する。物理下りリンク共用チ
ャネル、または物理上りリンク共用チャネルで送信されるデータは、トランスポートブロ
ックと呼称する。
【０００４】
　物理上りリンク制御チャネルに配置される制御情報は、上りリンク制御情報（Uplink C
ontrol Information: UCI）と呼称する。上りリンク制御情報は、受信された物理下りリ
ンク共用チャネルに配置されたデータに対する肯定応答（Acknowledgement: ACK）または
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否定応答（Negative Acknowledgement: NACK）を示す制御情報（受信確認応答; ACK/NACK
）、または上りリンクのリソースの割り当ての要求を示す制御情報（Scheduling Request
: SR）、または下りリンクの受信品質（チャネル品質とも呼称する）を示す制御情報（Ch
annel Quality Indicator: CQI）である。
【０００５】
　＜協調通信＞
　ＬＴＥ－Ａでは、セル端領域の移動局装置に対する干渉を軽減または抑圧するために、
または受信信号電力を増大させるために、隣接セル間で互いに協調して通信を行なうセル
間協調通信（Cooperative Multipoint: CoMP通信）が検討されている。なお、例えば、基
地局装置が任意の１つの周波数帯域を用いて通信する形態のことを「セル（Cell）」と呼
称する。例えば、セル間協調通信として、複数のセルで異なる重み付け信号処理（プリコ
ーディング処理）が信号に適用され、複数の基地局装置がその信号を協調して同一の移動
局装置に送信する方法（Joint Processing、Joint Transmissionとも称す）などが検討さ
れている。この方法では、移動局装置の信号電力対干渉雑音電力比を向上することができ
、移動局装置における受信特性を改善することができる。例えば、セル間協調通信として
、複数のセルで協調して移動局装置に対してスケジューリングを行う方法（Coordinated 
Scheduling: CS）が検討されている。この方法では、移動局装置の信号電力対干渉雑音電
力比を向上することができる。例えば、セル間協調通信として、複数のセルで協調してビ
ームフォーミングを適用して移動局装置に信号を送信する方法（Coordinated beamformin
g:CB）が検討されている。この方法では、移動局装置の信号電力対干渉雑音電力比を向上
することができる。例えば、セル間協調通信として、一方のセルでのみ所定のリソースを
用いて信号を送信し、一方のセルでは所定のリソースで信号を送信しない方法（Blanking
, Muting）が検討されている。この方法では、移動局装置の信号電力対干渉雑音電力比を
向上することができる。
【０００６】
　なお、協調通信に用いられる複数のセルに関して、異なるセルは異なる基地局装置によ
り構成されてもよいし、異なるセルは同じ基地局装置に管理される異なるＲＲＨ（Remote
 Radio Head、基地局装置より小型の屋外型の無線部、Remote Radio Unit: RRUとも称す
）により構成されてもよいし、異なるセルは基地局装置とその基地局装置に管理されるＲ
ＲＨにより構成されてもよいし、異なるセルは基地局装置とその基地局装置とは異なる基
地局装置に管理されるＲＲＨにより構成されてもよい。
【０００７】
　カバレッジの広い基地局装置は、一般的にマクロ基地局装置と呼称する。カバレッジの
狭い基地局装置は、一般的にピコ基地局装置、またはフェムト基地局装置と呼称する。Ｒ
ＲＨは、一般的に、マクロ基地局装置よりもカバレッジが狭いエリアでの運用が検討され
ている。マクロ基地局装置と、ＲＲＨにより構成され、マクロ基地局装置によりサポート
されるカバレッジがＲＲＨによりサポートされるカバレッジの一部または全部を含んで構
成される通信システムのような展開は、ヘテロジーニアスネットワーク展開と呼称する。
そのようなヘテロジーニアスネットワーク展開の通信システムにおいて、マクロ基地局装
置とＲＲＨが、お互いに重複したカバレッジ内に位置する移動局装置に対して、協調して
信号を送信する方法が検討されている。ここで、ＲＲＨは、マクロ基地局装置により管理
され、送受信が制御されている。なお、マクロ基地局装置とＲＲＨは、光ファイバ等の有
線回線や、リレー技術を用いた無線回線により接続されている。このように、マクロ基地
局装置とＲＲＨがそれぞれ一部または全部が同一の無線リソースを用いて協調通信を実行
することで、マクロ基地局装置が構築するカバレッジのエリア内の総合的な周波数利用効
率（伝送容量）が向上できる。
【０００８】
　移動局装置は、マクロ基地局装置またはＲＲＨの付近に位置している場合、マクロ基地
局装置またはＲＲＨとシングルセル通信することができる。つまり、ある移動局装置は、
協調通信を用いずに、マクロ基地局装置またはＲＲＨと通信を行い、信号の送受信を行な
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う。例えば、マクロ基地局装置は、自装置に距離的に近い移動局装置からの上りリンクの
信号を受信する。例えば、ＲＲＨは、自装置に距離的に近い移動局装置からの上りリンク
の信号を受信する。さらに、移動局装置は、ＲＲＨが構築するカバレッジの端付近（セル
エッジ）に位置する場合、マクロ基地局装置からの同一チャネル干渉に対する対策が必要
になる。マクロ基地局装置とＲＲＨとのマルチセル通信（協調通信）として、隣接基地局
装置間で互いに協調するＣｏＭＰ方式を用いることにより、セルエッジ領域の移動局装置
に対する干渉を軽減または抑圧する方法が検討されている。
【０００９】
　また、移動局装置は、下りリンクでは、協調通信を用いて、マクロ基地局装置とＲＲＨ
の双方から送信された信号を受信し、上りリンクでは、マクロ基地局装置、またはＲＲＨ
の何れかに対して適した形で信号を送信することが検討されている。例えば、移動局装置
は、マクロ基地局装置で信号が受信されるのに適した送信電力で上りリンクの信号を送信
する。例えば、移動局装置は、ＲＲＨで信号が受信されるのに適した送信電力で上りリン
クの信号を送信する。これにより、上りリンクの不必要な干渉を低減し、周波数利用効率
を向上できる。
【００１０】
　移動局装置において、データ信号の受信処理に関して、データ信号に用いられる変調方
式、符号化率、空間多重数、送信電力調整値、リソースの割り当てなどを示す制御情報を
取得する必要がある。ＬＴＥ－Ａでは、データ信号に関する制御情報を送信する新しい制
御チャネルを導入することが検討されている（非特許文献１）。例えば、全体の制御チャ
ネルのキャパシティを改善することが検討されている。例えば、新しい制御チャネルに対
して周波数領域での干渉コーディネーションをサポートすることが検討されている。例え
ば、新しい制御チャネルに対して空間多重をサポートすることが検討されている。例えば
、新しい制御チャネルに対してビームフォーミングをサポートすることが検討されている
。例えば、新しい制御チャネルに対してダイバーシチをサポートすることが検討されてい
る。例えば、新しい制御チャネルを新しいタイプのキャリアで用いることが検討されてい
る。例えば、新しいタイプのキャリアでは、セル内の全ての移動局装置に対して共通であ
る参照信号の送信を行わないことが検討されている。例えば、新しいタイプのキャリアで
は、セル内の全ての移動局装置に対して共通である参照信号の送信頻度を従来よりも減ら
すことが検討されている。例えば、新しいタイプのキャリアでは、移動局装置において固
有の参照信号を用いて制御情報等の信号を復調することが検討されている。
【００１１】
　例えば、ビームフォーミングの適用として、新しい制御チャネルに対して協調通信、複
数アンテナ送信を適用することが検討されている。具体的には、ＬＴＥ－Ａに対応した複
数の基地局装置、複数のＲＲＨが、新しい制御チャネルの信号に対してプリコーディング
処理を適用し、その新しい制御チャネルの信号を復調するための参照信号（Reference Si
gnal: RS）に対しても同じプリコーディング処理を適用することが検討されている。具体
的には、ＬＴＥ－Ａに対応した複数の基地局装置、複数のＲＲＨが、同じプリコーディン
グ処理が適用される新しい制御チャネルの信号とＲＳを、ＬＴＥにおいてはＰＤＳＣＨが
配置されるリソースの領域に配置し、送信することが検討されている。ＬＴＥ－Ａに対応
した移動局装置は、受信したＲＳであって、プリコーディング処理が行われたＲＳを用い
て、同じプリコーディング処理が行われた新しい制御チャネルの信号を復調し、制御情報
を取得することが検討されている。この方法では、基地局装置と移動局装置間で新しい制
御チャネルの信号に適用したプリコーディング処理に関する情報をやり取りする必要がな
くなる。
【００１２】
　例えば、ダイバーシチの適用として、周波数領域で離れたリソースを用いて新しい制御
チャネルの信号を構成して、周波数ダイバーシチの効果を得る方法が検討されている。一
方、ビームフォーミングが新しい制御チャネルに適用される場合は、周波数領域で離れて
いないリソースを用いて新しい制御チャネルの信号を構成する方法が検討されている。
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【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１３】
【非特許文献１】3GPP TSG RAN1 #66bis、Zhuhai、China、10-14、October、2011、R1-11
3589“Way Forward on downlink control channel enhancements by UE-specific RS”
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　効率的にリソースを使用して、制御チャネルが送受信されることが望ましい。移動局装
置毎に対して要求条件を満たすリソースの量が制御チャネルに必要であり、効率的なリソ
ースの使用が制御チャネルに実施されなければ、制御チャネルのキャパシティを増大する
ことはできず、制御チャネルが割り当てられる移動局装置の数を増やすことはできない。
【００１５】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数の移動局装置と基地
局装置から構成される通信システムにおいて、制御情報を含む信号が配置される可能性の
ある領域を効率的に設定し、基地局装置が移動局装置に対して効率的に制御情報を含む信
号を送信することができ、移動局装置は基地局装置から効率的に制御情報を含む信号を受
信することができる通信システム、移動局装置、基地局装置、通信方法および集積回路に
関する。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の通信システムは、制御チャネルが配置される可能性のある領域である制御チャ
ネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成され、１つの前記物理リソースブ
ロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成され、制御チャネルは１個以上の前
記第一の要素の集合から構成され、複数の移動局装置および前記複数の移動局装置と前記
制御チャネルを用いて通信を行う基地局装置から構成される通信システムであって、前記
基地局装置は、前記第一の要素の集合数の候補セットと、前記制御チャネル領域に多重さ
れうる参照信号が対応するアンテナポートの数と、を前記移動局装置に対して設定する第
二の無線リソース制御部と、を有し、前記移動局装置は、前記アンテナポートの数に応じ
て前記第一の要素において変調信号が配置されうるリソースを認識して信号の多重分離処
理を制御するとともに、前記制御チャネル領域内で前記制御チャネルの復号検出を行う検
索領域を前記候補セットに含まれる前記第一の要素の集合数毎に設定する第一の制御部と
、を有することを特徴とする。
【００１７】
　（２）また、本発明の通信システムにおいて、前記基地局装置は、前記アンテナポート
の数に応じて前記物理リソースブロックペア内のそれぞれの前記第一の要素の信号を送信
するアンテナポートを制御する第二の制御部を有することを特徴とする。
【００１８】
　（３）また、本発明の通信システムにおいて、前記第一の制御部は、前記アンテナポー
トの数に応じて前記物理リソースブロックペア内のそれぞれの前記第一の要素の信号の復
調に用いる前記参照信号が対応するアンテナポートを制御することを特徴とする。
【００１９】
　（４）また、本発明の通信システムにおいて、前記第二の制御部は、前記アンテナポー
トの数が第一の本数の場合、前記物理リソースブロックペア内のそれぞれの前記第一の要
素の信号をそれぞれ異なるアンテナポートを用いて送信するように制御し、前記アンテナ
ポートの数が第二の本数の場合、前記物理リソースブロックペア内の複数の前記第一の要
素の信号が複数のグループに分けられ、同じ前記グループ内のそれぞれの前記第一の要素
の信号をそれぞれ共通のアンテナポートを用いて送信し、異なる前記グループの前記第一
の要素の信号をそれぞれ異なるアンテナポートを用いて送信するように制御することを特
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徴とする。
【００２０】
　（５）また、本発明の通信システムにおいて、前記第一の制御部は、前記アンテナポー
トの数が第一の本数の場合、前記物理リソースブロックペア内のそれぞれの前記第一の要
素の信号をそれぞれ異なるアンテナポートに対応する前記参照信号を用いて復調するよう
に制御し、前記アンテナポートの数が第二の本数の場合、前記物理リソースブロックペア
内の複数の前記第一の要素の信号が複数のグループに分けられ、同じ前記グループ内のそ
れぞれの前記第一の要素の信号をそれぞれ共通のアンテナポートに対応する前記参照信号
を用いて復調し、異なる前記グループの前記第一の要素の信号をそれぞれ異なるアンテナ
ポートに対応する前記参照信号を用いて復調するように制御することを特徴とする。
【００２１】
　（６）また、本発明の移動局装置は、制御チャネルが配置される可能性のある領域であ
る制御チャネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成され、１つの前記物理
リソースブロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成され、制御チャネルは１
個以上の前記第一の要素の集合から構成され、基地局装置と前記制御チャネルを用いて通
信を行う移動局装置であって、前記第一の要素の集合数の候補セットを示す情報と、前記
制御チャネル領域に多重されうる参照信号が対応するアンテナポートの数を示す情報とを
、前記基地局装置より受信する第一の受信処理部と、前記アンテナポートの数に応じて前
記第一の要素において変調信号が配置されうるリソースを認識して信号の多重分離処理を
制御するとともに、前記制御チャネル領域内で前記制御チャネルの復号検出を行う検索領
域を前記候補セットに含まれる前記第一の要素の集合数毎に設定する第一の制御部と、を
有することを特徴とする。
【００２２】
　（７）また、本発明の移動局装置において、前記第一の制御部は、前記アンテナポート
の数に応じて前記物理リソースブロックペア内のそれぞれの前記第一の要素の信号の復調
に用いる前記参照信号が対応するアンテナポートを制御することを特徴とする。
【００２３】
　（８）また、本発明の移動局装置において、前記第一の制御部は、前記アンテナポート
の数が第一の本数の場合、前記物理リソースブロックペア内のそれぞれの前記第一の要素
の信号をそれぞれ異なるアンテナポートに対応する前記参照信号を用いて復調するように
制御し、前記アンテナポートの数が第二の本数の場合、前記物理リソースブロックペア内
の複数の前記第一の要素の信号が複数のグループに分けられ、同じ前記グループ内のそれ
ぞれの前記第一の要素の信号をそれぞれ共通のアンテナポートに対応する前記参照信号を
用いて復調し、異なる前記グループの前記第一の要素の信号をそれぞれ異なるアンテナポ
ートに対応する前記参照信号を用いて復調するように制御することを特徴とする。
【００２４】
　（９）また、本発明の基地局装置は、制御チャネルが配置される可能性のある領域であ
る制御チャネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成され、１つの前記物理
リソースブロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成され、制御チャネルは１
個以上の前記第一の要素の集合から構成され、複数の移動局装置と前記制御チャネルを用
いて通信を行う基地局装置であって、前記第一の要素の集合数の候補セットと、前記制御
チャネル領域に多重されうる参照信号が対応するアンテナポートの数と、を前記移動局装
置に対して設定する第二の無線リソース制御部と、を有することを特徴とする。
【００２５】
　（１０）また、本発明の基地局装置において、前記アンテナポートの数に応じて前記物
理リソースブロックペア内のそれぞれの前記第一の要素の信号を送信するアンテナポート
を制御する第二の制御部を有することを特徴とする。
【００２６】
　（１１）また、本発明の基地局装置において、前記第二の制御部は、前記アンテナポー
トの数が第一の本数の場合、前記物理リソースブロックペア内のそれぞれの前記第一の要



(9) JP 5843390 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

素の信号をそれぞれ異なるアンテナポートを用いて送信するように制御し、前記アンテナ
ポートの数が第二の本数の場合、前記物理リソースブロックペア内の複数の前記第一の要
素の信号が複数のグループに分けられ、同じ前記グループ内のそれぞれの前記第一の要素
の信号をそれぞれ共通のアンテナポートを用いて送信し、異なる前記グループの前記第一
の要素の信号をそれぞれ異なるアンテナポートを用いて送信するように制御することを特
徴とする。
【００２７】
　（１２）また、本発明の通信方法は、制御チャネルが配置される可能性のある領域であ
る制御チャネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成され、１つの前記物理
リソースブロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成され、制御チャネルは１
個以上の前記第一の要素の集合から構成され、基地局装置と前記制御チャネルを用いて通
信を行う移動局装置に用いられる通信方法であって、前記第一の要素の集合数の候補セッ
トを示す情報と、前記制御チャネル領域に多重されうる参照信号が対応するアンテナポー
トの数を示す情報とを、前記基地局装置より受信するステップと、前記アンテナポートの
数に応じて前記第一の要素において変調信号が配置されうるリソースを認識して信号の多
重分離処理を制御するとともに、前記制御チャネル領域内で前記制御チャネルの復号検出
を行う検索領域を前記候補セットに含まれる前記第一の要素の集合数毎に設定するステッ
プと、を少なくとも含むことを特徴とする。
【００２８】
　（１３）また、本発明の通信方法は、制御チャネルが配置される可能性のある領域であ
る制御チャネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成され、１つの前記物理
リソースブロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成され、制御チャネルは１
個以上の前記第一の要素の集合から構成され、複数の移動局装置と前記制御チャネルを用
いて通信を行う基地局装置に用いられる通信方法であって、前記第一の要素の集合数の候
補セットと、前記制御チャネル領域に多重されうる参照信号が対応するアンテナポートの
数と、を前記移動局装置に対して設定するステップと、を少なくとも含むことを特徴とす
る。
【００２９】
　（１４）また、本発明の集積回路は、制御チャネルが配置される可能性のある領域であ
る制御チャネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成され、１つの前記物理
リソースブロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成され、制御チャネルは１
個以上の前記第一の要素の集合から構成され、基地局装置と前記制御チャネルを用いて通
信を行う移動局装置に実装される集積回路であって、前記第一の要素の集合数の候補セッ
トを示す情報と、前記制御チャネル領域に多重されうる参照信号が対応するアンテナポー
トの数を示す情報とを、前記基地局装置より受信する第一の受信処理部と、前記アンテナ
ポートの数に応じて前記第一の要素において変調信号が配置されうるリソースを認識して
信号の多重分離処理を制御するとともに、前記制御チャネル領域内で前記制御チャネルの
復号検出を行う検索領域を前記候補セットに含まれる前記第一の要素の集合数毎に設定す
る第一の制御部と、を有することを特徴とする。
【００３０】
　（１５）また、本発明の集積回路は、制御チャネルが配置される可能性のある領域であ
る制御チャネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成され、１つの前記物理
リソースブロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成され、制御チャネルは１
個以上の前記第一の要素の集合から構成され、複数の移動局装置と前記制御チャネルを用
いて通信を行う基地局装置に実装される集積回路であって、前記第一の要素の集合数の候
補セットと、前記制御チャネル領域に多重されうる参照信号が対応するアンテナポートの
数と、を前記移動局装置に対して設定する第二の無線リソース制御部と、を有することを
特徴とする。
【００３１】
　本明細書では、移動局装置に対して制御チャネルが配置される可能性のある領域が基地
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局装置より設定される通信システム、移動局装置、基地局装置、通信方法および集積回路
の改良という点において本発明を開示するが、本発明が適用可能な通信方式は、ＬＴＥま
たはＬＴＥ－ＡのようにＬＴＥと上位互換性のある通信方式に限定されるものではない。
例えば、本発明はＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunications System）にも適用す
ることができる。
【発明の効果】
【００３２】
　この発明によれば、基地局装置が移動局装置に対して効率的に制御情報を含む信号を送
信することができ、移動局装置は基地局装置から効率的に制御情報を含む信号を受信する
ことができ、更に効率的な通信システムを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施形態に係る基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る基地局装置３の送信処理部１０７の構成を示す概略ブロ
ック図である。
【図３】本発明の実施形態に係る基地局装置３の受信処理部１０１の構成を示す概略ブロ
ック図である。
【図４】本発明の実施形態に係る移動局装置５の構成を示す概略ブロック図である。
【図５】本発明の実施形態に係る移動局装置５の受信処理部４０１の構成を示す概略ブロ
ック図である。
【図６】本発明の実施形態に係る移動局装置５の送信処理部４０７の構成を示す概略ブロ
ック図である。
【図７】本発明の実施形態に係る移動局装置５の第二のＰＤＣＣＨ領域におけるＳｅａｒ
ｃｈ　ｓｐａｃｅの設定、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの
送信アンテナの本数の設定、およびＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの復調に用
いるＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの設定に関わる処理の一例を示すフローチャートであ
る。
【図８】本発明の実施形態に係る基地局装置３の第二のＰＤＣＣＨ領域におけるＳｅａｒ
ｃｈ　ｓｐａｃｅの設定、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの
送信アンテナの本数の設定、およびＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの送信に用
いる送信アンテナ（アンテナポート）の設定に関わる処理の一例を示すフローチャートで
ある。
【図９】本発明の実施形態に係る通信システムの全体像についての概略を説明する図であ
る。
【図１０】本発明の実施形態に係る基地局装置３、またはＲＲＨ４から移動局装置５への
下りリンクの時間フレームの概略構成を示す図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る通信システム１の下りリンクサブフレーム内の下りリ
ンク参照信号の配置の一例を示す図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る通信システム１の下りリンクサブフレーム内の下りリ
ンク参照信号の配置の一例を示す図である。
【図１３】８アンテナポート用のＣＳＩ－ＲＳ（伝送路状況測定用参照信号）がマッピン
グされたＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒを示す図である。
【図１４】本発明の実施形態に係る移動局装置５から基地局装置３、ＲＲＨ４への上りリ
ンクの時間フレームの概略構成を示す図である。
【図１５】本発明の実施形態に係る通信システム１の第一のＰＤＣＣＨとＣＣＥの論理的
な関係を説明する図である。
【図１６】本発明の実施形態に係る通信システム１の下りリンク無線フレームにおけるリ
ソースエレメントグループの配置例を示す図である。
【図１７】本発明の実施形態に係る通信システム１において第二のＰＤＣＣＨが配置され
る可能性のある領域の概略構成の一例を示す図である。
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【図１８】本発明の実施形態に係る通信システム１の第二のＰＤＣＣＨとＥ－ＣＣＥの論
理的な関係を説明する図である。
【図１９】本発明の実施形態のＥ－ＣＣＥの構成の一例を示す図である。
【図２０】本発明の実施形態のＥ－ＣＣＥの構成の一例を示す図である。
【図２１】Ｅ－ＣＣＥとＬｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成の一例を示す図であ
る。
【図２２】Ｅ－ＣＣＥとＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成の一例を示す図
である。
【図２３】本発明の実施形態に係る移動局装置５の第二のＰＤＣＣＨのモニタリングを説
明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本明細書で述べられる技術は、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）システム、時分割多
重アクセス（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）システム、直交
ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システ
ム、及びその他のシステム等の、種々の無線通信システムにおいて使用され得る。用語「
システム」及び「ネットワーク」は、しばしば同義的に使用され得る。ＣＤＭＡシステム
は、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）やｃｄｍａ２０００（登録商標）等の
ような無線技術（規格）を実装し得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）及び
ＣＤＭＡのその他の改良型を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、
及びＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ
　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））のよう
な無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴ
ＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．
１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆ
ｌａｓｈ‐ＯＦＤＭ（登録商標）などのような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ及びＥ－
ＵＴＲＡは、汎用移動通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ ＬＴＥ（Ｌｏ
ｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、ダウンリンク上でＯＦＤＭＡを、アップリン
ク上でＳＣ－ＦＤＭＡを採用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳである。ＬＴＥ－Ａは
、ＬＴＥを改良したシステム、無線技術、規格である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴ
Ｓ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ及びＧＳＭは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰ
Ｐ）と名付けられた機関からのドキュメントで説明されている。ｃｄｍａ２０００及びＵ
ＭＢは、第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）と名付けられた機関か
らのドキュメントで説明されている。明確さのために、本技術のある側面は、ＬＴＥ、Ｌ
ＴＥ－Ａにおけるデータ通信について以下では述べられ、ＬＴＥ用語、ＬＴＥ－Ａ用語は
、以下の記述の多くで用いられる。
【００３５】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳しく説明する。図９～図２３を
用いて、本実施形態に係る通信システムの全体像、および無線フレームの構成などについ
て説明する。図１～図６を用いて、本実施形態に係る通信システムの構成について説明す
る。図７～図８を用いて、本実施形態に係る通信システムの動作処理について説明する。
【００３６】
　図９は、本発明の実施形態に係る通信システムの全体像についての概略を説明する図で
ある。この図が示す通信システム１は、基地局装置（eNodeB、NodeB、BS: Base Station
、AP: Access Point; アクセスポイント、マクロ基地局とも呼称する。）３と、複数のＲ
ＲＨ（Remote Radio Head、基地局装置より小型の屋外型の無線部を有する装置、Remote 
Radio Unit: RRUとも称す）（リモートアンテナ、分散アンテナとも呼称する。）４Ａ、
４Ｂ、４Ｃと、複数の移動局装置（UE: User Equipment、MS: Mobile Station、MT: Mobi
le Terminal、端末、端末装置、移動端末とも呼称する）５Ａ、５Ｂ、５Ｃとが通信を行
なう。以下、本実施形態において、ＲＲＨ４Ａ、４Ｂ、４ＣをＲＲＨ４と呼び、移動局装
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置５Ａ、５Ｂ、５Ｃを移動局装置５と呼び、適宜説明を行なう。通信システム１では、基
地局装置３とＲＲＨ４が協調して、移動局装置５と通信を行う。図９では、基地局装置３
とＲＲＨ４Ａとが移動局装置５Ａと協調通信を行い、基地局装置３とＲＲＨ４Ｂとが移動
局装置５Ｂと協調通信を行い、基地局装置３とＲＲＨ４Ｃとが移動局装置５Ｃと協調通信
を行う。
【００３７】
　なお、ＲＲＨは、基地局装置の特殊な形態とも言える。例えば、ＲＲＨは信号処理部の
みを有し、他の基地局装置によってＲＲＨで用いられるパラメータの設定、スケジューリ
ングの決定などが行われる基地局装置と言うことができる。よって、以降の説明では、基
地局装置３という表現は、適宜ＲＲＨ４を含むことに注意すべきである。
【００３８】
　＜協調通信＞
　本発明の実施形態に係る通信システム１では、複数のセルを用いて協調して信号の送受
信が行なわれる協調通信（Cooperative Multipoint: CoMP通信）が用いられうる。なお、
例えば、基地局装置が任意の１つの周波数帯域を用いて通信する形態のことを「セル（Ce
ll）」と呼称する。例えば、協調通信として、複数のセル（基地局装置３とＲＲＨ４）で
異なる重み付け信号処理（プリコーディング処理）が信号に適用され、基地局装置３とＲ
ＲＨ４がその信号を協調して同一の移動局装置５に送信する（Joint Processing、Joint 
Transmission）。例えば、協調通信として、複数のセル（基地局装置３とＲＲＨ４）で協
調して移動局装置５に対してスケジューリングを行う（Coordinated Scheduling: CS）。
例えば、協調通信として、複数のセル（基地局装置３とＲＲＨ４）で協調してビームフォ
ーミングを適用して移動局装置５に信号を送信する（Coordinated Beamforming: CB）。
例えば、協調通信として、一方のセル（基地局装置３、またはＲＲＨ４）でのみ所定のリ
ソースを用いて信号を送信し、一方のセル（基地局装置３、またはＲＲＨ４）では所定の
リソースで信号を送信しない（Blanking, Muting）。
【００３９】
　なお、本発明の実施形態では説明を省略するが、協調通信に用いられる複数のセルに関
して、異なるセルは異なる基地局装置３により構成されてもよいし、異なるセルは同じ基
地局装置３に管理される異なるＲＲＨ４により構成されてもよいし、異なるセルは基地局
装置３とその基地局装置とは異なる基地局装置３に管理されるＲＲＨ４により構成されて
もよい。
【００４０】
　なお、複数のセルは物理的には異なるセルとして用いられるが、論理的には同一のセル
として用いられてもよい。具体的には、共通のセル識別子（物理セルＩＤ：Physical cel
l ID）が各セルに用いられる構成でもよい。複数の送信装置（基地局装置３とＲＲＨ４）
が同一の周波数帯域を用いて同一の受信装置に対して共通の信号を送信する構成を単一周
波数ネットワーク（SFN; Single Frequency Network）と呼称する。
【００４１】
　本発明の実施形態の通信システム１の展開は、ヘテロジーニアスネットワーク展開を想
定する。通信システム１は、基地局装置３と、ＲＲＨ４により構成され、基地局装置３に
よりサポートされるカバレッジがＲＲＨ４によりサポートされるカバレッジの一部または
全部を含んで構成される。ここで、カバレッジとは、要求を満たしつつ通信を実現するこ
とができるエリアのことを意味する。通信システム１では、基地局装置３とＲＲＨ４が、
お互いに重複したカバレッジ内に位置する移動局装置５に対して、協調して信号を送信す
る。ここで、ＲＲＨ４は、基地局装置３により管理され、送受信が制御されている。なお
、基地局装置３とＲＲＨ４は、光ファイバ等の有線回線や、リレー技術を用いた無線回線
により接続されている。
【００４２】
　移動局装置５は、基地局装置３またはＲＲＨ４の付近に位置している場合、基地局装置
３またはＲＲＨ４とシングルセル通信を用いてもよい。つまり、ある移動局装置５は、協
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調通信を用いずに、基地局装置３またはＲＲＨ４と通信を行い、信号の送受信を行なって
もよい。例えば、基地局装置３は、自装置に距離的に近い移動局装置５からの上りリンク
の信号を受信してもよい。例えば、ＲＲＨ４は、自装置に距離的に近い移動局装置５から
の上りリンクの信号を受信してもよい。また、例えば、基地局装置３とＲＲＨ４の両方が
、ＲＲＨ４が構築するカバレッジの端付近（セルエッジ）に位置する移動局装置５からの
上りリンクの信号を受信してもよい。
【００４３】
　また、移動局装置５は、下りリンクでは、協調通信を用いて、基地局装置３とＲＲＨ４
の双方から送信された信号を受信し、上りリンクでは、基地局装置３、またはＲＲＨ４の
何れかに対して適した形で信号を送信してもよい。例えば、移動局装置５は、基地局装置
３で信号が受信されるのに適した送信電力で上りリンクの信号を送信する。例えば、移動
局装置５は、ＲＲＨ４で信号が受信されるのに適した送信電力で上りリンクの信号を送信
する。
【００４４】
　通信システム１では、基地局装置３、またはＲＲＨ４から移動局装置５への通信方向で
ある下りリンク（DL: Downlinkとも呼称する。）が、下りリンクパイロットチャネル、物
理下りリンク制御チャネル（PDCCH: Physical Downlink Control CHannelとも呼称する。
）、および物理下りリンク共用チャネル（PDSCH: Physical Downlink Shared CHannelと
も呼称する。）を含んで構成される。ＰＤＳＣＨは、協調通信が適用されたり、適用され
なかったりする。ＰＤＣＣＨは、第一のＰＤＣＣＨと、第二のＰＤＣＣＨ（Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ‐ＰＤＣＣＨ）とにより構成される。下りリンクパイロットチャネ
ルは、ＰＤＳＣＨ、第一のＰＤＣＣＨの復調に用いられる第一のタイプの参照信号（後述
するＣＲＳ）と、ＰＤＳＣＨ、第二のＰＤＣＣＨの復調に用いられる第二のタイプの参照
信号（後述するＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ）と、第三のタイプの参照信号（後述する
ＣＳＩ‐ＲＳ）とにより構成される。
【００４５】
　なお、１つの観点から見ると、第一のＰＤＣＣＨは、第一のタイプの参照信号と同じ送
信ポート（アンテナポート、送信アンテナ）が用いられる物理チャネルである。また、第
二のＰＤＣＣＨは、第二のタイプの参照信号と同じ送信ポートが用いられる物理チャネル
である。移動局装置５は、第一のＰＤＣＣＨにマッピングされる信号に対して、第一のタ
イプの参照信号を用いて復調し、第二のＰＤＣＣＨにマッピングされる信号に対して、第
二のタイプの参照信号を用いて復調する。第一のタイプの参照信号は、セル内の全移動局
装置５に共通の参照信号であって、ほぼすべてのリソースブロックに挿入されており、い
ずれの移動局装置５も使用可能な参照信号である。このため、第一のＰＤＣＣＨは、いず
れの移動局装置５も復調可能である。一方、第二のタイプの参照信号は、割り当てられた
リソースブロックのみに基本的に挿入されうる参照信号である。第二のタイプの参照信号
には、データと同じように適応的にプリコーディング処理が適用されうる。
【００４６】
　なお、１つの観点から見ると、第一のＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨが配置されないＯＦＤ
Ｍシンボルに配置される制御チャネルである。また、第二のＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨが
配置されるＯＦＤＭシンボルに配置される制御チャネルである。なお、１つの観点から見
ると、第一のＰＤＣＣＨは、基本的に下りリンクシステム帯域の全てのＰＲＢ（１番目の
スロットのＰＲＢ）に亘って信号が配置される制御チャネルであり、第二のＰＤＣＣＨは
、下りリンクシステム帯域内の基地局装置３より構成されたＰＲＢ　ｐａｉｒに亘って信
号が配置される制御チャネルである。なお、詳細は後述するが、１つの観点から見ると、
第一のＰＤＣＣＨと第二のＰＤＣＣＨは異なる信号構成が用いられる。第一のＰＤＣＣＨ
は後述するＣＣＥ構造が信号構成に用いられ、第二のＰＤＣＣＨは後述するＥ－ＣＣＥ（
Ｅｎｈａｎｃｅｄ－ＣＣＥ）（第一の要素）構造が信号構成に用いられる。言い換えると
、第一のＰＤＣＣＨと第二のＰＤＣＣＨとで、１つの制御チャネルの構成に用いられるリ
ソースの最小単位（要素）が異なり、各制御チャネルはそれぞれの最小単位を１つ以上含
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んで構成される。
【００４７】
　また、通信システム１では、移動局装置５から基地局装置３、またはＲＲＨ４への通信
方向である上りリンク（UL: Uplinkとも呼称する）が、物理上りリンク共用チャネル（PU
SCH: PhysicalUplink Shared CHannelとも呼称する。）、上りリンクパイロットチャネル
（上りリンク参照信号; UL RS: Uplink Reference Signal、SRS: Sounding Reference Si
gnal、DM RS: Demodulation Reference Signal）、および物理上りリンク制御チャネル（
PUCCH: Physical Uplink Control CHannelとも呼称する。）を含んで構成される。チャネ
ルとは、信号の送信に用いられる媒体を意味する。物理層で用いられるチャネルは物理チ
ャネル、媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルは論
理チャネルと呼称する。
【００４８】
　また、本発明は、例えば下りリンクに協調通信が適用される場合、例えば下りリンクに
複数アンテナ送信が適用される場合の通信システムに適用可能であり、説明の簡略化のた
め、上りリンクにおいては協調通信が適用されない場合、上りリンクにおいては複数アン
テナ送信が適用されない場合について説明するが、そのような場合に本発明は限定されな
い。
【００４９】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクのデータおよび制御情報（ＰＤＣＣＨで送信される制御情報
とは異なる）の送受信に用いられる物理チャネルである。ＰＤＣＣＨは、下りリンクの制
御情報（ＰＤＳＣＨで送信される制御情報とは異なる）の送受信に用いられる物理チャネ
ルである。ＰＵＳＣＨは、上りリンクのデータおよび制御情報（下りリンクで送信される
制御情報とは異なる）の送受信に用いられる物理チャネルである。ＰＵＣＣＨは、上りリ
ンクの制御情報（上りリンク制御情報; Uplink Control Information: UCI）の送受信に
用いられる物理チャネルである。ＵＣＩの種類としては、ＰＤＳＣＨの下りリンクのデー
タに対する肯定応答（Acknowledgement: ACK）、または否定応答（Negative Acknowledge
ment: NACK）を示す受信確認応答（ACK/NACK）と、リソースの割り当てを要求するか否か
を示すスケジューリング要求（Scheduling request: SR）等が用いられる。その他の物理
チャネルの種類としては、下りリンクの同期確立のために用いられる同期チャネル（Sync
hronization CHannel: SCH）、上りリンクの同期確立のために用いられる物理ランダムア
クセスチャネル（Physical Random Access CHannel: PRACH）、下りリンクのシステム情
報（SIB: System Information Blockとも呼称する。）の送信に用いられる物理報知チャ
ネル（Physical Broadcast CHannel: PBCH）等が用いられる。また、ＰＤＳＣＨは下りリ
ンクのシステム情報の送信にも用いられる。
【００５０】
　移動局装置５、基地局装置３、またはＲＲＨ４は、制御情報、データなどから生成した
信号を各物理チャネルに配置して、送信する。ＰＤＳＣＨ、またはＰＵＳＣＨで送信され
るデータは、トランスポートブロックと呼称する。また、基地局装置３、またはＲＲＨ４
が管轄するエリアのことをセルと呼ぶ。
【００５１】
　＜下りリンクの時間フレームの構成＞
　図１０は、本発明の実施形態に係る基地局装置３、またはＲＲＨ４から移動局装置５へ
の下りリンクの時間フレームの概略構成を示す図である。この図において、横軸は時間領
域、縦軸は周波数領域を表している。下りリンクの時間フレームは、リソースの割り当て
などの単位であり、下りリンクの予め決められた幅の周波数帯および時間帯からなるリソ
ースブロック（RB）（物理リソースブロック; PRB: Physical Resource Blockとも呼称す
る。）のペア（物理リソースブロックペア; PRB pairと呼称する。）から構成される。１
個の下りリンクのＰＲＢ　ｐａｉｒ（下りリンク物理リソースブロックペア; DL PRB pai
rと呼称する。）は下りリンクの時間領域で連続する２個のＰＲＢ（下りリンク物理リソ
ースブロック; DL PRBと呼称する。）から構成される。
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【００５２】
　また、この図において、１個のＤＬ　ＰＲＢは、下りリンクの周波数領域において１２
個のサブキャリア（下りリンクサブキャリアと呼称する。）から構成され、時間領域にお
いて７個のＯＦＤＭ（直交周波数分割多重; Orthogonal Frequency Division Multiplexi
ng）シンボルから構成される。下りリンクのシステム帯域（下りリンクシステム帯域と呼
称する。）は、基地局装置３、またはＲＲＨ４の下りリンクの通信帯域である。例えば、
下りリンクのシステム帯域幅（下りリンクシステム帯域幅と呼称する。）は、２０ＭＨｚ
の周波数帯域幅から構成される。
【００５３】
　なお、下りリンクシステム帯域では下りリンクシステム帯域幅に応じて複数のＤＬ　Ｐ
ＲＢ（ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）が配置される。例えば、２０ＭＨｚの周波数帯域幅の下
りリンクシステム帯域は、１１０個のＤＬ　ＰＲＢ（ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）から構成
される。
【００５４】
　また、この図が示す時間領域においては、７個のＯＦＤＭシンボルから構成されるスロ
ット（下りリンクスロットと呼称する。）、２個の下りリンクスロットから構成されるサ
ブフレーム（下りリンクサブフレームと呼称する。）がある。なお、１個の下りリンクサ
ブキャリアと１個のＯＦＤＭシンボルから構成されるユニットをリソースエレメント（Re
source Element: RE）（下りリンクリソースエレメント）と呼称する。各下りリンクサブ
フレームには少なくとも、情報データ（トランスポートブロック; Transport Blockとも
呼称する。）の送信に用いられるＰＤＳＣＨ、ＰＤＳＣＨに対する制御情報の送信に用い
られる第一のＰＤＣＣＨ、第二のＰＤＣＣＨが配置される。この図においては、第一のＰ
ＤＣＣＨは下りリンクサブフレームの１番目から３番目までのＯＦＤＭシンボルから構成
され、ＰＤＳＣＨ、第二のＰＤＣＣＨは下りリンクサブフレームの４番目から１４番目ま
でのＯＦＤＭシンボルから構成される。なお、ＰＤＳＣＨと第二のＰＤＣＣＨは異なるＤ
Ｌ　ＰＲＢ（ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）に配置される。なお、第一のＰＤＣＣＨを構成す
るＯＦＤＭシンボルの数と、ＰＤＳＣＨ、第二のＰＤＣＣＨを構成するＯＦＤＭシンボル
の数は、下りリンクサブフレーム毎に変更されてもよい。なお、第二のＰＤＣＣＨを構成
するＯＦＤＭシンボルの数は、固定としてもよい。例えば、第一のＰＤＣＣＨを構成する
ＯＦＤＭシンボルの数や、ＰＤＳＣＨを構成するＯＦＤＭシンボルの数に関わらず、第二
のＰＤＣＣＨが下りリンクサブフレームの４番目から１４番目までのＯＦＤＭシンボルか
ら構成されてもよい。
【００５５】
　この図において図示は省略するが、下りリンクの参照信号（Reference signal: RS）（
下りリンク参照信号と呼称する。）の送信に用いられる下りリンクパイロットチャネルが
複数の下りリンクリソースエレメントに分散して配置される。ここで、下りリンク参照信
号は、少なくとも異なるタイプの第一のタイプの参照信号と第二のタイプの参照信号と第
三のタイプの参照信号から構成される。例えば、下りリンク参照信号は、ＰＤＳＣＨおよ
びＰＤＣＣＨ（第一のＰＤＣＣＨ、第二のＰＤＣＣＨ）の伝搬路変動の推定に用いられる
。第一のタイプの参照信号は、ＰＤＳＣＨ、第一のＰＤＣＣＨの復調に用いられ、Ｃｅｌ
ｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ：ＣＲＳとも呼称する。第二のタイプの参照信号は、ＰＤＳ
ＣＨ、第二のＰＤＣＣＨの復調に用いられ、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳとも呼称する
。例えば、第三のタイプの参照信号は、伝搬路変動の推定のみに用いられ、Ｃｈａｎｎｅ
ｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ＲＳ：ＣＳＩ－ＲＳとも呼称する。下りリン
ク参照信号は、通信システム１において既知の信号である。なお、下りリンク参照信号を
構成する下りリンクリソースエレメントの数は、基地局装置３、ＲＲＨ４において移動局
装置５への通信に用いられる送信アンテナ（アンテナポート）の数に依存してもよい。以
降の説明では、第一のタイプの参照信号としてＣＲＳ、第二のタイプの参照信号としてＵ
Ｅ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ、第三のタイプの参照信号としてＣＳＩ－ＲＳが用いられる
場合について説明する。なお、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳは、協調通信が適用される
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ＰＤＳＣＨ、協調通信が適用されないＰＤＳＣＨの復調にも用いられうる。なお、ＵＥ‐
ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳは、協調通信（プリコーディング処理）が適用される第二のＰＤ
ＣＣＨ、協調通信が適用されない第二のＰＤＣＣＨの復調にも用いられうる。
【００５６】
　ＰＤＣＣＨ（第一のＰＤＣＣＨ、または第二のＰＤＣＣＨ）は、ＰＤＳＣＨに対するＤ
Ｌ　ＰＲＢ（ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）の割り当てを示す情報、ＰＵＳＣＨに対するＵＬ
　ＰＲＢ（ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）の割り当てを示す情報、移動局識別子（Radio Netw
ork Temporary Identifier: RNTIと呼称する。）、変調方式、符号化率、再送パラメータ
、空間多重数、プリコーディング行列、送信電力制御コマンド（TPC command）を示す情
報などの制御情報から生成された信号が配置される。ＰＤＣＣＨに含まれる制御情報を下
りリンク制御情報（Downlink Control Information: DCI）と呼称する。ＰＤＳＣＨに対
するＤＬ　ＰＲＢ（ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）の割り当てを示す情報を含むＤＣＩは下り
リンクアサインメント（Downlink assignment: DL assignment、またDownlink grantとも
呼称する。）と呼称し、ＰＵＳＣＨに対するＵＬ　ＰＲＢ（ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）の
割り当てを示す情報を含むＤＣＩは上りリンクグラント（Uplink grant: UL grantと呼称
する。）と呼称する。なお、下りリンクアサインメントは、ＰＵＣＣＨに対する送信電力
制御コマンドを含む。なお、上りリンクアサインメントは、ＰＵＳＣＨに対する送信電力
制御コマンドを含む。なお、１個のＰＤＣＣＨは、１個のＰＤＳＣＨのリソースの割り当
てを示す情報、または１個のＰＵＳＣＨのリソースの割り当てを示す情報しか含まず、複
数のＰＤＳＣＨのリソースの割り当てを示す情報、または複数のＰＵＳＣＨのリソースの
割り当てを示す情報を含まない。
【００５７】
　更に、ＰＤＣＣＨで送信される情報として、巡回冗長検査ＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅ
ｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）符号がある。ＰＤＣＣＨで送信される、ＤＣＩ、ＲＮＴ
Ｉ、ＣＲＣの関係について詳細に説明する。予め決められた生成多項式を用いてＤＣＩか
らＣＲＣ符号が生成される。生成されたＣＲＣ符号に対してＲＮＴＩを用いて排他的論理
和（スクランブリングとも呼称する）の処理が行われる。ＤＣＩを示すビットと、ＣＲＣ
符号に対してＲＮＴＩを用いて排他的論理和の処理が行われて生成されたビット（ＣＲＣ
　ｍａｓｋｅｄ　ｂｙ　ＵＥ　ＩＤと呼称する）を変調した信号が、ＰＤＣＣＨで実際に
送信される。
【００５８】
　ＰＤＳＣＨのリソースは、時間領域において、そのＰＤＳＣＨのリソースの割り当てに
用いられた下りリンクアサインメントを含むＰＤＣＣＨのリソースが配置された下りリン
クサブフレームと同一の下りリンクサブフレームに配置される。
【００５９】
　下りリンク参照信号の配置について説明する。図１１は、本発明の実施形態に係る通信
システム１の下りリンクサブフレーム内の下りリンク参照信号の配置の一例を示す図であ
る。説明の簡略化のため、図１１では、ある１個のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の下りリン
ク参照信号の配置について説明するが、下りリンクシステム帯域内の複数のＤＬ　ＰＲＢ
　ｐａｉｒにおいて共通した配置方法が用いられる。
【００６０】
　網掛けした下りリンクリソースエレメントのうち、Ｒ０～Ｒ１は、それぞれアンテナポ
ート０～１のＣＲＳを示す。ここで、アンテナポートとは、信号処理で用いる論理的なア
ンテナを意味し、１個のアンテナポートは複数の物理的なアンテナから構成されてもよい
。同一のアンテナポートを構成する複数の物理的なアンテナは、同一の信号を送信する。
同一のアンテナポート内で、複数の物理的なアンテナを用いて、遅延ダイバーシチ、また
はＣＤＤ（Cyclic Delay Diversity）を適用することはできるが、その他の信号処理を用
いることはできない。ここで、図１１においては、ＣＲＳが２つのアンテナポートに対応
する場合について示すが、本実施形態の通信システムは異なる数のアンテナポートに対応
してもよく、例えば、１つのアンテナポートや４つのアンテナポートに対するＣＲＳが下
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りリンクのリソースにマッピングされてもよい。ＣＲＳは、下りリンクシステム帯域内の
全てのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内に配置されうる。
【００６１】
　網掛けした下りリンクリソースエレメントのうち、Ｄ１はＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒ
Ｓを示す。複数のアンテナポートを用いてＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが送信される場
合、各アンテナポートで異なる符号が用いられる。つまり、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒ
ＳにＣＤＭ（Code Division Multiplexing）が適用される。ここで、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ＲＳは、そのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒにマッピングされる制御信号やデータ信号に
用いられる信号処理のタイプ（アンテナポートの数）に応じて、ＣＤＭに用いられる符号
の長さやマッピングされる下りリンクリソースエレメントの数が変えられてもよい。図１
１は、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信に用いられるアンテナポートの数が１本（ア
ンテナポート７）、または２本（アンテナポート７とアンテナポート８）の場合のＵＥ‐
ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの配置の一例を示している。例えば、基地局装置３、ＲＲＨ４に
おいて、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信に用いられるアンテナポートの数が２本の
場合、符号の長さが２である符号を用いて、同じ周波数領域（サブキャリア）で連続する
時間領域（ＯＦＤＭシンボル）の２個の下りリンクリソースエレメントを一単位（ＣＤＭ
の単位）としてＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが多重されて、配置される。言い換えると
、この場合、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの多重にＣＤＭが適用される。図１１におい
て、Ｄ１にアンテナポート７とアンテナポート８のＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳがＣＤ
Ｍで多重される。
【００６２】
　図１２は、本発明の実施形態に係る通信システム１の下りリンクサブフレーム内の下り
リンク参照信号の配置の一例を示す図である。網掛けした下りリンクリソースエレメント
のうち、Ｄ１とＤ２はＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを示す。図１２は、ＵＥ‐ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ＲＳの送信に用いられるアンテナポートの数が３本（アンテナポート７とアン
テナポート８とアンテナポート９）、または４本（アンテナポート７とアンテナポート８
とアンテナポート９とアンテナポート１０）の場合のＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの配
置の一例を示している。例えば、基地局装置３、ＲＲＨ４においてＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃ　ＲＳの送信に用いられるアンテナポートの数が４本の場合、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ＲＳがマッピングされる下りリンクリソースエレメントの数が２倍に変えられ、２本の
アンテナポート毎に異なる下りリンクリソースエレメントにＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒ
Ｓが多重されて、配置される。言い換えると、この場合、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ
の多重にＣＤＭとＦＤＭ（Frequency Division Multiplexing）が適用される。図１２に
おいて、Ｄ１にアンテナポート７とアンテナポート８のＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが
ＣＤＭで多重され、Ｄ２にアンテナポート８とアンテナポート９のＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃ　ＲＳがＣＤＭで多重される。
【００６３】
　例えば、基地局装置３、ＲＲＨ４においてＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信に用い
られるアンテナポートの数が８本の場合、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳがマッピングさ
れる下りリンクリソースエレメントの数が２倍に変えられ、符号の長さが４である符号を
用いて、４個の下りリンクリソースエレメントを一単位としてＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　
ＲＳが多重されて、配置される。言い換えると、この場合、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒ
Ｓの多重に異なる符号長のＣＤＭが適用される。
【００６４】
　また、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳにおいて、各アンテナポートの符号に対してスク
ランブル符号がさらに重畳される。このスクランブル符号は、基地局装置３、ＲＲＨ４か
ら通知されるセルＩＤおよびスクランブルＩＤに基づいて生成される。例えば、スクラン
ブル符号は、基地局装置３、ＲＲＨ４から通知されるセルＩＤおよびスクランブルＩＤに
基づいて生成される擬似ランダム系列から生成される。例えば、スクランブルＩＤは、０
または１を示す値である。また、用いられるスクランブルＩＤおよびアンテナポートは、
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ジョイントコーディング（Joint coding）されて、それらを示す情報をインデックス化す
ることもできる。また、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに用いられるスクランブル符号の
生成に、移動局装置５毎に個別に通知されるパラメータが用いられてもよい。ＵＥ‐ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　ＲＳは、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いることが設定された移動局
装置５に割り当てられたＰＤＳＣＨ、第二のＰＤＣＣＨのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内に配
置される。
【００６５】
　また、基地局装置３およびＲＲＨ４はそれぞれ、異なる下りリンクリソースエレメント
にＣＲＳの信号を割り当ててもよいし、同じ下りリンクリソースエレメントにＣＲＳの信
号を割り当ててもよい。例えば、基地局装置３およびＲＲＨ４から通知されるセルＩＤが
異なる場合には、異なる下りリンクリソースエレメントにＣＲＳの信号が割り当てられて
もよい。別の例では、基地局装置３のみが一部の下りリンクリソースエレメントにＣＲＳ
の信号を割り当て、ＲＲＨ４は何れの下りリンクリソースエレメントにもＣＲＳの信号を
割り当てなくてもよい。例えば、基地局装置３からのみセルＩＤが通知される場合には、
前述のようにＣＲＳの信号が割り当てられてもよい。別の例では、基地局装置３およびＲ
ＲＨ４が同じ下りリンクリソースエレメントにＣＲＳの信号を割り当て、同じ系列を基地
局装置３およびＲＲＨ４から送信してもよい。例えば、基地局装置３およびＲＲＨ４から
通知されるセルＩＤが同じ場合には、前述のようにＣＲＳの信号が割り当てられてもよい
。
【００６６】
　図１３は、８アンテナポート用のＣＳＩ－ＲＳ（伝送路状況測定用参照信号）がマッピ
ングされたＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒを示す図である。図１３は、基地局装置３およびＲＲ
Ｈ４において用いられるアンテナポート数（ＣＳＩポート数）が８の場合のＣＳＩ－ＲＳ
がマッピングされる場合を示している。なお、図１３において、ＣＲＳ、ＵＥ‐ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ＲＳ、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ等の記載は、説明の簡略化のため、省略してい
る。
【００６７】
　ＣＳＩ－ＲＳは、それぞれのＣＤＭグループにおいて、２チップの直交符号（Ｗａｌｓ
ｈ符号）が用いられ、それぞれの直交符号にＣＳＩポート（ＣＳＩ－ＲＳのポート（アン
テナポート、リソースグリッド））が割り当てられ、２ＣＳＩポート毎に符号分割多重さ
れる。さらに、それぞれのＣＤＭグループが周波数分割多重される。４つのＣＤＭグルー
プを用いて、ＣＳＩポート１～８（アンテナポート１５～２２）の８アンテナポートのＣ
ＳＩ－ＲＳがマッピングされる。例えば、ＣＳＩ－ＲＳのＣＤＭグループＣ１では、ＣＳ
Ｉポート１および２（アンテナポート１５および１６）のＣＳＩ－ＲＳが符号分割多重さ
れ、マッピングされる。ＣＳＩ－ＲＳのＣＤＭグループＣ２では、ＣＳＩポート３および
４（アンテナポート１７および１８）のＣＳＩ－ＲＳが符号分割多重され、マッピングさ
れる。ＣＳＩ－ＲＳのＣＤＭグループＣ３では、ＣＳＩポート５および６（アンテナポー
ト１９および２０）のＣＳＩ－ＲＳが符号分割多重され、マッピングされる。ＣＳＩ－Ｒ
ＳのＣＤＭグループＣ４では、ＣＳＩポート７および８（アンテナポート２１および２２
）のＣＳＩ－ＲＳが符号分割多重され、マッピングされる。
【００６８】
　基地局装置３およびＲＲＨ４のＣＳＩ－ＲＳのアンテナポートの数が８の場合、基地局
装置３およびＲＲＨ４はＰＤＳＣＨに適用するレイヤー数（ランク数、空間多重数）を最
大８とすることができる。また、基地局装置３およびＲＲＨ４は、ＣＳＩ－ＲＳのアンテ
ナポートの数が１、２または４の場合のＣＳＩ－ＲＳを送信することができる。基地局装
置３およびＲＲＨ４は、１アンテナポート用または２アンテナポート用のＣＳＩ－ＲＳを
、図１３で示すＣＳＩ－ＲＳのＣＤＭグループＣ１を用いて、送信することができる。基
地局装置３およびＲＲＨ４は、４アンテナポート用のＣＳＩ－ＲＳを、図１３で示すＣＳ
Ｉ－ＲＳのＣＤＭグループＣ１、Ｃ２を用いて、送信することができる。
【００６９】
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　また、基地局装置３およびＲＲＨ４はそれぞれ、異なる下りリンクリソースエレメント
にＣＳＩ－ＲＳの信号を割り当てる場合もあるし、同じ下りリンクリソースエレメントに
ＣＳＩ－ＲＳの信号を割り当てる場合もある。例えば、基地局装置３およびＲＲＨ４はそ
れぞれ、異なる下りリンクリソースエレメントおよび、または異なる信号系列をＣＳＩ－
ＲＳに割り当てる場合がある。移動局装置５においては、基地局装置３から送信されるＣ
ＳＩ－ＲＳ、ＲＲＨ４から送信されるＣＳＩ－ＲＳは、それぞれ異なるアンテナポートに
対応するＣＳＩ－ＲＳと認識される。例えば、基地局装置およびＲＲＨ４が同じ下りリン
クリソースエレメントをＣＳＩ－ＲＳに割り当て、同じ系列を基地局装置３およびＲＲＨ
４から送信する場合がある。
【００７０】
　ＣＳＩ－ＲＳの構成（ＣＳＩ－ＲＳ－Ｃｏｎｆｉｇ－ｒ１０）は、基地局装置３、ＲＲ
Ｈ４から移動局装置５に通知される。ＣＳＩ－ＲＳの構成としては、ＣＳＩ－ＲＳに設定
されるアンテナポートの数を示す情報（ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ－ｒ１０）
、ＣＳＩ－ＲＳが配置される下りリンクサブフレームを示す情報（ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏ
ｎｆｉｇ－ｒ１０）、ＣＳＩ－ＲＳが配置される周波数領域を示す情報（Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅＣｏｎｆｉｇ－ｒ１０）が少なくとも含まれる。ＣＳＩ－ＲＳのアンテナポートの数は
、例えば、１，２，４，８の値の何れかが用いられる。ＣＳＩ－ＲＳが配置される周波数
領域を示す情報として、アンテナポート１５（ＣＳＩポート１）に対応するＣＳＩ－ＲＳ
が配置されるリソースエレメントの中で、先頭のリソースエレメントの位置を示すインデ
ックスが用いられる。アンテナポート１５に対応するＣＳＩ－ＲＳの位置が決まれば、他
のアンテナポートに対応するＣＳＩ－ＲＳは予め決められたルールに基づき一意に決まる
。ＣＳＩ－ＲＳが配置される下りリンクサブフレームを示す情報として、ＣＳＩ－ＲＳが
配置される下りリンクサブフレームの位置と周期がインデックスにより示される。例えば
、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ－ｒ１０のインデックスが５であれば、１０サブフレー
ム毎にＣＳＩ－ＲＳが配置されることを示し、１０サブフレームを単位とする無線フレー
ム中ではサブフレーム０（無線フレーム内のサブフレームの番号）にＣＳＩ－ＲＳが配置
されることを示す。また、別の例では、例えばｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ－ｒ１０の
インデックスが１であれば、５サブフレーム毎にＣＳＩ－ＲＳが配置されることを示し、
１０サブフレームを単位とする無線フレーム中ではサブフレーム１と６にＣＳＩ－ＲＳが
配置されることを示す。
【００７１】
　＜上りリンクの時間フレームの構成＞
　図１４は、本発明の実施形態に係る移動局装置５から基地局装置３、ＲＲＨ４への上り
リンクの時間フレームの概略構成を示す図である。この図において、横軸は時間領域、縦
軸は周波数領域を表している。上りリンクの時間フレームは、リソースの割り当てなどの
単位であり、上りリンクの予め決められた幅の周波数帯および時間帯からなる物理リソー
スブロックのペア（上りリンク物理リソースブロックペア; UL PRB pairと呼称する。）
から構成される。１個のＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒは、上りリンクの時間領域で連続する２
個の上りリンクのＰＲＢ（上りリンク物理リソースブロック; UL PRBと呼称する。）から
構成される。
【００７２】
　また、この図において、１個のＵＬ　ＰＲＢは、上りリンクの周波数領域において１２
個のサブキャリア（上りリンクサブキャリアと呼称する。）から構成され、時間領域にお
いて７個のＳＣ－ＦＤＭＡ（Single-Carrier Frequency Division Multiple Access）シ
ンボルから構成される。上りリンクのシステム帯域（上りリンクシステム帯域と呼称する
。）は、基地局装置３、ＲＲＨ４の上りリンクの通信帯域である。上りリンクのシステム
帯域幅（上りリンクシステム帯域幅と呼称する。）は、例えば、２０ＭＨｚの周波数帯域
幅から構成される。
【００７３】
　なお、上りリンクシステム帯域では上りリンクシステム帯域幅に応じて複数のＵＬ　Ｐ



(20) JP 5843390 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

ＲＢ（ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）が配置される。例えば、２０ＭＨｚの周波数帯域幅の上
りリンクシステム帯域は、１１０個のＵＬ　ＰＲＢ（ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）から構成
される。また、この図が示す時間領域においては、７個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構
成されるスロット（上りリンクスロットと呼称する。）、２個の上りリンクスロットから
構成されるサブフレーム（上りリンクサブフレームと呼称する。）がある。なお、１個の
上りリンクサブキャリアと１個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成されるユニットをリソ
ースエレメント（上りリンクリソースエレメントと呼称する。）と呼称する。
【００７４】
　各上りリンクサブフレームには、少なくとも情報データの送信に用いられるＰＵＳＣＨ
、上りリンク制御情報（UCI: Uplink Control Information）の送信に用いられるＰＵＣ
ＣＨ、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの復調（伝搬路変動の推定）のためのＵＬ　ＲＳ（ＤＭ　
ＲＳ）が配置される。また、図示は省略するが、何れかの上りリンクサブフレームには、
上りリンクの同期確立のために用いられるＰＲＡＣＨが配置される。また、図示は省略す
るが、何れかの上りリンクサブフレームには、チャネル品質、同期ずれの測定等に用いら
れるＵＬ　ＲＳ（ＳＲＳ）が配置される。ＰＵＣＣＨは、ＰＤＳＣＨを用いて受信された
データに対する肯定応答（ACK: Acknowledgement）または否定応答（NACK: Negative Ack
nowledgement）を示すＵＣＩ（ACK/NACK）、上りリンクのリソースの割り当てを要求する
か否かを少なくとも示すＵＣＩ（SR: Scheduling Request; スケジューリング要求）、下
りリンクの受信品質（チャネル品質とも呼称する。）を示すＵＣＩ（CQI: Channel Quali
ty Indicator; チャネル品質指標）を送信するために用いられる。
【００７５】
　なお、移動局装置５が上りリンクのリソースの割り当てを要求することを基地局装置３
に示す場合に、移動局装置５はＳＲの送信用のＰＵＣＣＨで信号を送信する。基地局装置
３は、ＳＲの送信用のＰＵＣＣＨのリソースで信号を検出したという結果から移動局装置
５が上りリンクのリソースの割り当てを要求していることを認識する。移動局装置５が上
りリンクのリソースの割り当てを要求しないことを基地局装置３に示す場合に、移動局装
置５は予め割り当てられたＳＲの送信用のＰＵＣＣＨのリソースで何も信号を送信しない
。基地局装置３は、ＳＲの送信用のＰＵＣＣＨのリソースで信号を検出しなかったという
結果から移動局装置５が上りリンクのリソースの割り当てを要求していないことを認識す
る。
【００７６】
　また、ＰＵＣＣＨは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫからなるＵＣＩが送信される場合と、ＳＲから
なるＵＣＩが送信される場合と、ＣＱＩからなるＵＣＩが送信される場合とで異なる種類
の信号構成が用いられる。ＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信に用いられるＰＵＣＣＨをＰＵＣＣＨ
　ｆｏｒｍａｔ　１ａ、またはＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　１ｂと呼称する。ＰＵＣＣＨ
　ｆｏｒｍａｔ　１ａでは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫに関する情報を変調する変調方式としてＢ
ＰＳＫ（二位相偏移変調; Binary Phase Shift Keying）が用いられる。ＰＵＣＣＨ　ｆ
ｏｒｍａｔ　１ａでは、1ビットの情報が変調信号から示される。ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍ
ａｔ　１ｂでは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫに関する情報を変調する変調方式としてＱＰＳＫ（四
位相偏移変調; Quadrature Phase Shift Keying）が用いられる。ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍ
ａｔ　１ｂでは、２ビットの情報が変調信号から示される。ＳＲの送信に用いられるＰＵ
ＣＣＨをＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　１と呼称する。ＣＱＩの送信に用いられるＰＵＣＣ
ＨをＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　２と呼称する。ＣＱＩとＡＣＫ／ＮＡＣＫの同時送信に
用いられるＰＵＣＣＨをＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　２ａ、またはＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍ
ａｔ　２ｂと呼称する。ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　２ａ、ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　
２ｂでは、上りリンクパイロットチャネルの参照信号（ＤＭ　ＲＳ）にＡＣＫ／ＮＡＣＫ
の情報から生成された変調信号が乗算される。ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　２ａでは、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫに関する１ビットの情報とＣＱＩの情報が送信される。ＰＵＣＣＨ　ｆｏ
ｒｍａｔ　２ｂでは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫに関する２ビットの情報とＣＱＩの情報が送信さ
れる。
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【００７７】
　なお、１個のＰＵＳＣＨは１個以上のＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒから構成され、１個のＰ
ＵＣＣＨは上りリンクシステム帯域内において周波数領域に対称関係にあり、異なる上り
リンクスロットに位置する２個のＵＬ　ＰＲＢから構成され、１個のＰＲＡＣＨは６個の
ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒから構成される。例えば、図１４において、上りリンクサブフレ
ーム内において、１番目の上りリンクスロットの最も周波数が低いＵＬ　ＰＲＢと、２番
目の上りリンクスロットの最も周波数が高いＵＬ　ＰＲＢと、により、ＰＵＣＣＨに用い
られるＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒの１個が構成される。なお、移動局装置５は、ＰＵＳＣＨ
とＰＵＣＣＨの同時送信を行なわないように設定されている場合、同一上りリンクサブフ
レームでＰＵＣＣＨのリソースとＰＵＳＣＨのリソースが割り当てられた場合は、ＰＵＳ
ＣＨのリソースのみを用いて信号を送信する。なお、移動局装置５は、ＰＵＳＣＨとＰＵ
ＣＣＨの同時送信を行なうように設定されている場合、同一上りリンクサブフレームでＰ
ＵＣＣＨのリソースとＰＵＳＣＨのリソースが割り当てられた場合は、基本的にＰＵＣＣ
ＨのリソースとＰＵＳＣＨのリソースの両方を用いて信号を送信することができる。
【００７８】
　ＵＬ　ＲＳは、上りリンクパイロットチャネルに用いられる信号である。ＵＬ　ＲＳは
、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの伝搬路変動の推定に用いられる復調参照信号（DM RS: D
emodulation Reference Signal）と、基地局装置３、ＲＲＨ４のＰＵＳＣＨの周波数スケ
ジューリングおよび適応変調のためのチャネル品質の測定、基地局装置３、ＲＲＨ４と移
動局装置５間の同期ずれの測定に用いられるサウンディング参照信号（SRS: Sounding Re
ference Signal）とから構成される。なお、説明の簡略化のため、図１４において、ＳＲ
Ｓは図示されていない。ＤＭ　ＲＳは、ＰＵＳＣＨと同じＵＬ　ＰＲＢ内に配置される場
合と、ＰＵＣＣＨと同じＵＬ　ＰＲＢ内に配置される場合とで、異なるＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボルに配置される。ＤＭ　ＲＳは、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの伝搬路変動の推定に
用いられる、通信システム１において既知の信号である。
【００７９】
　ＤＭ　ＲＳは、ＰＵＳＣＨと同じＵＬ　ＰＲＢ内に配置される場合、上りリンクスロッ
ト内の４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置される。ＤＭ　ＲＳは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を含むＰＵＣＣＨと同じＵＬ　ＰＲＢ内に配置される場合、上りリンクスロット内の３番
目と４番目と５番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置される。ＤＭ　ＲＳは、ＳＲを含む
ＰＵＣＣＨと同じＵＬ　ＰＲＢ内に配置される場合、上りリンクスロット内の３番目と４
番目と５番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置される。ＤＭ　ＲＳは、ＣＱＩを含むＰＵ
ＣＣＨと同じＵＬ　ＰＲＢ内に配置される場合、上りリンクスロット内の２番目と６番目
のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置される。
【００８０】
　ＳＲＳは、基地局装置３が決定したＵＬ　ＰＲＢ内に配置され、上りリンクサブフレー
ム内の１４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（上りリンクサブフレームの２番目の上りリン
クスロットの７番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）に配置される。ＳＲＳは、セル内におい
て基地局装置３が決定した周期の上りリンクサブフレーム（調査参照信号サブフレーム; 
SRS subframeと呼称する。）のみに配置され得る。ＳＲＳ　ｓｕｂｆｒａｍｅに対して、
基地局装置３は移動局装置５毎にＳＲＳを送信する周期、ＳＲＳに割り当てるＵＬ　ＰＲ
Ｂを割り当てる。
【００８１】
　図１４では、ＰＵＣＣＨが上りリンクシステム帯域の周波数領域で最も端のＵＬ　ＰＲ
Ｂに配置された場合を示しているが、上りリンクシステム帯域の端から２番目、３番目な
どのＵＬ　ＰＲＢがＰＵＣＣＨに用いられてもよい。
【００８２】
　なお、ＰＵＣＣＨにおいて周波数領域での符号多重、時間領域での符号多重が用いられ
る。周波数領域での符号多重は、サブキャリア単位で符号系列の各符号が上りリンク制御
情報から変調された変調信号に乗算されることにより処理される。時間領域での符号多重
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は、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル単位で符号系列の各符号が上りリンク制御情報から変調され
た変調信号に乗算されることにより処理される。複数のＰＵＣＣＨが同一のＵＬ　ＰＲＢ
に配置され、各ＰＵＣＣＨは異なる符号が割り当てられ、割り当てられた符号により周波
数領域、または時間領域において符号多重が実現される。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するた
めに用いられるＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　１ａ、またはＰＵＣＣＨ　ｆｏ
ｒｍａｔ　１ｂと呼称する。）においては、周波数領域及び時間領域での符号多重が用い
られる。ＳＲを送信するために用いられるＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　１と
呼称する。）においては、周波数領域及び時間領域での符号多重が用いられる。ＣＱＩを
送信するために用いられるＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　２、またはＰＵＣＣ
Ｈ　ｆｏｒｍａｔ　２ａ、またはＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　２ｂと呼称する。）におい
ては、周波数領域での符号多重が用いられる。なお、説明の簡略化のため、ＰＵＣＣＨの
符号多重に係る内容の説明は適宜省略する。
【００８３】
　ＰＵＳＣＨのリソースは、時間領域において、そのＰＵＳＣＨのリソースの割り当てに
用いられた上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨのリソースが配置された下りリンクサブ
フレームから所定の数（例えば、４）後の上りリンクサブフレームに配置される。
【００８４】
　ＰＤＳＣＨのリソースは、時間領域において、そのＰＤＳＣＨのリソースの割り当てに
用いられた下りリンクアサインメントを含むＰＤＣＣＨのリソースが配置された下りリン
クサブフレームと同一の下りリンクサブフレームに配置される。
【００８５】
　　＜第一のＰＤＣＣＨの構成＞
　第一のＰＤＣＣＨは、複数の制御チャネルエレメント（CCE: Control Channel Element
）により構成される。各下りリンクシステム帯域で用いられるＣＣＥの数は、下りリンク
システム帯域幅と、第一のＰＤＣＣＨを構成するＯＦＤＭシンボルの数と、通信に用いる
基地局装置３（または、ＲＲＨ４）の送信アンテナの数に応じた下りリンクパイロットチ
ャネルの下りリンク参照信号の数に依存する。ＣＣＥは、後述するように、複数の下りリ
ンクリソースエレメントにより構成される。
【００８６】
　図１５は、本発明の実施形態に係る通信システム１の第一のＰＤＣＣＨとＣＣＥの論理
的な関係を説明する図である。基地局装置３（または、ＲＲＨ４）と移動局装置５間で用
いられるＣＣＥには、ＣＣＥを識別するための番号が付与されている。ＣＣＥの番号付け
は、予め決められた規則に基づいて行なわれる。ここで、ＣＣＥ　ｔは、ＣＣＥ番号ｔの
ＣＣＥを示す。第一のＰＤＣＣＨは、複数のＣＣＥからなる集合（CCE Aggregation）に
より構成される。この集合を構成するＣＣＥの数を、以下、「ＣＣＥ集合数」（CCE aggr
egation number）と称す。第一のＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ
　ｎｕｍｂｅｒは、第一のＰＤＣＣＨに設定される符号化率、第一のＰＤＣＣＨに含めら
れるＤＣＩのビット数に応じて基地局装置３において設定される。また、ｎ個のＣＣＥか
らなる集合を、以下、「ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎ」という。
【００８７】
　例えば、基地局装置３は、１個のＣＣＥにより第一のＰＤＣＣＨを構成したり（ＣＣＥ
　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１）、２個のＣＣＥにより第一のＰＤＣＣＨを構成したり（
ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２）、４個のＣＣＥにより第一のＰＤＣＣＨを構成し
たり（ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４）、８個のＣＣＥにより第一のＰＤＣＣＨを
構成したりする（ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　８）。例えば、基地局装置３はチャ
ネル品質の良い移動局装置３に対しては第一のＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥの数が少ない
ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを用い、チャネル品質の悪い移動局装置
３に対しては第一のＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥの数が多いＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを用いる。また、例えば、基地局装置３はビット数の少ないＤＣＩを
送信する場合、第一のＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥの数が少ないＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａ
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ｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを用い、ビット数の多いＤＣＩを送信する場合、第一のＰＤＣＣ
Ｈを構成するＣＣＥの数が多いＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを用いる
。
【００８８】
　図１５において、斜線で示されるものは、第一のＰＤＣＣＨ候補を意味する。第一のＰ
ＤＣＣＨ候補（ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ）とは、移動局装置５が第一のＰＤＣＣ
Ｈの復号検出を行う対象であり、ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に独
立に第一のＰＤＣＣＨ候補が構成される。ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅ
ｒ毎に構成される第一のＰＤＣＣＨ候補は、それぞれ異なる１つ以上のＣＣＥから構成さ
れる。ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に、独立に第一のＰＤＣＣＨ候
補の数が設定される。ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に構成される第
一のＰＤＣＣＨ候補は、番号の連続するＣＣＥから構成される。移動局装置５は、ＣＣＥ
　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に設定された数の第一のＰＤＣＣＨ候補に対
して第一のＰＤＣＣＨの復号検出を行う。なお、移動局装置５は、自装置宛ての第一のＰ
ＤＣＣＨを検出したと判断した場合、設定された第一のＰＤＣＣＨ候補の一部に対して第
一のＰＤＣＣＨの復号検出を行わなくてもよい（停止してもよい）。
【００８９】
　ＣＣＥを構成する複数の下りリンクリソースエレメントは、複数のリソースエレメント
グループ（REG、mini-CCEとも称す）により構成される。リソースエレメントグループは
複数の下りリンクリソースエレメントから構成される。例えば、１個のリソースエレメン
トグループは４個の下りリンクリソースエレメントから構成される。図１６は、本発明の
実施形態に係る通信システム１の下りリンク無線フレームにおけるリソースエレメントグ
ループの配置例を示す図である。ここでは、第一のＰＤＣＣＨに用いられるリソースエレ
メントグループについて示し、関連しない部分（ＰＤＳＣＨ、第二のＰＤＣＣＨ、ＵＥ‐
ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ）についての図示および説明は省略する。ここで
は、第一のＰＤＣＣＨが１番目から３番目までのＯＦＤＭシンボルにより構成され、２本
の送信アンテナ（アンテナポート０、アンテナポート１）のＣＲＳに対応する下りリンク
参照信号（Ｒ０、Ｒ１）が配置される場合について示す。この図において、縦軸は周波数
領域、横軸は時間領域を表わしている。
【００９０】
　図１６の配置例では、１個のリソースエレメントグループは周波数領域の隣接する４個
の下りリンクリソースエレメントにより構成される。図１６において、第一のＰＤＣＣＨ
の同一の符号が付された下りリンクリソースエレメントは、同一のリソースエレメントグ
ループに属することを示す。なお、下りリンク参照信号が配置されたリソースエレメント
Ｒ０（アンテナポート０の下りリンク参照信号）、Ｒ１（アンテナポート１の下りリンク
参照信号）は飛ばされて、リソースエレメントグループが構成される。図１６では、周波
数が最も低く、１番目のＯＦＤＭシンボルのリソースエレメントグループから番号付け（
符号「１」）が行なわれ、次に周波数が最も低く、２番目のＯＦＤＭシンボルのリソース
エレメントグループに番号付け（符号「２」）が行なわれ、次に周波数が最も低く、３番
目のＯＦＤＭシンボルのリソースエレメントグループに番号付け（符号「３」）が行なわ
れることを示す。また、図１６では、次に下りリンク参照信号が配置されない２番目のＯ
ＦＤＭシンボルの番号付け（符号「２」）が行なわれたリソースエレメントグループの周
波数の隣接するリソースエレメントグループに番号付け（符号「４」）が行なわれ、次に
下りリンク参照信号が配置されない３番目のＯＦＤＭシンボルの番号付け（符号「３」）
が行なわれたリソースエレメントグループの周波数の隣接するリソースエレメントグルー
プに番号付け（符号「５」）が行なわれることを示す。さらに、図１６では、次に１番目
のＯＦＤＭシンボルの番号付け（符号「１」）が行なわれたリソースエレメントグループ
の周波数の隣接するリソースエレメントグループに番号付け（符号「６」）が行なわれ、
次に２番目のＯＦＤＭシンボルの番号付け（符号「４」）が行なわれたリソースエレメン
トグループの周波数の隣接するリソースエレメントグループに番号付け（符号「７」）が
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行なわれ、次に３番目のＯＦＤＭシンボルの番号付け（符号「５」）が行なわれたリソー
スエレメントグループの周波数の隣接するリソースエレメントグループに番号付け（符号
「８」）が行なわれることを示す。以降のリソースエレメントグループに対しても同様の
番号付けが行なわれる。
【００９１】
　ＣＣＥは、図１６に示す、複数のリソースエレメントグループにより構成される。例え
ば、１個のＣＣＥは、周波数領域及び時間領域に分散した９個の異なるリソースエレメン
トグループにより構成される。具体的には、第一のＰＤＣＣＨに用いられるＣＣＥにおい
ては、下りリンクシステム帯域全体に対して、図１６に示すように番号付けされた全ての
リソースエレメントグループに対してブロックインタリーバを用いてリソースエレメント
グループ単位でインタリーブが行なわれ、インタリーブ後の番号の連続する９個のリソー
スエレメントグループにより１個のＣＣＥが構成される。
【００９２】
　　＜第二のＰＤＣＣＨの構成＞
　図１７は、本発明の実施形態に係る通信システム１において第二のＰＤＣＣＨが配置さ
れる可能性のある領域（説明の簡略化のため、以降、第二のＰＤＣＣＨ領域と称す。）の
概略構成の一例を示す図である。基地局装置３は、下りリンクシステム帯域内に複数の第
二のＰＤＣＣＨ領域（第二のＰＤＣＣＨ領域１、第二のＰＤＣＣＨ領域２、第二のＰＤＣ
ＣＨ領域３）を構成（設定、配置）することができる。１個の第二のＰＤＣＣＨ領域は、
１個以上のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒから構成される。１個の第二のＰＤＣＣＨ領域が複数
のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒにより構成される場合、周波数領域で分散するＤＬ　ＰＲＢ　
ｐａｉｒにより構成されてもよいし、周波数領域で連続するＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒによ
り構成されてもよい。例えば、基地局装置３は、複数の移動局装置５毎に第二のＰＤＣＣ
Ｈ領域を構成することができる。
【００９３】
　第二のＰＤＣＣＨ領域のそれぞれに対して、配置される信号に異なる送信方法が設定さ
れる。例えば、ある第二のＰＤＣＣＨ領域に対して、配置される信号にプリコーディング
処理が適用される。例えば、ある第二のＰＤＣＣＨ領域に対して、配置される信号にプリ
コーディング処理が適用されない。なお、配置される信号にプリコーディング処理が適用
される第二のＰＤＣＣＨ領域では、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内において第二のＰＤＣＣＨ
と、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳとは、同一のプリコーディング処理が適用されうる。
なお、配置される信号にプリコーディング処理が適用される第二のＰＤＣＣＨ領域では、
第二のＰＤＣＣＨと、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳとに適用されるプリコーディング処
理は、異なるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ間では異なるプリコーディング処理（適用されるプ
リコーディングベクトルが異なる）（適用されるプリコーディング行列が異なる）が適用
されてもよい。
【００９４】
　１つの第二のＰＤＣＣＨは、１つ以上のＥ－ＣＣＥ（第一の要素）から構成される。図
１８は、本発明の実施形態に係る通信システム１の第二のＰＤＣＣＨとＥ－ＣＣＥの論理
的な関係を説明する図である。基地局装置３（または、ＲＲＨ４）と移動局装置５間で用
いられるＥ－ＣＣＥには、Ｅ－ＣＣＥを識別するための番号が付与されている。Ｅ－ＣＣ
Ｅの番号付けは、予め決められた規則に基づいて行なわれる。ここで、Ｅ－ＣＣＥ　ｔは
、Ｅ－ＣＣＥ番号ｔのＥ－ＣＣＥを示す。第二のＰＤＣＣＨは、複数のＥ－ＣＣＥからな
る集合（E-CCE Aggregation）により構成される。この集合を構成するＥ－ＣＣＥの数を
、以下、「Ｅ－ＣＣＥ集合数」（E-CCE aggregation number）と称す。例えば、第二のＰ
ＤＣＣＨを構成するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒは、第二のＰＤ
ＣＣＨに設定される符号化率、第二のＰＤＣＣＨに含められるＤＣＩのビット数に応じて
基地局装置３において設定される。また、ｎ個のＥ－ＣＣＥからなる集合を、以下、「Ｅ
－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎ」という。
【００９５】



(25) JP 5843390 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

　例えば、基地局装置３は、１個のＥ－ＣＣＥにより第二のＰＤＣＣＨを構成したり（Ｅ
－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１）、２個のＥ－ＣＣＥにより第二のＰＤＣＣＨを
構成したり（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２）、４個のＥ－ＣＣＥにより第二
のＰＤＣＣＨを構成したり（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４）、８個のＥ－Ｃ
ＣＥにより第二のＰＤＣＣＨを構成したりする（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
８）。例えば、基地局装置３はチャネル品質の良い移動局装置３に対しては第二のＰＤＣ
ＣＨを構成するＥ－ＣＣＥの数が少ないＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂ
ｅｒを用い、チャネル品質の悪い移動局装置３に対しては第二のＰＤＣＣＨを構成するＥ
－ＣＣＥの数が多いＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを用いる。また
、例えば、基地局装置３はビット数の少ないＤＣＩを送信する場合、第二のＰＤＣＣＨを
構成するＥ－ＣＣＥの数が少ないＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを
用い、ビット数の多いＤＣＩを送信する場合、第二のＰＤＣＣＨを構成するＥ－ＣＣＥの
数が多いＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを用いる。
【００９６】
　図１８において、斜線で示されるものは、第二のＰＤＣＣＨ候補を意味する。第二のＰ
ＤＣＣＨ候補（Ｅ－ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ）とは、移動局装置５が第二のＰＤ
ＣＣＨの復号検出を行う対象であり、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅ
ｒ毎に独立に第二のＰＤＣＣＨ候補が構成される。Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ
　ｎｕｍｂｅｒ毎に構成される第二のＰＤＣＣＨ候補は、それぞれ異なる１つ以上のＥ－
ＣＣＥから構成される。Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に、独立
に第二のＰＤＣＣＨ候補の数が設定される。Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕ
ｍｂｅｒ毎に構成される第二のＰＤＣＣＨ候補は、番号の連続するＥ－ＣＣＥ、または番
号の連続しないＥ－ＣＣＥから構成される。移動局装置５は、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇ
ａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に設定された数の第二のＰＤＣＣＨ候補に対して第二のＰＤ
ＣＣＨの復号検出を行う。なお、移動局装置５は、自装置宛ての第二のＰＤＣＣＨを検出
したと判断した場合、設定された第二のＰＤＣＣＨ候補の一部に対して第二のＰＤＣＣＨ
の復号検出を行わなくてもよい（停止してもよい）。
【００９７】
　第二のＰＤＣＣＨ領域で構成されるＥ－ＣＣＥの数は、第二のＰＤＣＣＨ領域を構成す
るＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒの数に依存する。例えば、１つのＥ－ＣＣＥが対応するリソー
スの量（リソースエレメントの数）は、１つのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内で第二のＰＤＣ
ＣＨの信号に用いることが可能なリソース（下りリンク参照信号、第一のＰＤＣＣＨに用
いられるリソースエレメントは除く）を４つに分割した量とほぼ等しい。また、１つの第
二のＰＤＣＣＨ領域は、下りリンクのサブフレームの一方のスロットのみで構成され、複
数のＰＲＢにより構成されてもよい。また、第二のＰＤＣＣＨ領域は、下りリンクサブフ
レーム内の１番目のスロットと、２番目のスロットで、それぞれ独立に構成されてもよい
。なお、本発明の実施形態では、説明の簡略化のため、第二のＰＤＣＣＨ領域は、下りリ
ンクサブフレーム内の複数のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒから構成される場合について主に説
明するが、本発明がそのような場合に限定されるということではない。
【００９８】
　図１９は、本発明の実施形態のＥ－ＣＣＥの構成の一例を示す図である。ここでは、Ｅ
－ＣＣＥを構成するリソースについて示し、関連しない部分（ＰＤＳＣＨ、第一のＰＤＣ
ＣＨ）についての図示および説明は省略する。ここでは、１つのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ
について示す。ここでは、第二のＰＤＣＣＨが下りリンクサブフレームの１番目のスロッ
トの４番目から１４番目までのＯＦＤＭシンボルにより構成され、２本の送信アンテナ（
アンテナポート０、アンテナポート１）に対するＣＲＳ（Ｒ０、Ｒ１）、１本、または２
本の送信アンテナ（アンテナポート７、アンテナポート８、図示せず）に対するＵＥ‐ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ（Ｄ１）が配置される場合について示す。この図において、縦軸は
周波数領域、横軸は時間領域を表わしている。ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内で第二のＰＤＣ
ＣＨの信号に用いることが可能なリソースが４つに分割されたリソースが、１つのＥ－Ｃ



(26) JP 5843390 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

ＣＥとして構成される。例えば、周波数領域でＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒのリソースが４つ
に分割されたリソースが１個のＥ－ＣＣＥとして構成される。具体的には、ＤＬ　ＰＲＢ
　ｐａｉｒ内の３個のサブキャリア毎に分割されたリソースが１個のＥ－ＣＣＥとして構
成される。例えば、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－ＣＣＥは、周波数領域で低いサブキ
ャリアを含むＥ－ＣＣＥから昇順で番号付けが行なわれる。
【００９９】
　図２０は、本発明の実施形態のＥ－ＣＣＥの構成の一例を示す図である。図１９で示す
例と比較して、ＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポートの数が異なり、３本、ま
たは４本の送信アンテナ（アンテナポート７、アンテナポート８、アンテナポート９、ア
ンテナポート１０、図示せず）に対するＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ（Ｄ１、Ｄ２）が
配置される場合について示す。
【０１００】
　第二のＰＤＣＣＨ領域に対して、異なる物理リソースマッピング（第一の物理リソース
マッピング、第二の物理リソースマッピング）が適用される。具体的には、１つの第二の
ＰＤＣＣＨを構成するＥ－ＣＣＥの構成（集合方法；Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｍｅｔｈ
ｏｄ）が異なる。例えば、第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ
は、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨと称す。例えば、第二の物理リソースマッピン
グが適用される第二のＰＤＣＣＨは、Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨと称す。
例えば、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、１つのＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇ
ｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１）から構成され、または２つのＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇ
ｒｅｇａｔｉｏｎ　２）から構成され、または４つのＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ　４）から構成される。Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂ
ｅｒが２以上のＬｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、Ｅ－ＣＣＥの番号が連続する（
周波数領域で連続する）複数のＥ－ＣＣＥから構成される。例えば、Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔ
ｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、４つのＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４
）から構成され、または８つのＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　８）
から構成される。Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、Ｅ－ＣＣＥの番号が非連
続な（周波数領域で非連続な）複数のＥ－ＣＣＥから構成される。例えば、Ｅ－ＣＣＥ　
ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４のＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨを構成する４個
のＥ－ＣＣＥは、それぞれ異なるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－ＣＣＥから構成される
。なお、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　８のＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨを構成する８個のＥ－ＣＣＥは、それぞれ異なるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－
ＣＣＥから構成されてもよいし、一部の複数のＥ－ＣＣＥは同じＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ
内のＥ－ＣＣＥから構成されてもよい。例えば、１個のＬｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨに用いられうる複数のＥ－ＣＣＥは、1つのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－ＣＣＥ
からなり、Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに用いられうる複数のＥ－ＣＣＥは
、複数のＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－ＣＣＥからなる。
【０１０１】
　図２１は、Ｅ－ＣＣＥとＬｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成の一例を示す図で
ある。ここでは、第二のＰＤＣＣＨが下りリンクサブフレームの４番目から１４番目まで
のＯＦＤＭシンボルにより構成される場合について示す。この図において、縦軸は周波数
領域、横軸は時間領域を表わしている。例えば、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
２のＬｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、あるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－ＣＣ
Ｅの番号の小さい（周波数領域で低い）方から２個のＥ－ＣＣＥから構成され、またはあ
るＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－ＣＣＥの番号の大きい（周波数領域で高い）方から２
個のＥ－ＣＣＥから構成される。例えば、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４のＬ
ｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、あるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の４個のＥ－ＣＣ
Ｅから構成される。例えば、あるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内では、それぞれ異なる１個の
Ｅ－ＣＣＥは、それぞれ異なる１個のＬｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨ（Ｅ－ＣＣＥ
　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１）を構成する。例えば、あるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内で
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は、２個のＥ－ＣＣＥがそれぞれ異なる１個のＬｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨ（Ｅ
－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１）を構成し、異なる２個のＥ－ＣＣＥが１個のＬ
ｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨ（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２）を構成
する。
【０１０２】
　図２２は、Ｅ－ＣＣＥとＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成の一例を示す
図である。ここでは、第二のＰＤＣＣＨが下りリンクサブフレームの４番目から１４番目
までのＯＦＤＭシンボルにより構成される場合について示す。この図において、縦軸は周
波数領域、横軸は時間領域を表わしている。例えば、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ　４のＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、４個のＥ－ＣＣＥがそれぞれ異な
るＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－ＣＣＥで構成される。例えば、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ　４のＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、それぞれのＤＬ　Ｐ
ＲＢ　ｐａｉｒ内でＥ－ＣＣＥの番号が最も小さい（周波数領域で最も低い）Ｅ－ＣＣＥ
から構成される。例えば、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４のＤｉｓｔｒｉｂｕ
ｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、それぞれのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内でＥ－ＣＣＥの番号が
２番目に小さい（周波数領域で２番目に低い）Ｅ－ＣＣＥから構成される。例えば、Ｅ－
ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　８のＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、４
個のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の複数のＥ－ＣＣＥから構成され、各ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａ
ｉｒ内で２個のＥ－ＣＣＥから構成される。例えば、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ　８のＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨは、それぞれのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉ
ｒ内でＥ－ＣＣＥの番号が最も大きい（周波数領域で最も高い）Ｅ－ＣＣＥとＥ－ＣＣＥ
の番号が２番目に大きい（周波数領域で２番目に高い）とから構成される。
【０１０３】
　なお、第二の物理リソースマッピングでは、１つのＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨを構成するＥ－ＣＣＥにおいて、それぞれのＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内でのＥ－Ｃ
ＣＥの番号が異なる（周波数位置が異なる）Ｅ－ＣＣＥを用いてＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ
　Ｅ－ＰＤＣＣＨが構成されてもよい。例えば、あるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内でＥ－Ｃ
ＣＥの番号が最も小さい（周波数領域で最も低い）Ｅ－ＣＣＥと、あるＤＬ　ＰＲＢ　ｐ
ａｉｒ内でＥ－ＣＣＥの番号が２番目に小さい（周波数で２番目に低い）Ｅ－ＣＣＥと、
あるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内でＥ－ＣＣＥの番号が３番目に小さい（周波数で３番目に
低い）Ｅ－ＣＣＥと、あるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内でＥ－ＣＣＥの番号が４番目に小さ
い（周波数で４番目に低い）（Ｅ－ＣＣＥの番号が最も大きい）（周波数領域で最も高い
）Ｅ－ＣＣＥとから、１つのＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨが構成されてもよ
い。
【０１０４】
　また、１つの第二のＰＤＣＣＨが、１つ以上のＤＬ　ＰＲＢから構成される場合にも本
発明は適用できる。言い換えると、１つの第二のＰＤＣＣＨ領域が下りリンクサブフレー
ムの１番目のスロットのみの複数のＤＬ　ＰＲＢから構成される場合や、１つの第二のＰ
ＤＣＣＨ領域が下りリンクサブフレームの２番目のスロットのみの複数のＤＬ　ＰＲＢか
ら構成される場合にも本発明は適用できる。また、第二のＰＤＣＣＨ領域に構成されたＤ
Ｌ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内で、第一のＰＤＣＣＨと下りリンク参照信号を除く全てのリソー
ス（下りリンクリソースエレメント）が第二のＰＤＣＣＨの信号に用いられるのではなく
、一部のリソース（下りリンクリソースエレメント）には信号が配置されない（ヌル）構
成でもよい。
【０１０５】
　基本的に、プリコーディング処理が適用される第二のＰＤＣＣＨ領域では第一の物理リ
ソースマッピングが適用されることができ、プリコーディング処理が適用されない第二の
ＰＤＣＣＨ領域では第二の物理リソースマッピングが適用されることができる。第二の物
理リソースマッピングでは、１つのＥ－ＰＤＣＣＨは周波数領域で非連続なリソースから
構成されるので、周波数ダイバーシチ効果が得られる。
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【０１０６】
　移動局装置５は、基地局装置３より１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ領域が構成される。例
えば、移動局装置５は、第一の物理リソースマッピングが適用され、プリコーディング処
理が適用される第二のＰＤＣＣＨ領域と、第二の物理リソースマッピングが適用され、プ
リコーディング処理が適用されない第二のＰＤＣＣＨ領域との２つの第二のＰＤＣＣＨ領
域が構成される。例えば、移動局装置５は、第二の物理リソースマッピングが適用され、
プリコーディング処理が適用されない第二のＰＤＣＣＨ領域だけが構成される。移動局装
置５は、基地局装置３より構成された第二のＰＤＣＣＨ領域において第二のＰＤＣＣＨを
検出する処理（モニタリング）を行うように指定（設定、構成）される。第二のＰＤＣＣ
Ｈのモニタリングの指定は、第二のＰＤＣＣＨ領域が移動局装置５に構成されることによ
り、自動的に（暗黙的に）なされてもよいし、第二のＰＤＣＣＨ領域の構成を示すシグナ
リングとは異なるシグナリングによりなされてもよい。複数の移動局装置５が、同じ第二
のＰＤＣＣＨ領域が基地局装置３より指定されうる。
【０１０７】
　第二のＰＤＣＣＨ領域の構成（指定、設定）を示す情報は、第二のＰＤＣＣＨを用いた
通信を開始する前に、基地局装置３と移動局装置５間でやり取りが行われる。例えば、そ
の情報は、ＲＲＣ（Radio Resource Control）シグナリングを用いて行われる。具体的に
は、移動局装置５は、基地局装置３より第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ
の位置（割り当て）を示す情報を受信する。また、第二のＰＤＣＣＨ領域のそれぞれに対
して、第二のＰＤＣＣＨの物理リソースマッピングの種類（第一の物理リソースマッピン
グ、第二の物理リソースマッピング）を示す情報が、基地局装置３から移動局装置５に通
知される。なお、明示的に第二のＰＤＣＣＨの物理リソースマッピングの種類を示す情報
ではなく、他の情報が基地局装置３から移動局装置５に通知され、その情報に基づき暗黙
的に第二のＰＤＣＣＨの物理リソースマッピングの種類が移動局装置５で認識される構成
でもよい。例えば、各第二のＰＤＣＣＨ領域での第二のＰＤＣＣＨの送信方法を示す情報
が基地局装置３から移動局装置５に通知され、プリコーディング処理が適用される送信方
法が示された場合はその第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソースマッピングは第一の物理リ
ソースマッピングであると移動局装置５が認識し、プリコーディング処理が適用されない
送信方法が示された場合はその第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソースマッピングは第二の
物理リソースマッピングであると移動局装置５が認識する。また、デフォルトとして、何
れかの第二のＰＤＣＣＨの物理リソースマッピングが予め第二のＰＤＣＣＨ領域に設定さ
れており、その設定と異なる物理リソースマッピングが用いられる場合にのみ、その旨を
示す情報が基地局装置３から移動局装置５に通知される構成でもよい。移動局装置５は、
基地局装置３より設定された第二のＰＤＣＣＨ領域内で受信したＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ＲＳを用いて、第二のＰＤＣＣＨの信号の復調を行い、自装置宛ての第二のＰＤＣＣＨ
を検出する処理を行なう。例えば、移動局装置５は、第二のＰＤＣＣＨの信号の復調を、
復調を行なうリソースが属するＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ‐ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒ
Ｓを用いて行う。
【０１０８】
　移動局装置５は、第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域に
対して、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補（候補の組み合わせ）（候補セット）が基地局装置３から設定
（構成）される。例えば、ある移動局装置５は、第一の物理リソースマッピングが適用さ
れる第二のＰＤＣＣＨ領域に対して、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－
ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補として、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅ
ｇａｔｉｏｎ　１と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇ
ｒｅｇａｔｉｏｎ　４と、が設定される。例えば、ある移動局装置５は、第一の物理リソ
ースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域に対して、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－
ＰＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補として、
Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４
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と、が設定される。
【０１０９】
　Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
ｎｕｍｂｅｒの候補として、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１と、Ｅ－ＣＣＥ　
ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４と、が設定さ
れた第二のＰＤＣＣＨ領域においては、図２０に示すように、４本の送信アンテナ（アン
テナポート７、アンテナポート８、アンテナポート９、アンテナポート１０）に対するＵ
Ｅ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ（Ｄ１、Ｄ２）が配置される。また、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉ
ｒ内の各Ｅ－ＣＣＥは、それぞれ異なる送信アンテナから送信される。図２０において、
Ｅ－ＣＣＥ　ｎの第二のＰＤＣＣＨの信号はアンテナポート７から送信され、Ｅ－ＣＣＥ
　ｎ＋１の第二のＰＤＣＣＨの信号はアンテナポート８から送信され、Ｅ－ＣＣＥ　ｎ＋
２の第二のＰＤＣＣＨの信号はアンテナポート９から送信され、Ｅ－ＣＣＥ　ｎ＋３の第
二のＰＤＣＣＨの信号はアンテナポート１０から送信される。基地局装置３は、ＤＬ　Ｐ
ＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を対応する送信アンテナから送信する。移動局装
置５は、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を対応する送信アンテナから送
信されたＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて復調する。
【０１１０】
　Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
ｎｕｍｂｅｒの候補として、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　
ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４と、が設定された第二のＰＤＣＣＨ領域においては、図１９
に示すように、２本の送信アンテナ（アンテナポート７、アンテナポート８）に対するＵ
Ｅ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ（Ｄ１）が配置される。また、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の
各Ｅ－ＣＣＥは、一部のＥ－ＣＣＥ間では信号が異なる送信アンテナから送信され、一部
のＥ－ＣＣＥ間では信号が同じ送信アンテナから送信される。ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内
の複数のＥ－ＣＣＥは、複数のグループ（セット）に分けられる。例えば、２つのグルー
プに分けられる。グループ内の各Ｅ－ＣＣＥはそれぞれ共通のアンテナポートから送信さ
れ、グループ間のＥ－ＣＣＥはそれぞれ異なるアンテナポートから送信される。図１９に
おいて、Ｅ－ＣＣＥ　ｎの第二のＰＤＣＣＨの信号はアンテナポート７から送信され、Ｅ
－ＣＣＥ　ｎ＋１の第二のＰＤＣＣＨの信号はアンテナポート７から送信され、Ｅ－ＣＣ
Ｅ　ｎ＋２の第二のＰＤＣＣＨの信号はアンテナポート８から送信され、Ｅ－ＣＣＥ　ｎ
＋３の第二のＰＤＣＣＨの信号はアンテナポート８から送信される。つまり、Ｅ－ＣＣＥ
　ｎとＥ－ＣＣＥ　ｎ＋１とにより１つのグループが構成され、Ｅ－ＣＣＥ　ｎ＋２とＥ
－ＣＣＥ　ｎ＋３とにより１つのグループが構成される。基地局装置３は、ＤＬ　ＰＲＢ
　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を対応する送信アンテナから送信する。移動局装置５
は、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を対応する送信アンテナから送信さ
れたＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて復調する。なお、この場合、図２０において
アンテナポート９とアンテナポート１０に対応するＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ（Ｄ２
）が配置される下りリンクリソースエレメントには、第二のＰＤＣＣＨの信号が配置され
る。
【０１１１】
　第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域に対して、Ｌｏｃａ
ｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅ
ｒの候補（候補の組み合わせ）と、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナ数および各
Ｅ－ＣＣＥが対応するアンテナの関係とが、予め対応付けられてもよい。例えば、基地局
装置３は、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔ
ｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補に関する情報のみを移動局装置５にＲＲＣシグナリングを用
いて示し、移動局装置５は、Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補に関する情報からＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナ数お
よび各Ｅ－ＣＣＥが対応するアンテナの関係を認識する。例えば、基地局装置３は、第一
の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
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　ＲＳのアンテナ数を示す情報のみを移動局装置５にＲＲＣシグナリングを用いて示し、
移動局装置５は、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナ数を示す情報からＬｏｃａｌ
ｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ
の候補と、各Ｅ－ＣＣＥが対応するアンテナの関係を認識する。また、第一の物理リソー
スマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域に対して、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨに対するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補（候補の組
み合わせ）を示す情報と、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナ数および各Ｅ－ＣＣ
Ｅが対応するアンテナの関係とを示す情報が、それぞれ独立な情報フィールドを用いたＲ
ＲＣシグナリングで基地局装置３から移動局装置５に通知されてもよい。
【０１１２】
　第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域においては、単一の
送信アンテナ（アンテナポート７）に対するＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのみが配置さ
れてもよい。基地局装置３は、第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣ
ＣＨ領域のあるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号をアンテナポート７から
送信する。移動局装置５は、第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣ
Ｈ領域のあるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を、同じＤＬ　ＰＲＢ　ｐ
ａｉｒ内のアンテナポート７に対応するＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて復調する
。
【０１１３】
　以下では、第二のＰＤＣＣＨにマッピングされる制御信号について説明する。第二のＰ
ＤＣＣＨにマッピングされる制御信号は、１つの移動局装置５に対する制御情報毎に処理
され、データ信号と同様に、スクランブル処理、変調処理、レイヤーマッピング処理、プ
レコーディング処理等が行われうる。ここで、レイヤーマッピング処理とは、第二のＰＤ
ＣＣＨに複数アンテナ送信が適用される場合に行われる、ＭＩＭＯ信号処理の一部を意味
する。例えば、プレコーディング処理が適用される第二のＰＤＣＣＨ、プレコーディング
処理は適用されないが、送信ダイバーシチが適用される第二のＰＤＣＣＨに対してレイヤ
ーマッピング処理が実行される。また、第二のＰＤＣＣＨにマッピングされる制御信号は
、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳと共に、共通のプレコーディング処理が行われうる。そ
のとき、プレコーディング処理は、移動局装置５単位に好適なプレコーディング重みによ
り行われることが好ましい。
【０１１４】
　また、第二のＰＤＣＣＨが配置されるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒには、基地局装置３によ
って、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが多重される。移動局装置５は、第二のＰＤＣＣＨ
の信号を、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳによって復調処理を行う。第二のＰＤＣＣＨの
復調に用いられるＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳは、第二のＰＤＣＣＨ領域毎に異なる送
信アンテナ数に対応することができる。第一の物理リソースマッピングが適用される第二
のＰＤＣＣＨ領域では、設定されたＬｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨに対するＥ－Ｃ
ＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補に応じて、２本の送信アンテナ（ア
ンテナポート７、アンテナポート８）、または４本の送信アンテナ（アンテナポート７、
アンテナポート８、アンテナポート９、アンテナポート１０）のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ＲＳが配置される。第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域
では、１本の送信アンテナ（アンテナポート７）のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが配置
される。なお、第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域では、
Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨにＳＦＢＣ（Space Frequency Block Coding）
などの送信ダイバーシチ等を適用する場合は、２本の送信アンテナ（アンテナポート７、
アンテナポート８）のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが配置されてもよい。
【０１１５】
　移動局装置５は、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を、対応する送信ア
ンテナのＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて復調を行う。ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内
のＥ－ＣＣＥの信号と送信アンテナの関係は、第二のＰＤＣＣＨ領域で用いられるＵＥ－
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ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの総数に応じて決まる。なお、第二のＰＤＣＣＨ
領域に配置されるＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの生成には、予め規定されたスクランブ
ルＩＤが用いられてもよい。例えば、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに対して用いられる
スクランブルＩＤとして、０～３のいずれかの値が規定されてもよい。
【０１１６】
　図２３は、本発明の実施形態に係る移動局装置５の第二のＰＤＣＣＨのモニタリングを
説明する図である。移動局装置５に対して、複数の第二のＰＤＣＣＨ領域（第二のＰＤＣ
ＣＨ領域１、第二のＰＤＣＣＨ領域２）が構成される。移動局装置５は、各第二のＰＤＣ
ＣＨ領域においてＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅが設定される。Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅと
は、移動局装置５が第二のＰＤＣＣＨ領域内で第二のＰＤＣＣＨの復号検出を行なう論理
的な領域を意味する。Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅは、複数の第二のＰＤＣＣＨ候補から構
成される。第二のＰＤＣＣＨ候補とは、移動局装置５が第二のＰＤＣＣＨの復号検出を行
う対象である。Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に、異なる第二の
ＰＤＣＣＨ候補は異なるＥ－ＣＣＥ（１つのＥ－ＣＣＥ、複数のＥ－ＣＣＥを含む）から
構成される。第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域に設定さ
れるＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの複数の第二のＰＤＣＣＨ候補を構成するＥ－ＣＣＥは、
Ｅ－ＣＣＥ番号の連続する複数のＥ－ＣＣＥである。第二の物理リソースマッピングが適
用される第二のＰＤＣＣＨ領域に設定されるＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの複数の第二のＰ
ＤＣＣＨ候補を構成するＥ－ＣＣＥは、Ｅ－ＣＣＥ番号の非連続な複数のＥ－ＣＣＥであ
る。第二のＰＤＣＣＨ領域内でＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅに用いられる最初のＥ－ＣＣＥ
番号が移動局装置５毎に設定される。例えば、移動局装置５に割り当てられた識別子（移
動局識別子）を用いたランダム関数により、Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅに用いられる最初
のＥ－ＣＣＥ番号が設定される。例えば、基地局装置３がＲＲＣシグナリングを用いて、
Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅに用いられる最初のＥ－ＣＣＥ番号を移動局装置５に通知する
。
【０１１７】
　複数の第二のＰＤＣＣＨ領域が構成される移動局装置５には、複数のＳｅａｒｃｈ　ｓ
ｐａｃｅ（第一のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ、第二のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）が設定
される。移動局装置５に構成される複数の第二のＰＤＣＣＨ領域の一部の第二のＰＤＣＣ
Ｈ領域（第二のＰＤＣＣＨ領域１）には第一の物理リソースマッピングが適用され、異な
る一部の第二のＰＤＣＣＨ領域（第二のＰＤＣＣＨ領域２）には第二の物理リソースマッ
ピングが適用される。
【０１１８】
　第一のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補の数は、第二のＳｅａｒｃｈ
　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨの候補の数と異なりうる。例えば、基本的にプリコーデ
ィング処理が適用される第二のＰＤＣＣＨが用いられ、何かしらの状況により適したプリ
コーディング処理の実現が基地局装置３において困難な場合にプリコーディング処理が適
用されず、周波数ダイバーシチ効果を有する第二のＰＤＣＣＨが用いられるような制御を
行うためには、第一のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補の数を第二のＳ
ｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補の数より多く設定してもよい。
【０１１９】
　また、あるＥ－ＣＣＥ集合数では、第一のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣ
Ｈ候補の数と第二のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補の数とが同じで、
異なるＥ－ＣＣＥ集合数では、第一のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補
の数と第二のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補の数とが異なりうる。ま
た、あるＥ－ＣＣＥ集合数では、第一のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候
補の数が第二のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補の数より多く、異なる
Ｅ－ＣＣＥ集合数では、第一のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補の数が
第二のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補の数より少ないとすることもで
きる。
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【０１２０】
　また、あるＥ－ＣＣＥ集合数の第二のＰＤＣＣＨ候補が、一方の第二のＰＤＣＣＨ領域
のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅには設定され、異なる一方の第二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａ
ｒｃｈ　ｓｐａｃｅには設定されないとすることもできる。
【０１２１】
　また、移動局装置５に構成される第二のＰＤＣＣＨ領域の数に応じて、１つの第二のＰ
ＤＣＣＨ領域内のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣＣＨ候補数を変動させるよう
にすることができる。例えば、移動局装置５に構成される第二のＰＤＣＣＨ領域の数が増
えるにつれ、１つの第二のＰＤＣＣＨ領域内のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅの第二のＰＤＣ
ＣＨ候補数を少なくする。
【０１２２】
　＜基地局装置３の全体構成＞
　以下、図１、図２、図３を用いて、本実施形態に係る基地局装置３の構成について説明
する。図１は、本発明の実施形態に係る基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である
。この図に示すように、基地局装置３は、受信処理部（第二の受信処理部）１０１、無線
リソース制御部（第二の無線リソース制御部）１０３、制御部（第二の制御部）１０５、
および、送信処理部（第二の送信処理部）１０７を含んで構成される。
【０１２３】
　受信処理部１０１は、制御部１０５の指示に従い、受信アンテナ１０９により移動局装
置５から受信した、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨの受信信号をＵＬ　ＲＳを用いて復調し、復
号して、制御情報、情報データを抽出する。受信処理部１０１は、自装置が移動局装置５
にＰＵＣＣＨのリソースを割り当てた上りリンクサブフレーム、ＵＬ　ＰＲＢに対してＵ
ＣＩを抽出する処理を行なう。受信処理部１０１は、何れの上りリンクサブフレーム、何
れのＵＬ　ＰＲＢに対してどのような処理を行なうかを制御部１０５から指示される。例
えば、受信処理部１０１は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ用のＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａ
ｔ　１ａ、ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ　１ｂ）の信号に対して時間領域での符号系列の乗
算と合成、周波数領域での符号系列の乗算と合成を行う検出処理を制御部１０５から指示
される。また、受信処理部１０１は、ＰＵＣＣＨからＵＣＩを検出する処理に用いる周波
数領域の符号系列および／または時間領域の符号系列を制御部１０５から指示される。受
信処理部１０１は、抽出したＵＣＩを制御部１０５に出力し、情報データを上位層に出力
する。受信処理部１０１の詳細については、後述する。
【０１２４】
　また、受信処理部１０１は、制御部１０５の指示に従い、受信アンテナ１０９により移
動局装置５から受信したＰＲＡＣＨの受信信号から、プリアンブル系列を検出（受信）す
る。また、受信処理部１０１は、プリアンブル系列の検出と共に、到来タイミング（受信
タイミング）の推定も行う。受信処理部１０１は、自装置がＰＲＡＣＨのリソースを割り
当てた上りリンクサブフレーム、ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒに対してプリアンブル系列を検
出する処理を行う。受信処理部１０１は、推定した到来タイミングに関する情報を制御部
１０５に出力する。
【０１２５】
　また、受信処理部１０１は、移動局装置５から受信したＳＲＳを用いて１個以上のＵＬ
　ＰＲＢ（ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）のチャネル品質を測定する。また、受信処理部１０
１は、移動局装置５から受信したＳＲＳを用いて上りリンクの同期ずれを検出（算出、測
定）する。受信処理部１０１は、何れの上りリンクサブフレーム、何れのＵＬ　ＰＲＢ（
ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）に対してどのような処理を行うかを制御部１０５から指示され
る。受信処理部１０１は、測定したチャネル品質、検出した上りリンクの同期ずれに関す
る情報を制御部１０５に出力する。受信処理部１０１の詳細については、後述する。
【０１２６】
　無線リソース制御部１０３は、ＰＤＣＣＨ（第一のＰＤＣＣＨ、第二のＰＤＣＣＨ）に
対するリソースの割り当て、ＰＵＣＣＨに対するリソースの割り当て、ＰＤＳＣＨに対す
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るＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒの割り当て、ＰＵＳＣＨに対するＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒの割
り当て、ＰＲＡＣＨに対するリソースの割り当て、ＳＲＳに対するリソースの割り当て、
各種チャネルの変調方式・符号化率・送信電力制御値・プリコーディング処理に用いる位
相回転量（重み付け値）、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのプリコーディング処理に用い
る位相回転量（重み付け値）などを設定する。なお、無線リソース制御部１０３は、ＰＵ
ＣＣＨに対する周波数領域の符号系列、時間領域の符号系列なども設定する。また、無線
リソース制御部１０３は、複数の第二のＰＤＣＣＨ領域を設定し、それぞれの第二のＰＤ
ＣＣＨ領域に用いるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒを設定する。また、無線リソース制御部１０
３は、それぞれの第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソースマッピングを設定する。また、無
線リソース制御部１０３は、第一の物理リソースマッピングが設定される第二のＰＤＣＣ
Ｈ領域に対して、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補（候補の組
み合わせ）（候補セット）を設定する。また、無線リソース制御部１０３は、第一の物理
リソースマッピングが設定される第二のＰＤＣＣＨ領域に対して、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉ
ｒ内に配置するＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの本数を設定する。また、
無線リソース制御部１０３は、第一の物理リソースマッピングが設定される第二のＰＤＣ
ＣＨ領域に対して設定したＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの本数（総数）
に応じて、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を送信する送信アンテナを設
定する。無線リソース制御部１０３で設定された情報の一部は送信処理部１０７を介して
移動局装置５に通知され、例えば第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒを示す
情報、第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソースマッピングを示す情報（第一の物理リソース
マッピング、または第二の物理リソースマッピングを示す情報）、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補を示す情報、第二のＰＤＣＣＨ領域に対して設定し
たＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの本数を示す情報が移動局装置５に通知
される。
【０１２７】
　また、無線リソース制御部１０３は、受信処理部１０１においてＰＵＣＣＨを用いて取
得され、制御部１０５を介して入力されたＵＣＩに基づいてＰＤＳＣＨの無線リソースの
割り当てなどを設定する。例えば、無線リソース制御部１０３は、ＰＵＣＣＨを用いて取
得されたＡＣＫ／ＮＡＣＫが入力された場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫでＮＡＣＫが示されたＰ
ＤＳＣＨのリソースの割り当てを移動局装置５に対して行なう。
【０１２８】
　無線リソース制御部１０３は、各種制御信号を制御部１０５に出力する。例えば、制御
信号は、第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソースマッピングを示す制御信号、第二のＰＤＣ
ＣＨ領域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの本数を示す制御信号、第二の
ＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を送信する送信アンテ
ナを示す制御信号、第二のＰＤＣＣＨのリソースの割り当てを示す制御信号、プリコーデ
ィング処理に用いる位相回転量を示す制御信号などである。
【０１２９】
　制御部１０５は、無線リソース制御部１０３から入力された制御信号に基づき、ＰＤＳ
ＣＨに対するＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒの割り当て、ＰＤＣＣＨに対するリソースの割り当
て、ＰＤＳＣＨに対する変調方式の設定、ＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣＨに対する符号化率
（第二のＰＤＣＣＨのＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ）の設定、第
二のＰＤＣＣＨ領域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの設定、Ｅ－ＣＣＥの信号を送信す
る送信アンテナの設定、ＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣＨおよびＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒ
Ｓに対するプリコーディング処理の設定などの制御を送信処理部１０７に対して行なう。
また、制御部１０５は、無線リソース制御部１０３から入力された制御信号に基づき、Ｐ
ＤＣＣＨを用いて送信されるＤＣＩを生成し、送信処理部１０７に出力する。ＰＤＣＣＨ
を用いて送信されるＤＣＩは、下りリンクアサインメント、上りリンクグラントなどであ
る。また、制御部１０５は、第二のＰＤＣＣＨ領域を示す情報、第二のＰＤＣＣＨ領域の
物理リソースマッピングを示す情報、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅ
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ｒの候補（Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅが設定されるＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｎ　
ｎｕｍｂｅｒ）を示す情報、第二のＰＤＣＣＨ領域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送
信アンテナの本数を示す情報などを、送信処理部１０７を介して、移動局装置５にＰＤＳ
ＣＨを用いて送信するように制御を行なう。
【０１３０】
　制御部１０５は、無線リソース制御部１０３から入力された制御信号に基づき、ＰＵＳ
ＣＨに対するＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒの割り当て、ＰＵＣＣＨに対するリソースの割り当
て、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの変調方式の設定、ＰＵＳＣＨの符号化率の設定、ＰＵ
ＣＣＨに対する検出処理、ＰＵＣＣＨに対する符号系列の設定、ＰＲＡＣＨに対するリソ
ースの割り当て、ＳＲＳに対するリソースの割り当てなどの制御を受信処理部１０１に対
して行なう。また、制御部１０５は、移動局装置５によってＰＵＣＣＨを用いて送信され
たＵＣＩが受信処理部１０１より入力され、入力されたＵＣＩを無線リソース制御部１０
３に出力する。
【０１３１】
　また、制御部１０５は、受信処理部１０１より、検出されたプリアンブル系列の到来タ
イミングを示す情報、受信されたＳＲＳから検出された上りリンクの同期ずれを示す情報
が入力され、上りリンクの送信タイミングの調整値（TA: Timing Advance、Timing Adjus
tment、Timing Alignment）（TA value）を算出する。算出された上りリンクの送信タイ
ミングの調整値を示す情報（TA command）は、送信処理部１０７を介して移動局装置５に
通知される。
【０１３２】
　送信処理部１０７は、制御部１０５から入力された制御信号に基づき、ＰＤＣＣＨ、Ｐ
ＤＳＣＨを用いて送信する信号を生成して、送信アンテナ１１１を介して送信する。送信
処理部１０７は、無線リソース制御部１０３から入力された、第二のＰＤＣＣＨ領域を示
す情報、第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソースマッピングを示す情報、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇ
ｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補を示す情報、第二のＰＤＣＣＨ領域のＵＥ－ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの本数を示す情報、上位層から入力された情報デー
タ等を、ＰＤＳＣＨを用いて移動局装置５に対して送信し、制御部１０５から入力された
ＤＣＩをＰＤＣＣＨ（第一のＰＤＣＣＨ、第二のＰＤＣＣＨ）を用いて移動局装置５に対
して送信する。また、送信処理部１０７は、ＣＲＳ、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ、Ｃ
ＳＩ－ＲＳを送信する。なお、説明の簡略化のため、以降、情報データは数種の制御に関
する情報を含むものとする。送信処理部１０７の詳細については、後述する。
【０１３３】
　＜基地局装置３の送信処理部１０７の構成＞
　以下、基地局装置３の送信処理部１０７の詳細について説明する。図２は、本発明の実
施形態に係る基地局装置３の送信処理部１０７の構成を示す概略ブロック図である。この
図に示すように、送信処理部１０７は、複数の物理下りリンク共用チャネル処理部２０１
－１～２０１－Ｍ（以下、物理下りリンク共用チャネル処理部２０１－１～２０１－Ｍを
合わせて物理下りリンク共用チャネル処理部２０１と表す）、複数の物理下りリンク制御
チャネル処理部２０３－１～２０３－Ｍ（以下、物理下りリンク制御チャネル処理部２０
３－１～２０３－Ｍを合わせて物理下りリンク制御チャネル処理部２０３と表す）、下り
リンクパイロットチャネル処理部２０５、プリコーディング処理部２３１、多重部２０７
、ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Transform; 高速逆フーリエ変換）部２０９、ＧＩ（
Guard Interval; ガードインターバル）挿入部２１１、Ｄ／Ａ（Digital/Analog convert
er; ディジタルアナログ変換）部２１３、送信ＲＦ（Radio Frequency; 無線周波数）部
２１５、および、送信アンテナ１１１を含んで構成される。なお、各物理下りリンク共用
チャネル処理部２０１、各物理下りリンク制御チャネル処理部２０３は、それぞれ、同様
の構成および機能を有するので、その一つを代表して説明する。なお、説明の簡略化のた
め、送信アンテナ１１１は、複数のアンテナポート（アンテナポート０～２２）をまとめ
たものとする。
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【０１３４】
　また、この図に示すように、物理下りリンク共用チャネル処理部２０１は、それぞれ、
ターボ符号部２１９、データ変調部２２１およびプリコーディング処理部２２９を備える
。また、この図に示すように、物理下りリンク制御チャネル処理部２０３は、畳み込み符
号部２２３、ＱＰＳＫ変調部２２５およびプリコーディング処理部２２７を備える。物理
下りリンク共用チャネル処理部２０１は、移動局装置５への情報データをＯＦＤＭ方式で
伝送するためのベースバンド信号処理を行なう。ターボ符号部２１９は、入力された情報
データを、制御部１０５から入力された符号化率で、データの誤り耐性を高めるためのタ
ーボ符号化を行ない、データ変調部２２１に出力する。データ変調部２２１は、ターボ符
号部２１９が符号化したデータを、制御部１０５から入力された変調方式、例えば、ＱＰ
ＳＫ（四位相偏移変調; Quadrature Phase Shift Keying）、１６ＱＡＭ（16値直交振幅
変調; 16 Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ（64値直交振幅変調; 64 Qua
drature Amplitude Modulation）のような変調方式で変調し、変調シンボルの信号系列を
生成する。データ変調部２２１は、生成した信号系列を、プリコーディング処理部２２９
に出力する。プリコーディング処理部２２９は、データ変調部２２１から入力された信号
に対してプリコーディング処理（ビームフォーミング処理）を行い、多重部２０７に出力
する。ここで、プリコーディング処理は、移動局装置５が効率よく受信できるように（例
えば、受信電力が最大になるように、干渉が最小になるように）、生成する信号に対して
位相回転などを行うことが好ましい。なお、プリコーディング処理部２２９は、データ変
調部２２１から入力された信号に対してプリコーディング処理を行わない場合は、データ
変調部２２１から入力された信号をそのまま多重部２０７に出力する。
【０１３５】
　物理下りリンク制御チャネル処理部２０３は、制御部１０５から入力されたＤＣＩを、
ＯＦＤＭ方式で伝送するためのベースバンド信号処理を行なう。畳み込み符号部２２３は
、制御部１０５から入力された符号化率に基づき、ＤＣＩの誤り耐性を高めるための畳み
込み符号化を行なう。ここで、ＤＣＩはビット単位で制御される。なお、第二のＰＤＣＣ
Ｈで送信されるＤＣＩの符号化率は、設定されたＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
ｎｕｍｂｅｒと関連する。また、畳み込み符号部２２３は、制御部１０５から入力された
符号化率に基づき、畳み込み符号化の処理を行なったビットに対して出力ビットの数を調
整するためにレートマッチングも行なう。畳み込み符号部２２３は、符号化したＤＣＩを
ＱＰＳＫ変調部２２５に出力する。ＱＰＳＫ変調部２２５は、畳み込み符号部２２３が符
号化したＤＣＩを、ＱＰＳＫ変調方式で変調し、変調した変調シンボルの信号系列を、プ
リコーディング処理部２２７に出力する。プリコーディング処理部２２７は、ＱＰＳＫ変
調部２２５から入力された信号に対してプリコーディング処理を行い、多重部２０７に出
力する。なお、プリコーディング処理部２２７は、ＱＰＳＫ変調部２２５から入力された
信号に対してプリコーディング処理を行わず、多重部２０７に出力することができる。
【０１３６】
　下りリンクパイロットチャネル処理部２０５は、移動局装置５において既知の信号であ
る下りリンク参照信号（ＣＲＳ、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ）を生成
し、プリコーディング処理部２３１に出力する。移動局装置５に対して設定された、Ｌｏ
ｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨのＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ
の候補に関連して、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが生成される。プリコーディング処理
部２３１は、下りリンクパイロットチャネル処理部２０５より入力されたＣＲＳ、ＣＳＩ
－ＲＳ、一部のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに対してはプリコーディング処理を行わず
、多重部２０７に出力する。例えば、プリコーディング処理部２３１でプリコーディング
処理が行われないＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳは、第二の物理リソースマッピングの第
二のＰＤＣＣＨ領域で第二のＰＤＣＣＨに用いられるＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ－
ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳである。プリコーディング処理部２３１は、下りリンクパイロッ
トチャネル処理部２０５より入力された一部のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに対してプ
リコーディング処理を行ない、多重部２０７に出力する。例えば、プリコーディング処理



(36) JP 5843390 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

部２３１でプリコーディング処理が行われるＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳは、第一の物
理リソースマッピングの第二のＰＤＣＣＨ領域で第二のＰＤＣＣＨに用いられるＤＬ　Ｐ
ＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳである。プリコーディング処理部２３
１は、プリコーディング処理部２２９においてＰＤＳＣＨに行われる処理、および／また
はプリコーディング処理部２２７において第二のＰＤＣＣＨに行なわれる処理と同様の処
理を一部のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに対して行なう。より詳細には、プリコーディ
ング処理部２３１は、あるＥ－ＣＣＥの信号に対してプリコーディング処理を実行し、そ
のＥ－ＣＣＥとアンテナポートが対応したＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに対しても同様
のプリコーディング処理を実行する。そのため、移動局装置５においてプリコーディング
処理が適用された第二のＰＤＣＣＨの信号を復調するに際し、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　
ＲＳは、下りリンクにおける伝搬路（伝送路）の変動とプレコーディング処理部２２７に
よる位相回転があわさった等化チャネルの推定に用いられることができる。すなわち、基
地局装置３は、移動局装置５に対して、プレコーディング処理部２２７によるプレコーデ
ィング処理の情報（位相回転量）を通知する必要が無く、移動局装置５はプレコーディン
グ処理された信号を復調することができる。図１９に示すように、第二のＰＤＣＣＨ領域
で２本の送信アンテナのＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが配置されうる場合は、基地局装
置３は、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の２個毎のＥ－ＣＣＥの信号に対して、独立にプレコ
ーディング処理を実行することができる。図２０に示すように、第二のＰＤＣＣＨ領域で
４本の送信アンテナのＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが配置されうる場合は、基地局装置
３は、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＥ－ＣＣＥ毎の信号に対して、独立にプレコーディン
グ処理を実行することができる。なお、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて伝搬路補
償などの復調処理が行われるＰＤＳＣＨ、第二のＰＤＣＣＨにプリコーディング処理が用
いられない場合などは、プリコーディング処理部２３１は、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒ
Ｓに対してプリコーディング処理を行わず、多重部２０７に出力する。
【０１３７】
　多重部２０７は、下りリンクパイロットチャネル処理部２０５から入力された信号と、
物理下りリンク共用チャネル処理部２０１各々から入力された信号と、物理下りリンク制
御チャネル処理部２０３各々から入力された信号とを、制御部１０５からの指示に従って
、下りリンクサブフレームに多重する。無線リソース制御部１０３によって設定されたＰ
ＤＳＣＨに対するＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒの割り当て、ＰＤＣＣＨ（第一のＰＤＣＣＨ、
第二のＰＤＣＣＨ）に対するリソースの割り当て、第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソース
マッピングに関する制御信号が制御部１０５に入力され、その制御信号に基づき、制御部
１０５は多重部２０７の処理を制御する。例えば、多重部２０７は、無線リソース制御部
１０３によって設定されたＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒで第二の
ＰＤＣＣＨの信号を下りリンクのリソースに多重する。多重部２０７は、多重化した信号
を、ＩＦＦＴ部２０９に出力する。
【０１３８】
　ＩＦＦＴ部２０９は、多重部２０７が多重化した信号を高速逆フーリエ変換し、ＯＦＤ
Ｍ方式の変調を行ない、ＧＩ挿入部２１１に出力する。ＧＩ挿入部２１１は、ＩＦＦＴ部
２０９がＯＦＤＭ方式の変調を行なった信号に、ガードインターバルを付加することで、
ＯＦＤＭ方式におけるシンボルからなるベースバンドのディジタル信号を生成する。周知
のように、ガードインターバルは、伝送するＯＦＤＭシンボルの先頭または末尾の一部を
複製することによって生成される。ＧＩ挿入部２１１は、生成したベースバンドのディジ
タル信号をＤ／Ａ部２１３に出力する。Ｄ／Ａ部２１３は、ＧＩ挿入部２１１から入力さ
れたベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、送信ＲＦ部２１５に出力す
る。送信ＲＦ部２１５は、Ｄ／Ａ部２１３から入力されたアナログ信号から、中間周波数
の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去す
る。次に、送信ＲＦ部２１５は、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコン
バート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送信アンテナ１１１を介して、移
動局装置５に送信する。
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【０１３９】
　＜基地局装置３の受信処理部１０１の構成＞
　以下、基地局装置３の受信処理部１０１の詳細について説明する。図３は、本発明の実
施形態に係る基地局装置３の受信処理部１０１の構成を示す概略ブロック図である。この
図に示すように、受信処理部１０１は、受信ＲＦ部３０１、Ａ／Ｄ（Analog/Digital con
verter; アナログディジタル変換）部３０３、シンボルタイミング検出部３０９、ＧＩ除
去部３１１、ＦＦＴ部３１３、サブキャリアデマッピング部３１５、伝搬路推定部３１７
、ＰＵＳＣＨ用の伝搬路等化部３１９、ＰＵＣＣＨ用の伝搬路等化部３２１、ＩＤＦＴ部
３２３、データ復調部３２５、ターボ復号部３２７、物理上りリンク制御チャネル検出部
３２９、プリアンブル検出部３３１、およびＳＲＳ処理部３３３を含んで構成される。
【０１４０】
　受信ＲＦ部３０１は、受信アンテナ１０９で受信された信号を、適切に増幅し、中間周
波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維
持されるように増幅レベルを制御し、受信された信号の同相成分および直交成分に基づい
て、直交復調する。受信ＲＦ部３０１は、直交復調したアナログ信号を、Ａ／Ｄ部３０３
に出力する。Ａ／Ｄ部３０３は、受信ＲＦ部３０１が直交復調したアナログ信号をディジ
タル信号に変換し、変換したディジタル信号をシンボルタイミング検出部３０９およびＧ
Ｉ除去部３１１に出力する。
【０１４１】
　シンボルタイミング検出部３０９は、Ａ／Ｄ部３０３より入力された信号に基づいて、
シンボルのタイミングを検出し、検出したシンボル境界のタイミングを示す制御信号を、
ＧＩ除去部３１１に出力する。ＧＩ除去部３１１は、シンボルタイミング検出部３０９か
らの制御信号に基づいて、Ａ／Ｄ部３０３より入力された信号からガードインターバルに
相当する部分を除去し、残りの部分の信号を、ＦＦＴ部３１３に出力する。ＦＦＴ部３１
３は、ＧＩ除去部３１１から入力された信号を高速フーリエ変換し、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａ
ｄ－ＯＦＤＭ方式の復調を行ない、サブキャリアデマッピング部３１５に出力する。なお
、ＦＦＴ部３１３のポイント数は、後述する移動局装置５のＩＦＦＴ部のポイント数と等
しい。
【０１４２】
　サブキャリアデマッピング部３１５は、制御部１０５から入力された制御信号に基づき
、ＦＦＴ部３１３が復調した信号を、ＤＭ　ＲＳと、ＳＲＳと、ＰＵＳＣＨの信号と、Ｐ
ＵＣＣＨの信号とに分離する。サブキャリアデマッピング部３１５は、分離したＤＭ　Ｒ
Ｓを伝搬路推定部３１７に出力し、分離したＳＲＳをＳＲＳ処理部３３３に出力し、分離
したＰＵＳＣＨの信号をＰＵＳＣＨ用の伝搬路等化部３１９に出力し、分離したＰＵＣＣ
Ｈの信号をＰＵＣＣＨ用の伝搬路等化部３２１に出力する。
【０１４３】
　伝搬路推定部３１７は、サブキャリアデマッピング部３１５が分離したＤＭ　ＲＳと既
知の信号を用いて伝搬路の変動を推定する。伝搬路推定部３１７は、推定した伝搬路推定
値を、ＰＵＳＣＨ用の伝搬路等化部３１９と、ＰＵＣＣＨ用の伝搬路等化部３２１に出力
する。ＰＵＳＣＨ用の伝搬路等化部３１９は、サブキャリアデマッピング部３１５が分離
したＰＵＳＣＨの信号の振幅および位相を、伝搬路推定部３１７から入力された伝搬路推
定値に基づいて等化する。ここで、等化とは、信号が無線通信中に受けた伝搬路の変動を
元に戻す処理のことを表す。ＰＵＳＣＨ用の伝搬路等化部３１９は、調整した信号をＩＤ
ＦＴ部３２３に出力する。
【０１４４】
　ＩＤＦＴ部３２３は、ＰＵＳＣＨ用の伝搬路等化部３１９から入力された信号を離散逆
フーリエ変換し、データ復調部３２５に出力する。データ復調部３２５は、ＩＤＦＴ部３
２３が変換したＰＵＳＣＨの信号の復調を行ない、復調したＰＵＳＣＨの信号をターボ復
号部３２７に出力する。この復調は、移動局装置５のデータ変調部で用いられる変調方式
に対応した復調であり、変調方式は制御部１０５より入力される。ターボ復号部３２７は
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、データ復調部３２５から入力され、復調されたＰＵＳＣＨの信号から、情報データを復
号する。符号化率は、制御部１０５より入力される。
【０１４５】
　ＰＵＣＣＨ用の伝搬路等化部３２１は、サブキャリアデマッピング部３１５で分離され
たＰＵＣＣＨの信号の振幅および位相を、伝搬路推定部３１７から入力された伝搬路推定
値に基づいて等化する。ＰＵＣＣＨ用の伝搬路等化部３２１は、等化した信号を物理上り
リンク制御チャネル検出部３２９に出力する。
【０１４６】
　物理上りリンク制御チャネル検出部３２９は、ＰＵＣＣＨ用の伝搬路等化部３２１から
入力された信号を復調、復号し、ＵＣＩを検出する。物理上りリンク制御チャネル検出部
３２９は、周波数領域、および／または時間領域で符号多重された信号を分離する処理を
行なう。物理上りリンク制御チャネル検出部３２９は、送信側で用いられた符号系列を用
いて周波数領域、および／または時間領域で符号多重されたＰＵＣＣＨの信号からＡＣＫ
／ＮＡＣＫ、ＳＲ、ＣＱＩを検出するための処理を行う。具体的には、物理上りリンク制
御チャネル検出部３２９は、周波数領域での符号系列を用いた検出処理、つまり周波数領
域で符号多重された信号を分離する処理として、ＰＵＣＣＨのサブキャリア毎の信号に対
して符号系列の各符号を乗算した後、各符号を乗算した信号を合成する。具体的には、物
理上りリンク制御チャネル検出部３２９は、時間領域での符号系列を用いた検出処理、つ
まり時間領域での符号多重された信号を分離する処理として、ＰＵＣＣＨのＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボル毎の信号に対して符号系列の各符号を乗算した後、各符号を乗算した信号を合
成する。なお、物理上りリンク制御チャネル検出部３２９は、制御部１０５からの制御信
号に基づき、ＰＵＣＣＨの信号に対する検出処理を設定する。
【０１４７】
　ＳＲＳ処理部３３３は、サブキャリアでマッピング部３１５から入力されたＳＲＳを用
いて、チャネル品質を測定し、ＵＬ　ＰＲＢ（ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）のチャネル品質
の測定結果を制御部１０５に出力する。ＳＲＳ処理部３３３は、どの上りリンクサブフレ
ーム、どのＵＬ　ＰＲＢ（ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ）の信号に対して移動局装置５のチャ
ネル品質の測定を行うかが制御部１０５より指示される。また、ＳＲＳ処理部３３３は、
サブキャリアでマッピング部３１５から入力されたＳＲＳを用いて、上りリンクの同期ず
れを検出し、上りリンクの同期ずれを示す情報（同期ずれ情報）を制御部１０５に出力す
る。なお、ＳＲＳ処理部３３３は、時間領域の受信信号から上りリンクの同期ずれを検出
する処理を行うようにしてもよい。具体的な処理は、後述するプリアンブル検出部３３１
で行われる処理と同等の処理を行うようにしてもよい。
【０１４８】
　プリアンブル検出部３３１は、Ａ／Ｄ部３０３より入力された信号に基づいて、ＰＲＡ
ＣＨに相当する受信信号に対して送信されたプリアンブルを検出（受信）する処理を行う
。具体的には、プリアンブル検出部３３１は、ガードタイム内の様々なタイミングの受信
信号に対して、送信される可能性のある、各プリアンブル系列を用いて生成したレプリカ
の信号との相関処理を行う。例えば、プリアンブル検出部３３１は、相関値が予め設定さ
れた閾値よりも高かった場合、相関処理に用いられたレプリカの信号の生成に用いられた
プリアンブル系列と同一の信号が、移動局装置５より送信されたと判断する。そして、プ
リアンブル検出部３３１は、最も相関値の高いタイミングをプリアンブル系列の到来タイ
ミングと判断する。そして、プリアンブル検出部３３１は、検出したプリアンブル系列を
示す情報と、到来タイミングを示す情報を少なくとも含むプリアンブル検出情報を生成し
、制御部１０５に出力する。
【０１４９】
　制御部１０５は、基地局装置３が、移動局装置５にＰＤＣＣＨを用いて送信した制御情
報（ＤＣＩ）、及びＰＤＳＣＨを用いて送信した制御情報（ＲＲＣシグナリング）に基づ
いて、サブキャリアデマッピング部３１５、データ復調部３２５、ターボ復号部３２７、
伝搬路推定部３１７、および物理上りリンク制御チャネル検出部３２９の制御を行なう。
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また、制御部１０５は、基地局装置３が移動局装置５に送信した制御情報に基づき、各移
動局装置５が送信した（送信した可能性のある）ＰＲＡＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、
ＳＲＳがどのリソース（上りリンクサブフレーム、ＵＬ　ＰＲＢ（ＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉ
ｒ）、周波数領域の符号系列、時間領域の符号系列）により構成されているかを把握して
いる。
【０１５０】
　＜移動局装置５の全体構成＞
　以下、図４、図５、図６を用いて、本実施形態に係る移動局装置５の構成について説明
する。図４は、本発明の実施形態に係る移動局装置５の構成を示す概略ブロック図である
。この図に示すように、移動局装置５は、受信処理部（第一の受信処理部）４０１、無線
リソース制御部（第一の無線リソース制御部）４０３、制御部（第一の制御部）４０５、
送信処理部（第一の送信処理部）４０７を含んで構成される。
【０１５１】
　受信処理部４０１は、基地局装置３から信号を受信し、制御部４０５の指示に従い、受
信信号を復調、復号する。受信処理部４０１は、自装置宛てのＰＤＣＣＨ（第一のＰＤＣ
ＣＨ、第二のＰＤＣＣＨ）の信号を検出した場合は、ＰＤＣＣＨの信号を復号して取得し
たＤＣＩを制御部４０５に出力する。例えば、受信処理部４０１は、基地局装置３から指
定された第二のＰＤＣＣＨ領域内のＳｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅにおいて自装置宛ての第二
のＰＤＣＣＨを検出する処理を行う。例えば、受信処理部４０１は、基地局装置３から設
定されたＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補に対してＳｅａｒｃ
ｈ　ｓｐａｃｅを設定して、自装置宛ての第二のＰＤＣＣＨを検出する処理を行う。例え
ば、受信処理部４０１は、基地局装置３から指定された第二のＰＤＣＣＨ領域内のＵＥ－
ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて伝搬路の推定を行い、第二のＰＤＣＣＨの信号の復調を
行ない、自装置宛ての制御情報を含む信号を検出する処理を行う。例えば、受信処理部４
０１は、基地局装置３から通知された第二のＰＤＣＣＨ領域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　
ＲＳの本数に応じて、Ｅ－ＣＣＥ内で第二のＰＤＣＣＨの信号が配置されうる下りリンク
リソースエレメントを認識して、自装置宛ての制御情報を含む信号を検出する処理を行う
。例えば、受信処理部４０１は、基地局装置３から通知された第二のＰＤＣＣＨ領域のＵ
Ｅ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの本数に応じて、第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐ
ａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号の復調に用いるＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳが対応する
送信アンテナ（アンテナポート）を認識して、自装置宛ての制御情報を含む信号を検出す
る処理を行う。
【０１５２】
　また、受信処理部４０１は、ＰＤＣＣＨに含まれるＤＣＩを制御部４０５に出力した後
の制御部４０５の指示に基づき、自装置宛てのＰＤＳＣＨを復号して得た情報データを、
制御部４０５を介して上位層に出力する。ＰＤＣＣＨに含まれるＤＣＩの中で下りリンク
アサインメントがＰＤＳＣＨのリソースの割り当てを示す情報を含む。また、受信処理部
４０１は、ＰＤＳＣＨを復号して得た基地局装置３の無線リソース制御部１０３で生成さ
れた制御情報を制御部４０５に出力し、また制御部４０５を介して自装置の無線リソース
制御部４０３に出力する。例えば、基地局装置３の無線リソース制御部１０３で生成され
た制御情報は、第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒを示す情報、第二のＰＤ
ＣＣＨ領域の物理リソースマッピングを示す情報（第一の物理リソースマッピング、また
は第二の物理リソースマッピングを示す情報）、第二のＰＤＣＣＨ領域のＥ－ＣＣＥ　ａ
ｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補を示す情報、第二のＰＤＣＣＨ領域に配置さ
れうるＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナ（アンテナポート）の本数を示す情
報を含む。
【０１５３】
　また、受信処理部４０１は、ＰＤＳＣＨに含まれる巡回冗長検査（Cyclic Redundancy 
Check: CRC）符号を制御部４０５に出力する。基地局装置３の説明では省略したが、基地
局装置３の送信処理部１０７は情報データからＣＲＣ符号を生成し、情報データとＣＲＣ
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符号をＰＤＳＣＨで送信する。ＣＲＣ符号は、ＰＤＳＣＨに含まれるデータが誤っている
か、誤っていないかを判断するために使われる。例えば、移動局装置５において予め決め
られた生成多項式を用いてデータから生成された情報と、基地局装置３において生成され
、ＰＤＳＣＨで送信されたＣＲＣ符号とが同じ場合はデータが誤っていないと判断され、
移動局装置５において予め決められた生成多項式を用いてデータから生成された情報と、
基地局装置３において生成され、ＰＤＳＣＨで送信されたＣＲＣ符号とが異なる場合はデ
ータが誤っていると判断される。
【０１５４】
　また、受信処理部４０１は、下りリンクの受信品質（RSRP: Reference Signal Receive
d Power; 参照信号受信電力）を測定し、測定結果を制御部４０５に出力する。受信処理
部４０１は、制御部４０５からの指示に基づき、ＣＲＳ、またはＣＳＩ－ＲＳからＲＳＲ
Ｐを測定（計算）する。受信処理部４０１の詳細については後述する。
【０１５５】
　制御部４０５は、ＰＤＳＣＨを用いて基地局装置３から送信され、受信処理部４０１よ
り入力されたデータを確認し、データの中で情報データを上位層に出力し、データの中で
基地局装置３の無線リソース制御部１０３で生成された制御情報に基づいて、受信処理部
４０１、送信処理部４０７を制御する。また、制御部４０５は、無線リソース制御部４０
３からの指示に基づき、受信処理部４０１、送信処理部４０７を制御する。例えば、制御
部４０５は、無線リソース制御部４０３から指示された第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　Ｐ
ＲＢ　ｐａｉｒ内の信号に対して第二のＰＤＣＣＨを検出する処理を行なうように受信処
理部４０１を制御する。例えば、制御部４０５は、無線リソース制御部４０３から指示さ
れた第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソースマッピングを示す情報に基づき、第二のＰＤＣ
ＣＨ領域の物理リソースのデマッピングを行なうように受信処理部４０１を制御する。こ
こで、第二のＰＤＣＣＨ領域の物理リソースのデマッピングとは、例えば、図２１、図２
２に示すように、第二のＰＤＣＣＨ領域内の信号から検出処理を行う第二のＰＤＣＣＨ候
補を構成（形成、構築、作成）する処理のことを意味する。また、制御部４０５は、第二
のＰＤＣＣＨ領域内で第二のＰＤＣＣＨを検出する処理を実行する領域を受信処理部４０
１に対して制御する。具体的には、制御部４０５は、それぞれの第二のＰＤＣＣＨ領域に
対して、Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅを設定するＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎ
ｕｍｂｅｒ、第二のＰＤＣＣＨ領域内で第二のＰＤＣＣＨを検出する処理を実行する最初
のＥ－ＣＣＥの番号、第二のＰＤＣＣＨ候補の数を、それぞれのＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅ
ｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に受信処理部４０１に指示（設定）する。また、制御部４
０５は、無線リソース制御部４０３から指示されたＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－Ｃ
ＣＥと対応するＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナ（アンテナポート）との対
応関係に基づき、各Ｅ－ＣＣＥの信号の復調に対応する送信アンテナ（アンテナポート）
のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いるように受信処理部４０１を制御する。
【０１５６】
　また、制御部４０５は、ＰＤＣＣＨを用いて基地局装置３から送信され、受信処理部４
０１より入力されたＤＣＩに基づいて、受信処理部４０１、送信処理部４０７を制御する
。具体的には、制御部４０５は検出された下りリンクアサインメントに主に基づき受信処
理部４０１を制御し、検出された上りリンクグラントに主に基づき送信処理部４０７を制
御する。また、制御部４０５は下りリンクアサインメントに含まれるＰＵＣＣＨの送信電
力制御コマンドを示す制御情報に基づき送信処理部４０７を制御する。制御部４０５は、
受信処理部４０１より入力されたデータから予め決められた生成多項式を用いて生成した
情報と、受信処理部４０１より入力されたＣＲＣ符号とを比較し、データが誤っているか
否かを判断し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを生成する。また、制御部４０５は、無線リソース制御
部４０３からの指示に基づき、ＳＲ、ＣＱＩを生成する。また、制御部４０５は、基地局
装置３から通知された上りリンクの送信タイミングの調整値等に基づいて、送信処理部４
０７の信号の送信タイミングを制御する。また、制御部４０５は、受信処理部４０１より
入力された下りリンクの受信品質（ＲＳＲＰ）を示す情報を送信するように、送信処理部
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４０７を制御する。なお、基地局装置３の説明では省略したが、基地局装置３は移動局装
置５より通知された下りリンクの受信品質（ＲＳＲＰ）などから、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補を移動局装置５に対して設定する。例えば、基地局
装置３は、下りリンクの受信品質が良い移動局装置５（セル中央付近の移動局装置）に対
しては、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨのＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
ｎｕｍｂｅｒの候補として、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１と、Ｅ－ＣＣＥ　
ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４とを設定する
。例えば、基地局装置３は、下りリンクの受信品質が良くない移動局装置５（セルエッジ
付近の移動局装置）に対しては、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨのＥ－ＣＣＥ　ａ
ｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補として、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４とを設定する。
【０１５７】
　無線リソース制御部４０３は、基地局装置３の無線リソース制御部１０３で生成され、
基地局装置３より通知された制御情報を記憶して保持すると共に、制御部４０５を介して
受信処理部４０１、送信処理部４０７の制御を行なう。つまり、無線リソース制御部４０
３は、各種パラメータなどを保持するメモリの機能を備える。例えば、無線リソース制御
部４０３は、第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒに関する情報、第二のＰＤ
ＣＣＨ領域の物理リソースマッピングに関する情報、第二のＰＤＣＣＨ領域（第一の物理
リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域）のＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａ
ｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補に関する情報、第二のＰＤＣＣＨ領域に配置されうるＵＥ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナ（アンテナポート）の本数に関する情報、第二
のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥと対応するＵＥ－ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナ（アンテナポート）との対応関係を保持し、各種制御信号
を制御部４０５に出力する。無線リソース制御部４０３は、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、Ｓ
ＲＳ、ＰＲＡＣＨの送信電力に関連するパラメータを保持し、基地局装置３より通知され
たパラメータを用いるように制御信号を制御部４０５に出力する。
【０１５８】
　無線リソース制御部４０３は、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＳＲＳ、ＰＲＡＣＨなどの送
信電力に関連するパラメータの値を設定する。無線リソース制御部４０３において設定さ
れた送信電力の値は、制御部４０５により送信処理部４０７に対して出力される。なお、
ＰＵＣＣＨと同じＵＬ　ＰＲＢ内のリソースより構成されるＤＭ　ＲＳは、ＰＵＣＣＨと
同じ送信電力制御が行なわれる。なお、ＰＵＳＣＨと同じＵＬ　ＰＲＢのリソースより構
成されるＤＭ　ＲＳは、ＰＵＳＣＨと同じ送信電力制御が行なわれる。無線リソース制御
部４０３は、ＰＵＳＣＨに対して、ＰＵＳＣＨに割り当てられるＵＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ
の数に基づくパラメータ、予め基地局装置３より通知されたセル固有、および移動局装置
固有のパラメータ、ＰＵＳＣＨに用いられる変調方式に基づくパラメータ、推定されたパ
スロスの値に基づくパラメータ、基地局装置３より通知された送信電力制御コマンドに基
づくパラメータなどの値を設定する。無線リソース制御部４０３は、ＰＵＣＣＨに対して
、ＰＵＣＣＨの信号構成に基づくパラメータ、予め基地局装置３より通知されたセル固有
、および移動局装置固有のパラメータ、推定されたパスロスの値に基づくパラメータ、通
知された送信電力制御コマンドに基づくパラメータなどの値を設定する。
【０１５９】
　なお、送信電力に関連するパラメータとして、セル固有、および移動局装置固有のパラ
メータはＰＤＳＣＨを用いて基地局装置３より通知され、送信電力制御コマンドはＰＤＣ
ＣＨを用いて基地局装置３より通知される。ＰＵＳＣＨに対する送信電力制御コマンドは
上りリンクグラントに含まれ、ＰＵＣＣＨに対する送信電力制御コマンドは下りリンクア
サインメントに含まれる。なお、基地局装置３より通知された、送信電力に関連する各種
パラメータは無線リソース制御部４０３において適宜記憶され、記憶された値が制御部４
０５に入力される。
【０１６０】
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　送信処理部４０７は、制御部４０５の指示に従い、情報データ、ＵＣＩを符号化および
変調した信号をＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨのリソースを用いて、基地局装置３に送信アンテ
ナ４１１を介して送信する。また、送信処理部４０７は、制御部４０５の指示に従い、Ｐ
ＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＳＲＳ、ＤＭ　ＲＳ、ＰＲＡＣＨの送信電力を設定する。送信処
理部４０７の詳細については後述する。
【０１６１】
　＜移動局装置５の受信処理部４０１＞
　以下、移動局装置５の受信処理部４０１の詳細について説明する。図５は、本発明の実
施形態に係る移動局装置５の受信処理部４０１の構成を示す概略ブロック図である。この
図に示すように、受信処理部４０１は、受信ＲＦ部５０１、Ａ／Ｄ部５０３、シンボルタ
イミング検出部５０５、ＧＩ除去部５０７、ＦＦＴ部５０９、多重分離部５１１、伝搬路
推定部５１３、ＰＤＳＣＨ用の伝搬路補償部５１５、物理下りリンク共用チャネル復号部
５１７、ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償部５１９、物理下りリンク制御チャネル復号部５２１
、下りリンク受信品質測定部５３１、およびＰＤＣＣＨデマッピング部５３３を含んで構
成される。また、この図に示すように、物理下りリンク共用チャネル復号部５１７は、デ
ータ復調部５２３、および、ターボ復号部５２５、を備える。また、この図に示すように
、物理下りリンク制御チャネル復号部５２１は、ＱＰＳＫ復調部５２７、および、ビタビ
デコーダ部５２９、を備える。
【０１６２】
　受信ＲＦ部５０１は、受信アンテナ４０９で受信した信号を、適切に増幅し、中間周波
数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持
されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交成分に基づいて、
直交復調する。受信ＲＦ部５０１は、直交復調したアナログ信号を、Ａ／Ｄ部５０３に出
力する。
【０１６３】
　Ａ／Ｄ部５０３は、受信ＲＦ部５０１が直交復調したアナログ信号をディジタル信号に
変換し、変換したディジタル信号を、シンボルタイミング検出部５０５と、ＧＩ除去部５
０７と、に出力する。シンボルタイミング検出部５０５は、Ａ／Ｄ部５０３が変換したデ
ィジタル信号に基づいて、シンボルのタイミングを検出し、検出したシンボル境界のタイ
ミングを示す制御信号を、ＧＩ除去部５０７に出力する。ＧＩ除去部５０７は、シンボル
タイミング検出部５０５からの制御信号に基づいて、Ａ／Ｄ部５０３の出力したディジタ
ル信号からガードインターバルに相当する部分を除去し、残りの部分の信号を、ＦＦＴ部
５０９に出力する。ＦＦＴ部５０９は、ＧＩ除去部５０７から入力された信号を高速フー
リエ変換し、ＯＦＤＭ方式の復調を行ない、多重分離部５１１に出力する。
【０１６４】
　多重分離部５１１は、制御部４０５から入力された制御信号に基づき、ＦＦＴ部５０９
が復調した信号を、ＰＤＣＣＨ（第一のＰＤＣＣＨ、第二のＰＤＣＣＨ）の信号と、ＰＤ
ＳＣＨの信号とに分離する。多重分離部５１１は、分離したＰＤＳＣＨの信号を、ＰＤＳ
ＣＨ用の伝搬路補償部５１５に出力し、また、分離したＰＤＣＣＨの信号を、ＰＤＣＣＨ
用の伝搬路補償部５１９に出力する。例えば、多重分離部５１１は、自装置に指定された
第二のＰＤＣＣＨ領域の第二のＰＤＣＣＨの信号をＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償部５１９に
出力する。また、多重分離部５１１は、下りリンク参照信号が配置される下りリンクリソ
ースエレメントを分離し、下りリンク参照信号（ＣＲＳ、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ
）を、伝搬路推定部５１３に出力する。例えば、多重分離部５１１は、自装置に指定され
た第二のＰＤＣＣＨ領域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを伝搬路推定部５１３に出力す
る。また、多重分離部５１１は、下りリンク参照信号（ＣＲＳ、ＣＳＩ‐ＲＳ）を下りリ
ンク受信品質測定部５３１に出力する。
【０１６５】
　伝搬路推定部５１３は、多重分離部５１１が分離した下りリンク参照信号と既知の信号
とを用いて伝搬路の変動を推定し、伝搬路の変動を補償するように、振幅および位相を調



(43) JP 5843390 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

整するための伝搬路補償値を、ＰＤＳＣＨ用の伝搬路補償部５１５と、ＰＤＣＣＨ用の伝
搬路補償部５１９に出力する。伝搬路推定部５１３は、ＣＲＳとＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ＲＳをそれぞれ用いて独立に伝搬路の変動を推定し、伝搬路補償値を出力する。例えば
、伝搬路推定部５１３は、自装置に指定された第二のＰＤＣＣＨ領域内の複数のＤＬ　Ｐ
ＲＢ　ｐａｉｒに配置されたＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて推定した伝搬路推定
値から伝搬路補償値を生成し、ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償部５１９に出力する。なお、伝
搬路推定部５１３は、制御部４０５から指定された送信アンテナ（アンテナポート）毎の
ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて、伝搬路推定および伝搬路補償値の生成を行う。
例えば、伝搬路推定部５１３は、自装置に割り当てられ、ＰＤＳＣＨに割り当てられた複
数のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒに配置されたＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて推定し
た伝搬路推定値から伝搬路補償値を生成し、ＰＤＳＣＨ用の伝搬路補償部５１５に出力す
る。例えば、伝搬路推定部５１３は、ＣＲＳを用いて推定した伝搬路推定値から伝搬路補
償値を生成し、ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償部５１９に出力する。例えば、伝搬路推定部５
１３は、ＣＲＳを用いて推定した伝搬路推定値から伝搬路補償値を生成し、ＰＤＳＣＨ用
の伝搬路補償部５１５に出力する。
【０１６６】
　ＰＤＳＣＨ用の伝搬路補償部５１５は、多重分離部５１１が分離したＰＤＳＣＨの信号
の振幅および位相を、伝搬路推定部５１３から入力された伝搬路補償値に従って調整する
。例えば、ＰＤＳＣＨ用の伝搬路補償部５１５は、あるＰＤＳＣＨの信号に対して伝搬路
推定部５１３でＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに基づいて生成された伝搬路補償値に従っ
て調整し、異なるＰＤＳＣＨの信号に対して伝搬路推定部５１３でＣＲＳに基づいて生成
された伝搬路補償値に従って調整する。ＰＤＳＣＨ用の伝搬路補償部５１５は、伝搬路を
調整した信号を物理下りリンク共用チャネル復号部５１７のデータ復調部５２３に出力す
る。
【０１６７】
　物理下りリンク共用チャネル復号部５１７は、制御部４０５からの指示に基づき、ＰＤ
ＳＣＨの復調、復号を行ない、情報データを検出する。データ復調部５２３は、伝搬路補
償部５１５から入力されたＰＤＳＣＨの信号の復調を行ない、復調したＰＤＳＣＨの信号
をターボ復号部５２５に出力する。この復調は、基地局装置３のデータ変調部２２１で用
いられる変調方式に対応した復調である。ターボ復号部５２５は、データ復調部５２３か
ら入力され、復調されたＰＤＳＣＨの信号から情報データを復号し、制御部４０５を介し
て上位層に出力する。なお、ＰＤＳＣＨを用いて送信された、基地局装置３の無線リソー
ス制御部１０３で生成された制御情報等も制御部４０５に出力され、制御部４０５を介し
て無線リソース制御部４０３にも出力される。なお、ＰＤＳＣＨに含まれるＣＲＣ符号も
制御部４０５に出力される。
【０１６８】
　ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償部５１９は、多重分離部５１１が分離したＰＤＣＣＨの信号
の振幅および位相を、伝搬路推定部５１３から入力された伝搬路補償値に従って調整する
。例えば、ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償部５１９は、第二のＰＤＣＣＨの信号に対して伝搬
路推定部５１３でＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに基づいて生成された伝搬路補償値に従
って調整し、第一のＰＤＣＣＨの信号に対して伝搬路推定部５１３でＣＲＳに基づいて生
成された伝搬路補償値に従って調整する。例えば、ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償部５１９は
、第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号を、制御部４
０５から指定され、各Ｅ－ＣＣＥと対応する送信アンテナ（アンテナポート）のＵＥ－ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに基づいて生成された伝搬路補償値に従って調整する。ＰＤＣＣＨ
用の伝搬路補償部５１９は、調整した信号をＰＤＣＣＨデマッピング部５３３に出力する
。
【０１６９】
　ＰＤＣＣＨデマッピング部５３３は、ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償部５１９より入力され
た信号に対して、第一のＰＤＣＣＨ用のデマッピング、または第二のＰＤＣＣＨ用のデマ
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ッピングを行う。更に、ＰＤＣＣＨデマッピング部５３３は、ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補償
部５１９より入力された第二のＰＤＣＣＨの信号に対して、第一の物理リソースマッピン
グに対するデマッピング、または第二の物理リソースマッピングに対するデマッピングを
行う。ＰＤＣＣＨデマッピング部５３３は、入力された第一のＰＤＣＣＨの信号に対して
、物理下りリンク制御チャネル復号部５２１において、図１５に示すＣＣＥ単位で処理が
行われるように、図１６を用いて説明したように、入力された第一のＰＤＣＣＨの信号を
ＣＣＥ単位の信号に変換する。ＰＤＣＣＨデマッピング部５３３は、入力された第二のＰ
ＤＣＣＨの信号に対して、物理下りリンク制御チャネル復号部５２１において、図１８に
示すＥ－ＣＣＥ単位で処理が行われるように、入力された第二のＰＤＣＣＨの信号をＥ－
ＣＣＥ単位の信号に変換する。ＰＤＣＣＨデマッピング部５３３は、入力された、第一の
物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域の第二のＰＤＣＣＨの信号を
、図２１を用いて説明したように、Ｅ－ＣＣＥ単位の信号に変換する。ＰＤＣＣＨデマッ
ピング部５３３は、入力された、第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤ
ＣＣＨ領域の第二のＰＤＣＣＨの信号を、図２２を用いて説明したように、Ｅ－ＣＣＥ単
位の信号に変換する。ＰＤＣＣＨデマッピング部５３３は、変換した信号を物理下りリン
ク制御チャネル復号部５２１のＱＰＳＫ復調部５２７に出力する。
【０１７０】
　物理下りリンク制御チャネル復号部５２１は、以下のように、ＰＤＣＣＨ用の伝搬路補
償部５１９から入力された信号を復調、復号し、制御データを検出する。ＱＰＳＫ復調部
５２７は、ＰＤＣＣＨの信号に対してＱＰＳＫ復調を行ない、ビタビデコーダ部５２９に
出力する。ビタビデコーダ部５２９は、ＱＰＳＫ復調部５２７が復調した信号を復号し、
復号したＤＣＩを制御部４０５に出力する。ここで、この信号はビット単位で表現され、
ビタビデコーダ部５２９は、入力ビットに対してビタビデコーディング処理を行なうビッ
トの数を調整するためにレートデマッチングも行なう。
【０１７１】
　先ず、第一のＰＤＣＣＨに対する検出処理について説明する。移動局装置５は、複数の
ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを想定して、自装置宛てのＤＣＩを検出
する処理を行なう。移動局装置５は、想定するＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍ
ｂｅｒ（符号化率）毎に異なる復号処理を第一のＰＤＣＣＨの信号に対して行ない、ＤＣ
Ｉと一緒に第一のＰＤＣＣＨに付加されるＣＲＣ符号に誤りが検出されなかった第一のＰ
ＤＣＣＨに含まれるＤＣＩを取得する。このような処理をブラインドデコーディングと称
す。なお、移動局装置５は、下りリンクシステム帯域の全てのＣＣＥ（ＲＥＧ）の信号（
受信信号）に対して第一のＰＤＣＣＨを想定したブラインドデコーディングを行なうので
はなく、一部のＣＣＥに対してのみブラインドデコーディングを行なう。ブラインドデコ
ーディングが行なわれる一部のＣＣＥ（ＣＣＥｓ）をＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第一の
ＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）と呼称する。また、ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａ
ｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に異なるＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第一のＰＤＣＣＨ用のＳ
ｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）が定義される。本発明の実施形態の通信システム１では、第一
のＰＤＣＣＨに対して、それぞれ異なるＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第一のＰＤＣＣＨ用
のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）が移動局装置５において設定される。ここで、各移動局装
置５の第一のＰＤＣＣＨに対するＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第一のＰＤＣＣＨ用のＳｅ
ａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）は、全く異なるＣＣＥ（ＣＣＥｓ）により構成されてもよいし、
全く同じＣＣＥ（ＣＣＥｓ）により構成されてもよいし、一部が重複するＣＣＥ（ＣＣＥ
ｓ）により構成されてもよい。
【０１７２】
　次に、第二のＰＤＣＣＨに対する検出処理について説明する。移動局装置５は、複数の
Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒを想定して、自装置宛てのＤＣＩを
検出する処理を行なう。第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領
域で用いられる可能性のある、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候
補が基地局装置３から移動局装置５に設定されうる。移動局装置５は、想定するＥ－ＣＣ
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Ｅ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ（符号化率）毎に異なる復号処理を第二のＰ
ＤＣＣＨの信号に対して行ない、ＤＣＩと一緒に第二のＰＤＣＣＨに付加されるＣＲＣ符
号に誤りが検出されなかった第二のＰＤＣＣＨに含まれるＤＣＩを取得する。このような
処理をブラインドデコーディングと称す。なお、移動局装置５は、基地局装置３から構成
された第二のＰＤＣＣＨ領域の全てのＥ－ＣＣＥの信号（受信信号）に対して第二のＰＤ
ＣＣＨを想定したブラインドデコーディングを行なうのではなく、一部のＥ－ＣＣＥに対
してのみブラインドデコーディングを行なってもよい。ブラインドデコーディングが行な
われる一部のＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥｓ）をＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣ
Ｈ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）と呼称する。また、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に異なるＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａ
ｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）が定義される。複数の第二のＰＤＣＣＨ領域が構成された移動局装
置５は、それぞれの構成された第二のＰＤＣＣＨ領域にＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅが設定
（構成、定義）される。移動局装置５は、第一の物理リソースマッピングが適用される第
二のＰＤＣＣＨ領域と、第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領
域とのそれぞれに対して、Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅが設定される。複数の第二のＰＤＣ
ＣＨ領域が構成された移動局装置５は、ある下りリンクサブフレームにおいて同時に複数
のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅが設定される。
【０１７３】
　本発明の実施形態の通信システム１では、第二のＰＤＣＣＨに対して、それぞれ異なる
Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）が移動局
装置５において設定される。ここで、同じ第二のＰＤＣＣＨ領域が構成された各移動局装
置５の第二のＰＤＣＣＨに対するＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅ
ａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）は、全く異なるＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥｓ）により構成されても
よいし、全く同じＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥｓ）により構成されてもよいし、一部が重複す
るＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥｓ）により構成されてもよい。
【０１７４】
　複数の第二のＰＤＣＣＨ領域が構成された移動局装置５は、各第二のＰＤＣＣＨ領域に
おいてＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）が
設定される。Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃ
ｅ）とは、移動局装置５が第二のＰＤＣＣＨ領域内で第二のＰＤＣＣＨの復号検出を行な
う論理的な領域を意味する。Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒ
ｃｈ　ｓｐａｃｅ）は、複数の第二のＰＤＣＣＨ候補から構成される。第二のＰＤＣＣＨ
候補とは、移動局装置５が第二のＰＤＣＣＨの復号検出を行う対象である。Ｅ－ＣＣＥ　
ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ毎に、異なる第二のＰＤＣＣＨ候補は異なるＥ－
ＣＣＥ（１つのＥ－ＣＣＥ、複数のＥ－ＣＣＥｓを含む）から構成される。第一の物理リ
ソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二
のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）の複数の第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する
Ｅ－ＣＣＥは、Ｅ－ＣＣＥ番号の連続する複数のＥ－ＣＣＥから構成される。第二のＰＤ
ＣＣＨ領域内でＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａ
ｃｅ）に用いられる最初のＥ－ＣＣＥ番号が移動局装置５毎に設定される。第二の物理リ
ソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二
のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）の複数の第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する
Ｅ－ＣＣＥは、Ｅ－ＣＣＥ番号の非連続な複数のＥ－ＣＣＥから構成される。第二のＰＤ
ＣＣＨ領域内でＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａ
ｃｅ）に用いられる最初のＥ－ＣＣＥ番号が移動局装置５毎に、第二のＰＤＣＣＨ領域毎
に設定される。例えば、移動局装置５に割り当てられた識別子（移動局識別子）を用いた
ランダム関数により、Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　
ｓｐａｃｅ）に用いられる最初のＥ－ＣＣＥ番号が設定される。例えば、基地局装置３が
ＲＲＣシグナリングを用いて、Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａ
ｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）に用いられる最初のＥ－ＣＣＥ番号を移動局装置５に通知する。
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【０１７５】
　複数の第二のＰＤＣＣＨ領域のそれぞれのＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣ
Ｈ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）では、第二のＰＤＣＣＨの候補の数が異なってもよい
。第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ　ｓ
ｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）の第二のＰＤＣＣＨ候補の
数を、第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ
　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）の第二のＰＤＣＣＨ候
補の数より多くしてもよい。
【０１７６】
　また、あるＥ－ＣＣＥ集合数では、第一の物理リソースマッピングが適用される第二の
ＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐ
ａｃｅ）の第二のＰＤＣＣＨ候補の数と、第二の物理リソースマッピングが適用される第
二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　
ｓｐａｃｅ）の第二のＰＤＣＣＨ候補の数とが同じで、異なるＥ－ＣＣＥ集合数では、第
一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａ
ｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）の第二のＰＤＣＣＨ候補の数と
、第二の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ　ｓ
ｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）の第二のＰＤＣＣＨ候補の
数とが、異なってもよい。
【０１７７】
　また、あるＥ－ＣＣＥ集合数の第二のＰＤＣＣＨ候補が、一方の第二のＰＤＣＣＨ領域
のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）には設
定され、異なる一方の第二のＰＤＣＣＨ領域のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣ
ＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）には設定されなくてもよい。
【０１７８】
　また、移動局装置５に構成される第二のＰＤＣＣＨ領域の数に応じて、１つの第二のＰ
ＤＣＣＨ領域内のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐ
ａｃｅ）の第二のＰＤＣＣＨ候補数を変動させてもよい。例えば、移動局装置５に構成さ
れる第二のＰＤＣＣＨ領域の数が増えるにつれ、１つの第二のＰＤＣＣＨ領域内のＳｅａ
ｒｃｈ　ｓｐａｃｅ（第二のＰＤＣＣＨ用のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）の第二のＰＤＣ
ＣＨ候補数を少なくする。
【０１７９】
　移動局装置５は、基地局装置３から通知されたＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
ｎｕｍｂｅｒの候補に対応したＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅを、第一の物理リソースマッピ
ングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域に設定する。なお、移動局装置５は、基地局装置
３から通知されたＥ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補に関連して
、基地局装置３から通知された第二のＰＤＣＣＨ領域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの
送信アンテナの本数に応じて、第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ
－ＣＣＥの信号の送信に用いられる送信アンテナ（アンテナポート）を認識する。なお、
Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補に関する情報のみが基地局装
置３から移動局装置５に通知され、移動局装置５は通知された情報に基づき、第二のＰＤ
ＣＣＨ領域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの本数を暗示的に認識し、第
二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号の送信に用いられ
る送信アンテナ（アンテナポート）を認識する構成でもよい。なお、第二のＰＤＣＣＨ領
域のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの本数に関する情報のみが基地局装置
３から移動局装置５に通知され、移動局装置５は通知された情報に基づき、Ｅ－ＣＣＥ　
ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補を認識し、第二のＰＤＣＣＨ領域のＤＬ　
ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号の送信に用いられる送信アンテナ（アンテナポ
ート）を認識する構成でもよい。
【０１８０】
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　なお、制御部４０５は、ビタビデコーダ部５２９より入力されたＤＣＩが誤りなく、自
装置宛てのＤＣＩかを判定し、誤りなく、自装置宛てのＤＣＩと判定した場合、ＤＣＩに
基づいて多重分離部５１１、データ復調部５２３、ターボ復号部５２５、および送信処理
部４０７、を制御する。例えば、制御部４０５は、ＤＣＩが下りリンクアサインメントで
ある場合、受信処理部４０１にＰＤＳＣＨの信号を復号するように制御する。なお、ＰＤ
ＣＣＨにおいてもＰＤＳＣＨと同様にＣＲＣ符号が含まれており、制御部４０５はＣＲＣ
符号を用いてＰＤＣＣＨのＤＣＩが誤っているか否かを判断する。
【０１８１】
　下りリンク受信品質測定部５３１は、下りリンク参照信号（ＣＲＳ、ＣＳＩ‐ＲＳ）を
用いてセルの下りリンクの受信品質（ＲＳＲＰ）を測定し、測定した下りリンクの受信品
質情報を制御部４０５に出力する。また、下りリンク受信品質測定部５３１は、移動局装
置５において基地局装置３に通知するＣＱＩの生成のための、瞬時的なチャネル品質の測
定も行う。下りリンク受信品質測定部５３１は、測定したＲＳＲＰ等の情報を制御部４０
５に出力する。
【０１８２】
　＜移動局装置５の送信処理部４０７＞
　図６は、本発明の実施形態に係る移動局装置５の送信処理部４０７の構成を示す概略ブ
ロック図である。この図に示すように、送信処理部４０７は、ターボ符号部６１１、デー
タ変調部６１３、ＤＦＴ部６１５、上りリンクパイロットチャネル処理部６１７、物理上
りリンク制御チャネル処理部６１９、サブキャリアマッピング部６２１、ＩＦＦＴ部６２
３、ＧＩ挿入部６２５、送信電力調整部６２７、ランダムアクセスチャネル処理部６２９
、Ｄ／Ａ部６０５、送信ＲＦ部６０７、および、送信アンテナ４１１を含んで構成される
。送信処理部４０７は、情報データ、ＵＣＩに対して符号化、変調を行ない、ＰＵＳＣＨ
、ＰＵＣＣＨを用いて送信する信号を生成し、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨの送信電力を調整
する。送信処理部４０７は、ＰＲＡＣＨを用いて送信する信号を生成し、ＰＲＡＣＨの送
信電力を調整する。送信処理部４０７は、ＤＭ　ＲＳ、ＳＲＳを生成し、ＤＭ　ＲＳ、Ｓ
ＲＳの送信電力を調整する。
【０１８３】
　ターボ符号部６１１は、入力された情報データを、制御部４０５から指示された符号化
率で、データの誤り耐性を高めるためのターボ符号化を行ない、データ変調部６１３に出
力する。データ変調部６１３は、ターボ符号部６１１が符号化した符号データを、制御部
４０５から指示された変調方式、例えば、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭのような変
調方式で変調し、変調シンボルの信号系列を生成する。データ変調部６１３は、生成した
変調シンボルの信号系列を、ＤＦＴ部６１５に出力する。ＤＦＴ部６１５は、データ変調
部６１３が出力した信号を離散フーリエ変換し、サブキャリアマッピング部６２１に出力
する。
【０１８４】
　物理上りリンク制御チャネル処理部６１９は、制御部４０５から入力されたＵＣＩを伝
送するためのベースバンド信号処理を行なう。物理上りリンク制御チャネル処理部６１９
に入力されるＵＣＩは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＳＲ、ＣＱＩである。物理上りリンク制御チ
ャネル処理部６１９は、ベースバンド信号処理を行ない、生成した信号をサブキャリアマ
ッピング部６２１に出力する。物理上りリンク制御チャネル処理部６１９は、ＵＣＩの情
報ビットを符号化して信号を生成する。
【０１８５】
　また、物理上りリンク制御チャネル処理部６１９は、ＵＣＩから生成される信号に対し
て周波数領域の符号多重および／または時間領域の符号多重に関連する信号処理を行なう
。物理上りリンク制御チャネル処理部６１９は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの情報ビット、または
ＳＲの情報ビット、またはＣＱＩの情報ビットから生成されるＰＵＣＣＨの信号に対して
周波数領域の符号多重を実現するために制御部４０５から指示された符号系列を乗算する
。物理上りリンク制御チャネル処理部６１９は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの情報ビット、または
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ＳＲの情報ビットから生成されるＰＵＣＣＨの信号に対して時間領域の符号多重を実現す
るために制御部４０５から指示された符号系列を乗算する。
【０１８６】
　上りリンクパイロットチャネル処理部６１７は、基地局装置３において既知の信号であ
るＳＲＳ、ＤＭ　ＲＳを制御部４０５からの指示に基づき生成し、サブキャリアマッピン
グ部６２１に出力する。
【０１８７】
　サブキャリアマッピング部６２１は、上りリンクパイロットチャネル処理部６１７から
入力された信号と、ＤＦＴ部６１５から入力された信号と、物理上りリンク制御チャネル
処理部６１９から入力された信号とを、制御部４０５からの指示に従ってサブキャリアに
配置し、ＩＦＦＴ部６２３に出力する。
【０１８８】
　ＩＦＦＴ部６２３は、サブキャリアマッピング部６２１が出力した信号を高速逆フーリ
エ変換し、ＧＩ挿入部６２５に出力する。ここで、ＩＦＦＴ部６２３のポイント数はＤＦ
Ｔ部６１５のポイント数よりも多く、移動局装置５は、ＤＦＴ部６１５、サブキャリアマ
ッピング部６２１、ＩＦＦＴ部６２３を用いることにより、ＰＵＳＣＨを用いて送信する
信号に対してＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ方式の変調を行なう。ＧＩ挿入部６２５は
、ＩＦＦＴ部６２３から入力された信号に、ガードインターバルを付加し、送信電力調整
部６２７に出力する。
【０１８９】
　ランダムアクセスチャネル処理部６２９は、制御部４０５から指示されたプリアンブル
系列を用いて、ＰＲＡＣＨで送信する信号を生成し、生成した信号を送信電力調整部６２
７に出力する。
【０１９０】
　送信電力調整部６２７は、ＧＩ挿入部６２５から入力された信号、またはランダムアク
セスチャネル処理部６２９から入力された信号に対して、制御部４０５からの制御信号に
基づき送信電力を調整してＤ／Ａ部６０５に出力する。なお、送信電力調整部６２７では
、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＤＭ　ＲＳ、ＳＲＳ、ＰＲＡＣＨの平均送信電力が上りリン
クサブフレーム毎に制御される。
【０１９１】
　Ｄ／Ａ部６０５は、送信電力調整部６２７から入力されたベースバンドのディジタル信
号をアナログ信号に変換し、送信ＲＦ部６０７に出力する。送信ＲＦ部６０７は、Ｄ／Ａ
部６０５から入力されたアナログ信号から、中間周波数の同相成分および直交成分を生成
し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去する。次に、送信ＲＦ部６０７は、
中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を
除去し、電力増幅し、送信アンテナ４１１を介して、基地局装置３に送信する。
【０１９２】
　図７は、本発明の実施形態に係る移動局装置５の第二のＰＤＣＣＨ領域におけるＳｅａ
ｒｃｈ　ｓｐａｃｅの設定、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ
の送信アンテナの本数の設定、およびＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの復調に
用いるＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの設定に関わる処理の一例を示すフローチャートで
ある。ここでは、第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域にお
ける処理の一例について説明する。なお、ここでは、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補セットが２種類（第一の候補セット、第二の候補セット）存在す
る場合について示す。例えば、第一の候補セットは、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ　１と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔ
ｉｏｎ　４とからなる。例えば、第二の候補セットは、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４とからなる。なお、第三の候補セ
ット、第四の候補セットが更に構成されてもよい。例えば、第三の候補セットは、Ｅ－Ｃ
ＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４とからなる。例えば、第四の候補セットは、Ｅ－ＣＣ
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Ｅ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４とからな
る。
【０１９３】
　また、ここでは、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信ア
ンテナの本数が２種類（第一の本数、第二の本数）存在する場合について示す。例えば、
第一の本数は、２である。例えば、第二の本数は、４である。なお、第三の本数、第四の
本数が更に構成されてもよい。例えば、第三の本数は、１である。例えば、第四の本数は
、３である。
【０１９４】
　移動局装置５は、基地局装置３から受信した情報（ＲＲＣシグナリング）に基づき、Ｅ
－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの第一の候補セットが設定されたか否
かを判定する（ステップＳ１０１）。移動局装置５は、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの第一の候補セットが設定されたと判定した場合（ステップＳ１０１
：ＹＥＳ）、第一の候補セット内の各Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅ
ｒに対してＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅを設定する（ステップＳ１０２）。次に、移動局装
置５は、基地局装置３から受信した情報（ＲＲＣシグナリング）に基づき、送信アンテナ
が第一の本数のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを設定する（ステップＳ１０３）。次に、
移動局装置５は、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号をそれぞれ異なる送信
アンテナに対応するＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて復調するように設定する（ス
テップＳ１０４）。
【０１９５】
　移動局装置５は、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの第一の候補セ
ットが設定されていないと判定した場合（ステップＳ１０１：ＮＯ）、つまりＥ－ＣＣＥ
　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの第二の候補セットが設定されたと判定した場
合、第二の候補セット内の各Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒに対し
てＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅを設定する（ステップＳ１０５）。ステップＳ１０１におい
て、移動局装置５は、ＲＲＣシグナリングで、第一の候補セットではなく、第二の候補セ
ットを明示的に示された場合に、ステップＳ１０５の処理を行ってもよい。次に、移動局
装置５は、基地局装置３から受信した情報（ＲＲＣシグナリング）に基づき、送信アンテ
ナが第二の本数のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを設定する（ステップＳ１０６）。次に
、移動局装置５は、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号が複数のグループに
分けられ、同じグループ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号をそれぞれ共通の送信アンテナに対応す
るＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用いて復調し、異なるグループのＥ－ＣＣＥ（Ｅ－Ｃ
ＣＥｓ）の信号はそれぞれ異なる送信アンテナに対応するＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ
を用いて復調するように設定する（ステップＳ１０７）。
【０１９６】
　移動局装置５は、設定したＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ内のＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥｓ）
の信号を対応する送信アンテナ（アンテナポート）のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを用
いて復調し、復号処理を実行する。なお、ステップＳ１０３、ステップＳ１０６において
、第二のＰＤＣＣＨ領域に用いられうる、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナ
の本数に応じて、移動局装置５は、図１９、図２０に示すように、下りリンク制御データ
から変調した信号が配置されるＥ－ＣＣＥ内の下りリンクリソースエレメントを認識し、
Ｅ－ＣＣＥの信号を多重分離する処理を行う。例えば、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの
送信アンテナが第二の本数の場合は、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナが第
一の本数の場合と比較して、下りリンク制御データから変調した信号が配置されるＥ－Ｃ
ＣＥ内の下りリンクリソースエレメントの数が多い。
【０１９７】
　図８は、本発明の実施形態に係る基地局装置３の第二のＰＤＣＣＨ領域におけるＳｅａ
ｒｃｈ　ｓｐａｃｅの設定、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ
の送信アンテナの本数の設定、およびＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの送信に
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用いる送信アンテナ（アンテナポート）の設定に関わる処理の一例を示すフローチャート
である。ここでは、第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域に
おける処理の一例について説明する。なお、ここでは、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの候補セットが２種類（第一の候補セット、第二の候補セット）存在
する場合について示す。例えば、第一の候補セットは、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ　１と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａ
ｔｉｏｎ　４とからなる。例えば、第二の候補セットは、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔ
ｉｏｎ　２と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４とからなる。なお、第三の候補
セット、第四の候補セットが更に構成されてもよい。例えば、第三の候補セットは、Ｅ－
ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４とからなる。例えば、第四の候補セットは、Ｅ－Ｃ
ＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　１と、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　４とから
なる。
【０１９８】
　また、ここでは、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信ア
ンテナの本数が２種類（第一の本数、第二の本数）存在する場合について示す。例えば、
第一の本数は、２である。例えば、第二の本数は、４である。なお、第三の本数、第四の
本数が更に構成されてもよい。例えば、第三の本数は、１である。例えば、第四の本数は
、３である。
【０１９９】
　基地局装置３は、基地局装置３から通知された下りリンクの受信品質（ＲＳＲＰ）等に
基づき、ある移動局装置５に対して設定する第二のＰＤＣＣＨ領域において、Ｅ－ＣＣＥ
　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの第一の候補セットを設定するか否かを判定す
る（ステップＴ１０１）。基地局装置３は、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕ
ｍｂｅｒの第一の候補セットを設定すると判定した場合（ステップＴ１０１：ＹＥＳ）、
ある移動局装置５に対して設定する第二のＰＤＣＣＨ領域において、第一の候補セット内
の各Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒに対してＳｅａｒｃｈ　ｓｐａ
ｃｅを設定する（ステップＴ１０２）。次に、基地局装置３は、ある移動局装置５に対し
て設定する第二のＰＤＣＣＨ領域において、送信アンテナが第一の本数のＵＥ－ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ＲＳを設定する（ステップＴ１０３）。次に、基地局装置３は、ＤＬ　ＰＲＢ
　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号をそれぞれ異なる送信アンテナを用いて送信するよう
に設定する（Ｔ１０４）。
【０２００】
　基地局装置３は、ある移動局装置５に対して設定する第二のＰＤＣＣＨ領域において、
Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの第一の候補セットを設定しないと
判定した場合（ステップＴ１０１：ＮＯ）、つまり、ある移動局装置５に対して設定する
第二のＰＤＣＣＨ領域において、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒの
第二の候補セットを設定すると判定した場合、ある移動局装置５に対して設定する第二の
ＰＤＣＣＨ領域において、第二の候補セット内の各Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ
　ｎｕｍｂｅｒに対してＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅを設定する（ステップＴ１０５）。次
に、基地局装置３は、ある移動局装置５に対して設定する第二のＰＤＣＣＨ領域において
、送信アンテナが第二の本数のＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳを設定する（ステップＴ１
０６）。次に、基地局装置３は、ＤＬ　ＰＲＢ　ｐａｉｒ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号が複数
のグループに分けられ、同じグループ内の各Ｅ－ＣＣＥの信号をそれぞれ共通の送信アン
テナを用いて送信し、異なるグループのＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥｓ）の信号はそれぞれ異
なる送信アンテナを用いて送信するように設定する（ステップＴ１０７）。
【０２０１】
　なお、ステップＴ１０２、ステップＴ１０５において、基地局装置３がＳｅａｒｃｈ　
ｓｐａｃｅを設定するということは、移動局装置５における処理とは異なり、ある移動局
装置５に対して、第二のＰＤＣＣＨに用いることができるＥ－ＣＣＥ（Ｅ－ＣＣＥｓ）を
認識するということである。なお、ステップＴ１０３、ステップＴ１０６において、第二
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のＰＤＣＣＨ領域に用いられうる、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナの本数
に応じて、基地局装置３は、図１９、図２０に示すように、下りリンク制御データから変
調した信号を配置することができるＥ－ＣＣＥ内の下りリンクリソースエレメントを認識
し、Ｅ－ＣＣＥの信号を多重する処理を行う。例えば、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの
送信アンテナが第二の本数の場合は、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送信アンテナが第
一の本数の場合と比較して、下りリンク制御データから変調した信号を配置することがで
きるＥ－ＣＣＥ内の下りリンクリソースエレメントの数が多い。なお、ステップＴ１０４
、ステップＴ１０７の処理を行った後、基地局装置３は、下りリンクサブフレーム毎に何
れの（全てを含む）Ｅ－ＣＣＥの信号を用いて第二のＰＤＣＣＨを送信するかをスケジュ
ーリングする。
【０２０２】
　以上のように、本発明の実施形態では、通信システム１において、制御チャネル（第二
のＰＤＣＣＨ）が配置される可能性のある領域である制御チャネル領域（第二のＰＤＣＣ
Ｈ領域）（第一の物理リソースマッピングが適用される第二のＰＤＣＣＨ領域）として複
数の物理リソースブロックペア（ＰＲＢ　ｐａｉｒ）が構成され、１つの物理リソースブ
ロックペア（ＰＲＢ　ｐａｉｒ）を分割したリソースから第一の要素（Ｅ－ＣＣＥ）が構
成され、制御チャネル（第二のＰＤＣＣＨ）（Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｅ－ＰＤＣＣＨ）は
１個以上の第一の要素の集合（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｅｇａｔｉｏｎ）から構成され、複数
の移動局装置５および複数の移動局装置５と制御チャネル（第二のＰＤＣＣＨ）を用いて
通信を行う基地局装置３から構成され、基地局装置３は、集合数（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ）の候補セットと、制御チャネル領域（第二のＰＤＣＣＨ
領域）に多重されうる参照信号（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ）が対応するアンテナポ
ートの数と、を移動局装置５に対して設定し、移動局装置５は、設定されたアンテナポー
トの数に応じて第一の要素（Ｅ－ＣＣＥ）において変調信号が配置されうるリソースを認
識して信号の多重分離処理を制御するとともに、制御チャネル領域（第二のＰＤＣＣＨ領
域）内で制御チャネル（第二のＰＤＣＣＨ）の復号検出を行う検索領域（Ｓｅａｒｃｈ　
ｓｐａｃｅ）を設定された候補セットに含まれる集合数（Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔ
ｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ）毎に設定する。これにより、基地局装置３は、下りリンクの受信
品質が良くない移動局装置５（セルエッジ付近の移動局装置）に対しては、下りリンクの
受信品質が良い移動局装置５（セル中央付近の移動局装置）に対してよりも、各Ｅ－ＣＣ
Ｅに配置する変調信号（ＤＣＩを変調した信号）を多くすることができ、第二のＰＤＣＣ
Ｈの品質（受信品質、誤り品質）を向上させることができる。基本的に、下りリンクの受
信品質が良くない移動局装置５は、Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅａｔｉｏｎ　２よりも大きい
Ｅ－ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒが用いられるため、第二のＰＤＣＣ
Ｈに対する多重キャパシティを劣化することなく、維持することができる。
【０２０３】
　以上のように、本発明の実施形態では、通信システム１において、基地局装置３は、ア
ンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポート）の数に応じて物理リソ
ースブロックペア（ＰＲＢ　ｐａｉｒ）内のそれぞれの第一の要素（Ｅ－ＣＣＥ）の信号
を送信するアンテナポートを制御する。以上のように、本発明の実施形態では、通信シス
テム１において、アンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポート）の
数に応じて物理リソースブロックペア（ＰＲＢ　ｐａｉｒ）内のそれぞれの第一の要素（
Ｅ－ＣＣＥ）の信号の復調に用いる参照信号（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ）が対応す
るアンテナポートを制御する。これにより、基地局装置３は、実質的に移動局装置５に対
して用いるＥ－ＣＣＥの最小単位（１個のＥ－ＣＣＥ、または複数のＥ－ＣＣＥ）毎の信
号にプリコーディング処理を実行することができ、移動局装置５は基地局装置３において
プリコーディング処理が行われた第二のＰＤＣＣＨの信号を受信することができ、移動局
装置５で受信される第二のＰＤＣＣＨの特性の改善が図られうる。
【０２０４】
　以上のように、本発明の実施形態では、通信システム１において、基地局装置３は、ア
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ンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポート）の数が第一の本数（例
えば、４本）の場合、物理リソースブロックペア（ＰＲＢ　ｐａｉｒ）内のそれぞれの第
一の要素（Ｅ－ＣＣＥ）の信号をそれぞれ異なるアンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃ　ＲＳの送信にも用いられるアンテナポート）を用いて送信するように制御し、アンテ
ナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポート）の数が第二の本数（例えば
、２本）の場合、物理リソースブロックペア（ＰＲＢ　ｐａｉｒ）内の複数の第一の要素
（Ｅ－ＣＣＥ）の信号が複数のグループ（例えば、２個のグループ。各グループには、２
個のＥ－ＣＣＥが構成される。）に分けられ、同じグループ内のそれぞれの第一の要素（
Ｅ－ＣＣＥ）の信号をそれぞれ共通のアンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの
送信にも用いられるアンテナポート）を用いて送信し、異なるグループの第一の要素（Ｅ
－ＣＣＥ）の信号をそれぞれ異なるアンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳの送
信にも用いられるアンテナポート）を用いて送信するように制御する。以上のように、本
発明の実施形態では、通信システム１において、移動局装置５は、アンテナポート（ＵＥ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポート）の数が第一の本数（例えば、４本）の場合
、物理リソースブロックペア（ＰＲＢ　ｐａｉｒ）内のそれぞれの第一の要素（Ｅ－ＣＣ
Ｅ）の信号をそれぞれ異なるアンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナ
ポート）に対応する参照信号（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ）を用いて復調するように
制御し、アンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポート）の数が第二
の本数（例えば、２本）の場合、物理リソースブロックペア（ＰＲＢ　ｐａｉｒ）内の複
数の第一の要素（Ｅ－ＣＣＥ）の信号が複数のグループに分けられ、同じグループ内のそ
れぞれの第一の要素（Ｅ－ＣＣＥ）の信号をそれぞれ共通のアンテナポート（ＵＥ－ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポート）に対応する参照信号（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　
ＲＳ）を用いて復調し、異なるグループの第一の要素（Ｅ－ＣＣＥ）の信号をそれぞれ異
なるアンテナポート（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳのアンテナポート）に対応する参照
信号（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ）を用いて復調するように制御する。これにより、
基地局装置３は、実質的に移動局装置５に対して用いるＥ－ＣＣＥの最小単位（１個のＥ
－ＣＣＥ、または複数のＥ－ＣＣＥ）毎の信号にプリコーディング処理を実行することが
でき、移動局装置５は基地局装置３においてプリコーディング処理が行われた第二のＰＤ
ＣＣＨの信号を受信することができ、移動局装置５で受信される第二のＰＤＣＣＨの特性
の改善が図られうる。
【０２０５】
　なお、本発明の実施形態では、説明の簡略化のため、第二のＰＤＣＣＨが配置される可
能性があるリソースの領域を第二のＰＤＣＣＨ領域と定義したが、異なる文言で定義され
ても、類似した意味を持つのであれば、本発明を適用できることは明らかである。
【０２０６】
　また、本発明の実施形態では、基地局装置とＲＲＨによる協調通信が行われる通信シス
テムについて主に説明したが、１つの基地局装置内でＭＵ（Multi-User）－ＭＩＭＯが適
用される通信システムにおいても本発明を適用することができる。例えば、ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏは、複数の送信アンテナを用いた基地局装置のエリア内の異なる位置（例えば、エリア
Ａ、エリアＢ）に存在する複数の移動局装置に対して、プリコーディング技術等を用いて
、各移動局装置に対する信号に対してビームを制御することにより、周波数領域および時
間領域で同一のリソースを用いた場合であっても、移動局装置間の信号に対して互いに直
交性の維持または同一チャネル干渉の低減を行う技術である。空間的に移動局装置間の信
号を多重分離することから、ＳＤＭＡ（Space Division Multiple Access）とも呼称する
。
【０２０７】
　ＭＵ－ＭＩＭＯでは、空間多重される、それぞれの移動局装置に対して異なるプリコー
ディング処理が適用される。基地局装置のエリア内で、エリアＡに位置する移動局装置と
エリアＢに位置する移動局装置の第二のＰＤＣＣＨとＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳに対
して異なるプリコーディング処理が行われうる。第二のＰＤＣＣＨが配置される可能性の
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ある領域に関して、エリアＡに位置する移動局装置とエリアＢに位置する移動局装置に対
してその領域が独立に設定され、独立にプリコーディング処理が適用されうる。
【０２０８】
　また、移動局装置５とは、移動する端末に限らず、固定端末に移動局装置５の機能を実
装することなどにより本発明を実現しても良い。
【０２０９】
　以上説明した本発明の特徴的な手段は、集積回路に機能を実装し、制御することによっ
ても実現することができる。すなわち、本発明の集積回路は、制御チャネルが配置される
可能性のある領域である制御チャネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成
され、１つの前記物理リソースブロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成さ
れ、制御チャネルは１個以上の前記第一の要素の集合から構成され、基地局装置と前記制
御チャネルを用いて通信を行う移動局装置に実装される集積回路であって、前記第一の要
素の集合数の候補セットを示す情報と、前記制御チャネル領域に多重されうる参照信号が
対応するアンテナポートの数を示す情報とを、前記基地局装置より受信する第一の受信処
理部と、前記アンテナポートの数に応じて前記第一の要素において変調信号が配置されう
るリソースを認識して信号の多重分離処理を制御するとともに、前記制御チャネル領域内
で前記制御チャネルの復号検出を行う検索領域を前記候補セットに含まれる前記第一の要
素の集合数毎に設定する第一の制御部と、を有することを特徴とする。
【０２１０】
　また、本発明の集積回路は、制御チャネルが配置される可能性のある領域である制御チ
ャネル領域として複数の物理リソースブロックペアが構成され、１つの前記物理リソース
ブロックペアを分割したリソースから第一の要素が構成され、制御チャネルは１個以上の
前記第一の要素の集合から構成され、複数の移動局装置と前記制御チャネルを用いて通信
を行う基地局装置に実装される集積回路であって、前記第一の要素の集合数の候補セット
と、前記制御チャネル領域に多重されうる参照信号が対応するアンテナポートの数と、を
前記移動局装置に対して設定する第二の無線リソース制御部と、を有することを特徴とす
る。
【０２１１】
　本発明の実施形態に記載の動作をプログラムで実現してもよい。本発明に関わる移動局
装置５および基地局装置３で動作するプログラムは、本発明に関わる上記実施形態の機能
を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラ
ム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭに
蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出
し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体としては、半導体媒体
（例えば、ROM、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、DVD、MO、MD、CD、BD
等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディスク等）等のいずれであっ
てもよい。また、ロードしたプログラムを実行することにより、上述した実施形態の機能
が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、オペレーティングシステムあ
るいは他のアプリケーションプログラム等と共同して処理することにより、本発明の機能
が実現される場合もある。
【０２１２】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送する
ことができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。また、上
述した実施形態における移動局装置５および基地局装置３の一部、または全部を典型的に
は集積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。移動局装置５および基地局装置３の各機
能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化しても
よい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実現
してもよい。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現し
た場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。移動局装置５および基地局
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装置３の各機能ブロックは、複数の回路により実現してもよい。
【０２１３】
　情報及び信号が、種々の異なるあらゆる技術及び方法を用いて示され得る。例えば上記
説明を通して参照され得るチップ、シンボル、ビット、信号、情報、コマンド、命令、及
びデータは、電圧、電流、電磁波、磁場または磁性粒子、光学場または光粒子、またはこ
れらの組み合わせによって示され得る。
【０２１４】
　本明細書の開示に関連して述べられた種々の例示的な論理ブロック、処理部、及びアル
ゴリズムステップが、電子的なハードウェア、コンピュータソフトウェア、または両者の
組み合わせとして実装され得る。ハードウェアとソフトウェアとのこの同義性を明瞭に示
すために、種々の例示的な要素、ブロック、モジュール、回路、及びステップが、概して
その機能性に関して述べられてきた。そのような機能性がハードウェアとして実装される
かソフトウェアとして実装されるかは、個々のアプリケーション、及びシステム全体に課
された設計の制約に依存する。当業者は、各具体的なアプリケーションにつき種々の方法
で、述べられた機能性を実装し得るが、そのような実装の決定は、この開示の範囲から逸
脱するものとして解釈されるべきではない。
【０２１５】
　本明細書の開示に関連して述べられた種々の例示的な論理ブロック、処理部は、本明細
書で述べられた機能を実行するように設計された汎用用途プロセッサ、デジタルシグナル
プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル
ゲートアレイシグナル（ＦＰＧＡ）、またはその他のプログラマブル論理デバイス、ディ
スクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、また
はこれらを組み合わせたものによって、実装または実行され得る。汎用用途プロセッサは
、マイクロプロセッサであっても良いが、代わりにプロセッサは従来型のプロセッサ、コ
ントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであっても良い。プロセッサ
はまた、コンピューティングデバイスを組み合わせたものとして実装されても良い。例え
ば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと接続された
一つ以上のマイクロプロセッサ、またはその他のそのような構成を組み合わせたものであ
る。
【０２１６】
　本明細書の開示に関連して述べられた方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェア、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール、またはこれら２つを組み
合わせたものによって、直接的に具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメ
モリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジ
スタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または本分野で既知のあ
らゆる形態の記録媒体内に存在し得る。典型的な記録媒体は、プロセッサが情報を記録媒
体から読み出すことが出来、また記録媒体に情報を書き込むことが出来るように、プロセ
ッサに結合され得る。別の方法では、記録媒体はプロセッサに一体化されても良い。プロ
セッサと記録媒体は、ＡＳＩＣ内にあっても良い。ＡＳＩＣは、移動局装置（ユーザ端末
）内にあり得る。あるいは、プロセッサ及び記録媒体は、ディスクリート要素として移動
局装置５内にあっても良い。
【０２１７】
　１つまたはそれ以上の典型的なデザインにおいて、述べられた機能は、ハードウェア、
ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらを組み合わせたもので実装され得る。もし
ソフトウェアによって実装されるのであれば、機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体
上の一つ以上の命令またはコードとして保持され、または伝達され得る。コンピュータ読
み取り可能な媒体は、コンピュータプログラムをある場所から別の場所への持ち運びを助
ける媒体を含むコミュニケーションメディアやコンピュータ記録メディアの両方を含む。
記録媒体は、汎用または特殊用途のコンピュータによってアクセスされることが可能な市
販のいずれの媒体であって良い。一例であってこれに限定するものではないものとして、
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このようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤＲ
ＯＭまたはその他の光ディスク媒体、磁気ディスク媒体またはその他の磁気記録媒体、ま
たは汎用または特殊用途のコンピュータまたは汎用または特殊用途のプロセッサによりア
クセス可能とされ且つ命令またはデータ構造の形で所望のプログラムコード手段を持ち運
びまたは保持するために使用可能な媒体を含むことが出来る。また、あらゆる接続が、適
切にコンピュータ読み取り可能な媒体と呼ばれる。例えば、もしソフトウェアが同軸ケー
ブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外
、無線、またマイクロ波のような無線技術を用いて、ウェブサイト、サーバ、またはその
他の遠隔ソースから送信される場合には、これらの同軸ケーブル、光ファイバケーブル、
ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外、無線、またマイクロ波のような無線技術が、媒体の
定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（ｄｉｓｋ、ｄｉｓｃ）は、コンパクト
ディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光学ディスク、デジタルバーサタイ
ルディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、ブルーレイディスク、を含み
、ディスク（ｄｉｓｋ）は、一般的に、磁気的にデータを再生する一方で、ディスク（ｄ
ｉｓｃ）はレーザによって光学的にデータを再生する。上記のものを組み合わせたものも
また、コンピュータ読み取り可能な媒体に含まれるべきである。
【０２１８】
　以上、この発明の実施形態を、図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実
施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請求の
範囲に含まれる。
【符号の説明】
【０２１９】
３　基地局装置
４（Ａ～Ｃ）　ＲＲＨ
５（Ａ～Ｃ）　移動局装置
１０１　受信処理部
１０３　無線リソース制御部
１０５　制御部
１０７　送信処理部
１０９　受信アンテナ
１１１　送信アンテナ
２０１　物理下りリンク共用チャネル処理部
２０３　物理下りリンク制御チャネル処理部
２０５　下りリンクパイロットチャネル処理部
２０７　多重部
２０９　ＩＦＦＴ部
２１１　ＧＩ挿入部
２１３　Ｄ／Ａ部
２１５　送信ＲＦ部
２１９　ターボ符号部
２２１　データ変調部
２２３　畳み込み符号部
２２５　ＱＰＳＫ変調部
２２７　プリコーディング処理部（ＰＤＣＣＨ用）
２２９　プリコーディング処理部（ＰＤＳＣＨ用）
２３１　プリコーディング処理部（下りリンクパイロットチャネル用）
３０１　受信ＲＦ部
３０３　Ａ／Ｄ部
３０９　シンボルタイミング検出部
３１１　ＧＩ除去部
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３１５　サブキャリアデマッピング部
３１７　伝搬路推定部
３１９　伝搬路等化部（ＰＵＳＣＨ用）
３２１　伝搬路等化部（ＰＵＣＣＨ用）
３２３　ＩＤＦＴ部
３２５　データ復調部
３２７　ターボ復号部
３２９　物理上りリンク制御チャネル検出部
３３１　プリアンブル検出部
３３３　ＳＲＳ処理部
４０１　受信処理部
４０３　無線リソース制御部
４０５　制御部
４０７　送信処理部
４０９　受信アンテナ
４１１　送信アンテナ
５０１　受信ＲＦ部
５０３　Ａ／Ｄ部
５０５　シンボルタイミング検出部
５０７　ＧＩ除去部
５０９　ＦＦＴ部
５１１　多重分離部
５１３　伝搬路推定部
５１５　伝搬路補償部（ＰＤＳＣＨ用）
５１７　物理下りリンク共用チャネル復号部
５１９　伝搬路補償部（ＰＤＣＣＨ用）
５２１　物理下りリンク制御チャネル復号部
５２３　データ復調部
５２５　ターボ復号部
５２７　ＱＰＳＫ復調部
５２９　ビタビデコーダ部
５３１　下りリンク受信品質測定部
５３３　ＰＤＣＣＨデマッピング部
６０５　Ｄ／Ａ部
６０７　送信ＲＦ部
６１１　ターボ符号部
６１３　データ変調部
６１５　ＤＦＴ部
６１７　上りリンクパイロットチャネル処理部
６１９　物理上りリンク制御チャネル処理部
６２１　サブキャリアマッピング部
６２３　ＩＦＦＴ部
６２５　ＧＩ挿入部
６２７　送信電力調整部
６２９　ランダムアクセスチャネル処理部
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